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華麗なる氷の王太子




　それは息を呑むフレスコ画だった。

　聖人を囲み、たくさんの人々が光を求めて手を伸ばしている。五人の大人が両腕を目一杯伸ばしてもまだ足りないほど大きな絵は、金色に光り輝く王座の後ろでひときわ洗練された存在感を放っていた。

　見上げてみれば、そこには天国を描いたと思われる天井画。何人もの天使が、天国へ召された人を光の中で祝福している。

　マリアンヌはそれらを見て、大国の謁えっ見けんの間まとはこれほどまでに神々しいものなのかと驚きょう愕がくした。マリアンヌの自国・ピエトーネの王宮の比ではない。

　あまりにも呆あ気っけにとられた顔をしていたせいだろう。隣に控えていた両親から、「マリアンヌ」と彼女を制する声が控えめに掛けられた。

　そこで我に返った彼女は、慌てて表情を引き締める。

「ピエトーネより参りました、マリアンヌ・アルバーニ・ファロンです。国王陛下におかれましては、拝はい謁えつの機会を賜りまして恐きょう悦えつ至し極ごくに存じます」

　わずかに声を上ずらせながら、マリアンヌはドレスをつまんで静かに膝を曲げた。腰まであるブロンドの美しい髪が肩先で揺れる。色白の頬は、緊張のため気色ばんでいた。猫のように大きく愛くるしい目をまたたかせ、マリアンヌは艶のある薄紅色の唇を引き締める。

「堅苦しい挨拶はそこまでにしようじゃないか。婚礼の儀はまだ少し先だが、そなたは我が息子レオンの妻、つまり私の娘となるのだから」

　フィアーコ王国の国王ジャンピエトロが王座で鷹おう揚ような笑みを浮かべる。

　マリアンヌは「望ぼう外がいの喜びに存じます」ともう一度膝を折り曲げ、愛らしく目線を下げた。そして再び顔を上げ、王座から左右へ視線を振る。マリアンヌが嫁ぐことになっている王太子レオンの姿がどこにもないようだった。ジャンピエトロと、その妻である王妃マティルダのほかには侍従や侍女しか見えない。

　マリアンヌの視線に気づいたのか、ジャンピエトロは側仕えに「レオンはまだか」と尋ねる。

「申し訳ございません。間もなくこちらへ……」

　側仕えが恐縮しながら答えるものの、レオンが現れる気配はなかった。

　ここフィアーコは周りを山と森で囲まれ、河の恩恵により広大な土地は肥ひ沃よく。そのため農業が盛んであるばかりでなく、領地には優良な金鉱山も持っている。食糧に困ることがなければ、金の貿易収入により財政的にも豊かな国だ。

　だが、今でこそ大陸で一、二を争う大国フィアーコは、八年前まで動乱の最中にあった。領土の奪い合いによって大陸は荒れ、とくに金鉱を持つフィアーコは格好の的で、諸国が手を組んで軍を結成し、フィアーコに攻め入った。

　ところが、ジャンピエトロは戦に関して並ならぬ才覚を持ち、軍政を三つの大きな部隊に分けてそれぞれに歩兵と騎兵を配備。先に陣形を整えたフィアーコ軍に対して、諸国の連合軍は統率の取れた戦いができずに敗れることとなった。

　当時まだ十代だったレオンもひとつの騎馬隊を率いて参戦し、幼い頃より培われてきた類まれなる剣さばきで敵を圧倒。連合軍の激しい攻撃にも隊列は崩れることなく耐え続けた。

　そうして付け入る隙のないフィアーコを前に、諸国は白旗を掲げるしかなかった。

　フィアーコの平定により、現在の大陸は平穏を保っている。

　マリアンヌはその王太子であるレオンとの婚礼のため、隣国のピエトーネよりやってきていた。

　ピエトーネは湖のほとりにあり、農業を主体としている緑豊かな小国だ。自国で採れた作物を近隣の国に売ることで得た金銭で、細々と成り立っている。そんな小国の王女でありながら大国の王太子との縁談がまとまった背景には、ピエトーネで近年発見された鉱山の存在があった。

　その山から鉄が発掘されたのは二年前のこと。武器はもちろんのこと農耕器具の材料となる鉄は、非常に貴重なものであり、それにより近隣諸国が浮足立ったのは言うまでもない。

　多くの国がその鉱山目当てにピエトーネと友好関係を築こうと躍やっ起きになった。また、鉱山が注目されたことにより、王女マリアンヌの可か憐れんな美しさが知れ渡ると、各国間で彼女の争奪戦が始まった。それにはピエトーネよりも小さな国はもちろん、海を隔てた別大陸の国も手を挙げるほどだった。

　歳の離れた兄を持つマリアンヌの美しさは、自国では知らぬ者はいないほど有名な話。彼女の翡ひ翠すい色いろに輝く瞳は人々を魅了してやまない。

　マリアンヌの父であるピエトーネの国王アンニバーレは、二年近くもの長きに亘わたって婿選びに思案していたが、多くの財を持つ安定したフィアーコがいいだろうと決断したのだ。娘を手離す寂しさから結婚適齢期の終盤にさしかかる十九歳までマリアンヌを手元に置いていたアンニバーレも、相手がフィアーコならば願ったり叶ったり。

　そこからは話がトントン拍子に進み、婚儀を二ヶ月後に控えた今日、こうして三人はフィアーコの王宮に招かれていた。それは、この間にフィアーコのしきたりや文化を学び、王宮での生活に慣れるようにというジャンピエトロの配慮だった。

　ほどなくして謁見の間に続く回かい廊ろうから、カツカツとゆっくりした足音が聞こえてくる。その音からは慌てた様子は微み塵じんも感じられない。

　そちらへ目を向けたマリアンヌは、王太子の登場を今か今かと待ちながら胸を高鳴らせた。

（早くお会いしたいわ……）

　結婚が決まってからというもの、マリアンヌはこの日を心待ちにしていた。

　それというのも、レオンの肖像画を見た瞬間、なんとも言えない思いにかられたからだ。額の中の王太子が端整な顔立ちをしているというのもある。が、それだけではなく、その肖像画を見れば見るほどに、胸の奥を激しく掻き立てられるものがあった。

　その彼と、ようやく会える。

　マリアンヌの鼓動は、それ以上速く打ちつけられないほどになった。

　足音がさらに大きくなる。

　マリアンヌは、固かた唾ずを呑んで扉を見遣った。そして、王太子レオンが堂々とした様子でその場に姿を現した瞬間、マリアンヌは雷いかずちにでも打たれたかのような衝撃を受けた。

（……嘘、でしょう？）

　肖像画以上に美麗な姿だったのだ。

　目の覚めるようなインディゴブルーのジェストコールには繊細な金糸の刺し繍しゅうが施され、ベージュのジレもまた同様に煌きらめいている。見上げるほど高い身長にすらりと伸びた手足。漆黒の髪は艶めき、眉間からすっと伸びた意志の強そうな眉、コバルトブルー色の瞳は静かな水をたたえた湖面のよう。通った鼻び梁りょうに薄い唇。全体的にシャープな印象の顔立ちは、マリアンヌの心を掻き乱した。

（こんなに美しい王太子がいるなんて……）

　マリアンヌは呆けたように見み惚とれてしまった。

「レオン、ピエトーネの国王陛下を待たせるとは失礼であるぞ」

　ジャンピエトロに注意され、「申し訳ございません」とレオンが謝罪する。その目がマリアンヌへ向けられ、彼女は急いでドレスの裾を引き上げた。

「ピエトーネより参りました、マリアンヌ・アルバーニ・ファロンです。お会いできて、光栄です」

　国王への挨拶同様に膝を折り曲げる。足が震えているのは自分でもわかった。

　ところがレオンはわずかに目を見張ったあと、ニコリともせずに冷めた目を彼女に向ける。

（……どうしたのかしら。どこか具合でも悪いのかしら）

　困ったマリアンヌがその体勢のままでいると、再びジャンピエトロから「レオン」と声が掛かる。先ほどよりも低い声だ。

　それに促されるように「レオン・タンディ・ミケランジェリです」と、彼は顔色も変えずにようやく名乗った。ヒヤリとするほどに淡々とした口調で、まるで面でも着けているのか、表情は一ミリも変わらない。

　高鳴っていたマリアンヌの鼓動は、レオンの思いがけない態度を見て不安へと切り替わる。

「挨拶もろくにできない不肖者で申し訳ない」

　ジャンピエトロが困ったように言うと、マリアンヌの両親であるアンニバーレとヴァネッサは「とんでもないことにございます」と恐れ多いといった様子で返した。

　新たに発見された鉱山採掘の権利を共有させてもらえるという弱い立場でありながら、やはりそこは大国。フィアーコがピエトーネよりも優勢に立つのは仕方のないことだった。




　その夜、宮殿でもっとも大きな離宮で婚約披露を兼ねた晩ばん餐さん会かいが催された。

　高い天井に羽衣の大絵画が描かれたホールへは、深紅の絨じゅう毯たんが敷かれた緩やかな大階段を下りていく。オーケストラボックスも正面中二階に設けられており、中央には豪奢なシャンデリアがぶら下がっていた。

　その晩餐会には自国のみならず他国の国王や大臣、多くの貴族たちも招かれている。

　やっとレオンと話せると思ったマリアンヌだったが、あまりにも広い宮殿内でその姿を見失ってしまった。

　フィアーコの王宮の絢けん爛らんさは、マリアンヌが先ほどいた謁見の間やこのホールだけではない。

　ピエトーネから半日かけて馬車で到着した王宮の入口には見上げるほどの巨大な門がそびえ立ち、そこから中へ進むと人工の泉が点在する庭園が広がる。宮殿までの道のりには大小さまざまな彫刻が等間隔で配置され、整備された遊歩道は一枚の葉すら落ちていないかった。

　四階建ての宮殿は翼のように左右へと広がり、中央の建物はドーム型になっている。そうして馬車を下りて一歩中へ入った瞬間、マリアンヌ一行の口からは深いため息が漏れた。

　ロビーを照らすいくつものランプは一つひとつに芸術的な細工が施され、白く輝く大理石の華やかな内装は豪華絢爛という言葉がぴったりだった。

「セトギル王国より参りました国王のニコラスでございます」

「同じく大臣のアンラケレと申します」

　恰かっ幅ぷくの良いふたりの男がマリアンヌの前に現れ頭を下げる。

　セトギル王国はフィアーコに次ぐ大国のひとつで、近年では製塩業で大陸に名を馳せている。マリアンヌの争奪戦にも参加していた国だ。

「ピエトーネより参りました、マリアンヌと申します」

　ドレスの裾を引き上げ、膝を折った。

「噂に違わぬ、いやそれ以上にお麗しいお方でございますな」

「本当に。各国がこぞってぜひ王妃にと考えたのも無理はない」

　頬を紅潮させたふたりが口を揃える。

「恐縮でございます」

　彼女の元へ訪れる者たちは一様にみなそう言うが、大国に嫁ぐ王女に対する外交辞令のひとつだろうとマリアンヌは考えていた。

（みんな、お世辞が上手だわ）

　誰かと比較されることなく伸びやかに育てられた彼女は、自身の美貌にはまったく気づいていないのだ。

「ぜひともうちの王太子妃にと思っておりましたので、誠に残念でなりません。もしもレオン殿下とのお話が破談になりました際には、ぜひともセトギル王国へおいでくださいませ」

　なにやら含ませたようにふたりが笑う。

（それはどういうことなのかしら？）

　意味を取りかねたマリアンヌは、「……はぁ」という言葉しか返せなかった。だがしかし、ピエトーネの鉱山の権利を手に入れられなかった嫌味のひとつだろうとすぐに思い至る。

　それにしてもレオンはどこにいるのか。ホール内を再び見渡し、マリアンヌがため息を漏らす。あまりにも人が多く、探すことも困難だ。

（外の風にでもあたってこようかしら）

　次々に訪れる要人への対応で少し疲れたマリアンヌは、両親に「少しだけ休んできます」と告げ、ふたりから離れた。

　そして、バルコニーへ続くガラスの扉を開け放とうとしたときだった。「今回はどのくらいで破談になるでしょうね」という思いもよらぬ会話をしているふたりの伯爵の影があったものだから、マリアンヌは慌てて身をひそめて耳を澄ませる。

　セトギルの国王と大臣に続き、二度も〝破談〟という言葉を耳にしたため、いったいどういうことなのだろうと心臓が嫌な音を立てていく。

「なんせ今回のご婚約で三度目ですからね。マリアンヌ様もいつまで耐えられるか」

「そうですな。レオン殿下は政治や軍事に関する才覚はおありだが、どうもあの調子では……」

　マリアンヌはふたりの会話を聞いて愕がく然ぜんとした。

　婚約が三度目だとは知らなかった。『いつまで耐えられるか』と話しているところを察するに、〝あの調子〟というのは性格的なことを言っているのだろう。確かに謁見の間で会ったときに冷たい印象を持ったが、それ以外になにがあるというのか。

　ふたりがマリアンヌに気づき、「こ、これはマリアンヌ様、この度はおめでとうございます」と取ってつけたようにお祝いを述べる。焦っている様子が見え見えだった。

「……ありがとうございます」

　なんとかそう返すと、ふたりは逃げるようにそそくさとマリアンヌの前から立ち去っていった。

（婚約が私で三度目だなんて……）

　その後ろ姿を判然としないまま見送っていると、視界の隅にレオンの姿を捕らえる。侍従と連れ立ってホールの大階段を上っていくところだった。ドレスの裾を引き上げ、彼の元へと急ぐ。

「レオン様、お待ちくださいませ」

　マリアンヌの声に振り返ったレオンが一瞬目を眇すがめ、彼女をじっと見下ろす。その目はどこか憂いのあるものだった。

　マリアンヌがその眼差しにどぎまぎしながら「少しお話をしたいのですが……」と控えめに言うと、侍従は会釈をしてふたりから遠ざかった。

　階段を上り切ると、煌びやかな回廊へレオンがゆっくりと足を進め、マリアンヌがそのあとを追う。静かな空間にふたりの足音が響いた。

「あの、レオン様」

　いつまでも立ち止まらないレオンの背中に声を掛ける。するとようやくピタリと足を止め、レオンはマリアンヌへと振り返った。

　謁見の間で見たとき同様、マリアンヌはその美しい顔立ちに目を奪われる。コバルトブルーの瞳に今にも吸い込まれてしまいそうだった。

「王太子という立場上、国のために結婚はするが、私がマリアンヌを愛することはないだろう」

「えっ……」

　思いがけないレオンの突然のひと言に、マリアンヌの全身は凍りついてしまった。それはついさっきの噂うわさ話ばなしを裏づける、なによりの言葉だった。

　レオンはこれまでにも同じ言葉を婚約者へ投げかけ、それが原因で破談になってきたのか。頭の中が混乱に揺れる。

　レオンの強烈なひと言は、マリアンヌをそこから動けなくするのには十分すぎるほどだった。

　そしてレオンは冷たい目で彼女を一いち瞥べつすると、身を翻ひるがえしてマリアンヌの前から立ち去ってしまった。

（どういうこと……？　私を愛することは……ない？）

　決定的な決別の言葉に思えた。結婚はするが、愛さない。これほど寂しいことがあるだろうか。

　王族の結婚は国同士のつながりを強固にするためのものであり、なによりもそれぞれの発展に重きを置かれ、当人同士の気持ちが二の次になることは決して珍しいことではない。だがしかし、マリアンヌは会う前からレオンとの結婚を楽しみにし、フィアーコへやってきたのだ。

　レオンのひと言は、そのマリアンヌの淡い期待を打ち砕くものだった。

　途方もない寂しさに包まれるマリアンヌ。しかし、持ち前の明るさでなんとか持ちこたえる。

（きっと、ちょっと人見知りをされているだけ。何度となくお話ししていけば、レオン様も打ち解けてくださるはずだわ）

　マリアンヌは自身が明るく接していけばどうにかなると楽観的に考えることで、この窮地をなんとか脱しようとしていた。




　フィアーコの宮殿は大きく東西に分かれ、東の館は王族の居住区、西の館は大臣や侍従たちの部屋、そして公務を行う政務室が設けられている。

　晩餐会を抜け出してきたレオンは、東館にある自室に戻っていた。

　深紅を基調としたベッドには金銀の糸を使った豪華な錦織の装飾が施され、アルコーブと部屋との間には金箔の塗られた欄干が設けられている。背の高さ以上の大きな置時計は、有名な職人によって細工がなされた世界にひとつだけのものだ。

「殿下、なぜあのようなことを？」

　そう尋ねたのは、続いて部屋に入った侍従のマートだ。王宮に仕えるようになって半年になるが、二ヶ月ほど前に剣の腕前をレオンに見出され、ほかに類を見ない早さで側近となった経緯がある。癖のある栗色の髪は綿毛のようにふわふわとしており、丸い目をした親しみやすい穏やかな顔立ちだ。

「立ち聞きとは悪趣味だな」

「いえ、自分はそのようなことは決して！」

　レオンに諫いさめられ、マートが背筋をピンと伸ばす。

　レオンとマリアンヌから距離を置いていたものの、静かな通路とあっては囁き声さえ反響してしまうのだから、聞こえても無理はない。耳を澄ませて懸命に聞こうとしていたわけではないのだ。

　すぐに「冗談だ」とレオンに言われ、マートはふぅと長く息を吐く。

「しかしなぜですか？　マリアンヌ様のようなお美しい方を私は見たことがございません。それを愛さないなど……」

　そこまで言ってしまってからマートはレオンの冷ややかな視線に気づき、ハッと口元を押さえる。

「出すぎたことを申しました」

　そう言ってうなだれたマートを横目で見てから、レオンは窓へと歩み寄った。ホールの方からは、まだ賑やかな音楽が聞こえてくる。主役がひとり足りない晩餐会は、まだ続いていた。

　レオンはふと、マリアンヌのことを思い出す。

　翡翠色の瞳と同色のドレスを着た彼女の美しさに見入ったのは確かだ。マートの言うように、あれほど可憐な輝きを放つ女性はそうそういないだろう。鉱山を抜きにしても、列国がこぞって迎え入れたいと望んでいたのも今となってはうなずける。

　謁見の間で初めて会った彼女に目を奪われたのも事実。だがそれは、マリアンヌにどことなくクレアの面影があったせいだ。

　クレア――。それは幼い頃に許嫁いいなずけとして決められていた五つ年下の愛くるしい少女。レオンが二十歳になる年に結婚することが決まっていたが、ある事件により、彼女は若くして命を落としてしまったのだ。

　クレアもマリアンヌと同じように翡翠色の瞳をしていた。レオンを慕い、レオンもまた、まだあどけなさの残る少女であったクレアを愛しく思い、婚礼の日を待ちわびた。国王同士の決めた相手ではあったが、互いに気持ちを通わせていた。それが暗転したのは、忘れもしない七年前のこと。そのときのことを思い出し、レオンは胸に襲った痛みを押さえるように心臓に手をあてた。




　晩餐会のあと、マリアンヌはこれから住むことになる宮殿の一室へ案内されていた。

　大理石の床は幾き何か学がく模も様ようが描かれ、足で踏むことを躊躇ためらうほどに美しい。バラが描かれた豪華な壁紙は、ところどころに金箔が貼られているのか立つ位置を変えると異なる光が放たれる。天井は扇形をしており、大きな窓の外から広大な庭が見渡せた。天てん蓋がい付きベッドには手の込んだ刺繍の真っ白いレースが掛けられていて、並んでいる調度品はどれを見てもピエトーネより高級品に見えた。

（私、とんでもないところに嫁ぐみたいだわ）

　マリアンヌが口元に両手を当てその部屋に見入っていると、「コホン」という咳払いが背後から聞こえた。ピエトーネから同行してきたマリアンヌの侍女ベティだ。

　歳はマリアンヌよりも二十歳上の三十九歳。当初はピエトーネの王妃ヴァネッサ付きの侍女であったが、マリアンヌが生まれると同時に彼女の侍女として仕えている。

　栗色の髪をいつも後ろで緩く束ね、大きな目が印象的な顔立ちだ。今でも面影を残しているが、若い頃は相当美しかったことが窺うかがえる。品行方正でヴァネッサの信頼も厚い。

　ただマリアンヌにしてみると、もう少しくだけてもいいのにと思わなくもない。とにかくまじめなのだ。そして、ときに手厳しくもある。

「マリアンヌ様、あまり呆けて見ていてはだらしなくございます。大国フィアーコの王太子妃となられるのですから、もう少しお口元を引き締めたほうがよろしいかと存じます」

　ベティは姿勢を正し、胃の辺りで両手を美しく重ねてマリアンヌを諌めた。

「はい」

　マリアンヌは顎を引いて唇をキュッと閉じる。

　ピエトーネからただひとり侍女としてここにいてくれることになったベティだけが、今のところは頼みの綱。マリアンヌは、ひとまずは忠告を素直に聞き入れなければと思った。

「では早速でございますが、このお部屋のご案内をさせていただきたいと思います」

「え？　ベティはもう把握しているの？」

　マリアンヌが目を見開いて尋ねる。フィアーコに到着してから数時間しか経っていない。

「もちろんでございます。マリアンヌ様が陛下と謁見しているときに、ざっとではございますが、ここの侍女たちから説明をしていただきました」

「さすがはベティ！　仕事が早いのね」

　マリアンヌが感心すると、ベティは胸を張り誇らしそうに微笑んだ。ベティは褒め言葉に弱い。

「さぁ、こちらでございますよ」

　ベティが右手を前に向けながら、マリアンヌを案内する。

　部屋には三つの扉があった。そのうちのひとつの前に立ち、ベティがドアを開ける。すると中には、色とりどりのドレスが所狭しと掛けられていた。左端の棚には、靴が入った箱や帽子などが整理されている。衣裳部屋のようだ。

　マリアンヌが思わず「まぁ！」と黄色い声を上げる。

　どれも新たにあつらえたようで、キラキラと輝いてさえ見える。マリアンヌが今着ているものも、この日のためにピエトーネで一、二を争う裁縫の技術者が作ったものだが、それにも勝るとも劣らないドレスが掛けられている。色といい模様といい、どれをとっても素晴らしい。

「とても綺麗だわ！」

　両手を胸の前に組み、マリアンヌの表情がパッと花開いたように明るくなった。

「すべてマリアンヌ様のためにお作りしたものだそうです」

　ベティが得意そうに言う。

　レオンとの結婚が決まったときに、フィアーコからピエトーネへ仕立屋が派遣されたことをマリアンヌは思い出した。胸囲や胴囲はもちろんのこと、頭の形や足の大きさまで細かに採寸されたのだ。

「……それはレオン様が？」

　マリアンヌは思わずそう質問してしまった。彼が放った『マリアンヌを愛することはない』という辛しん辣らつなひと言は、会えることを指折り数え、会う前から心を躍らせていたマリアンヌにとってあまりにも悲しい言葉だった。だが、もしもレオンがドレスを自ら準備してくれたのなら、少しは希望が持てるのではないかと思ったのだ。

「いいえ、国王陛下がご準備なさったと……」

　そこまでベティが言ったところで、マリアンヌの顔が曇る。

　やはりレオンが用意してくれたわけではなかった。

　マリアンヌのささやかな期待が打ち砕かれる。

「マリアンヌ様、間違えました。レオン殿下がご用意されたと伺っております」

　ベティが即座に訂正する。だがそれはマリアンヌの気持ちを察したベティの心遣いだろう。ベティは嘘を吐つくときに鼻の穴が膨らむ癖があるのだ。今もみごとに大きく膨らんだ。

「いいの、大丈夫よ。気にしないで、ベティ。ちょっと聞いてみたかっただけだから」

　沈んだ気持ちを隠すように明るく振る舞う。結婚を前にして暗い気持ちにはなりたくない。

「ところで」

　ベティは雲行きの悪くなった空気を変えようと、笑みを浮かべて話しだす。

「本物のレオン殿下はいかがでございましたか？　侍女たちの話によりますと、それはもう見目麗しいということでございましたが……」

　ベティは期待に満ちた目でマリアンヌの返事を待つ。

　マリアンヌは、今しがた会ったばかりのレオンを思い返して顔を赤らめた。

「まぁ、マリアンヌ様ったら。頬を赤く染めるほどだとは」

「……だってね、想像以上だったの」

　あれほど美しい男性を見たのは初めてだ。

　それだけではない。マリアンヌが怯むくらいに堂々とした立ち姿は、次期王として相応ふさわしいものだった。思い出しただけで胸が高鳴り、目をキラキラと輝かせてしまう。

「それはそれは……。私も殿下にお会いするのが楽しみでございますわ」

　ベティはゆっくりとうなずいた。

「それで、殿下とはどのようなお話を？」

　ベティのその質問にマリアンヌが黙り込む。

「どうされたんですか？」

　ベティが心配そうにマリアンヌの顔を覗き込む。

「あ、ううん。今日は国王陛下もいらっしゃったし、緊張してほとんど話せなかったわ」

　レオンに言われた言葉をそのままベティに伝えてしまっては、彼女の不安を煽あおるだけ。ピエトーネからただひとりマリアンヌの元に残ってくれることになっているベティに、余計な心配を掛けたくなかった。

　噂話はあくまでも噂話。信じる必要はないし、レオンが言っていたことも、人見知りの度がすぎただけだろう。マリアンヌは再び自分にそう言い聞かせた。

（絶対に大丈夫よ）

　ピエトーネにいた頃、心を閉ざした孤児たちに触れ合う機会があったが、諦めることなく接し続け、マリアンヌの誠実な明るさと元気の良さで心を取り戻した子供がいたことも彼女の自信となっている。

「そうでございますよね。しかも見目麗しいお方となれば、いつもは快活なマリアンヌ様が借りてきた猫のようにおとなしくなられても仕方のないことにございます」

「それはどういう意味？」

　マリアンヌはベティを軽く睨にらみ、唇を尖とがらせた。

「どういうもなにも、そのままの意味でございますが？」

　ベティがあっけらかんと言う。意地悪く言っているつもりは彼女にはないのだ。

　それがわかっているから、マリアンヌもそれ以上は問いただせない。

「それで、次はどこを案内してくれるの？」

　気持ちを切り替えてベティを促した。

　ベティもそれでハッとしたようにして、「こちらでございます」と隣のドアを開ける。するとそこは湯浴み場らしく、大理石でできた立派な浴槽が見えた。大人ふたりが楽に入れる大きさだ。

　その隣のドアは応接室。革張りの立派なソファセットが真ん中にあった。マホガニーのテーブルには、美しい装飾が施されている。丁寧に磨き上げられ、黄金色に光っていた。

　とにかく目に入るものすべてが想像以上に豪華で、マリアンヌの口から出るのはため息ばかりだ。

　ひと通り案内を済ませると、ベティはワゴンのうえでお茶の準備を始めた。エメラルドグリーンが美しいティーセットにも金彩がふんだんに使われており、見るからに高級そうだ。

　マリアンヌは窓辺にある三人掛けのソファへ腰を下ろし、振り返って窓の外を眺める。半月が昇り、庭園に銀色の光を伸ばしていた。昼間は当然ながら、夜であっても庭園の美しさが変わることはない。それどころか、月明かりで艶めいた景色となっている。

　ベティの説明によると、宮殿の総部屋数はざっと八百。ピエトーネの五倍以上だ。マリアンヌの部屋として与えられたのは、東館の三階の一角。レオンも同じ階に部屋があるという。

「マリアンヌ様、どうぞ」

　ベティがマリアンヌへティーカップを手渡すと、甘く高貴な香りが鼻をくすぐる。カップには花びらが何枚か浮かんでいた。

「これはなんの花？」

「バラでございます。ピエトーネよりお持ちしたマリアンヌ様お気に入りの紅茶に、イングリッシュローズの花びらを浮かべてみました」

「まぁ、イングリッシュローズ？」

　マリアンヌの顔がパッと華やいだことに気をよくしたベティは、少し得意そうに「この王宮の庭園で栽培しているそうです」と言った。

「庭にバラ園があるの？」

　そういえば、馬車を降りたときに華やかな香りが鼻をかすめた記憶がある。あれはバラだったのか。

「はい。レオン殿下がたいそう手をかけてお育てになっているとか」

「……レオン様が？」

　マリアンヌは意外に思ってしまった。マリアンヌの母であるヴァネッサもピエトーネの王宮でさまざまな花を育てているが、彼女は慈愛に満ちており、いかにも花を大切にしている素振りが見え隠れしている。よもや冷ややかな態度を見せるレオンが、花を愛でるようには思えなかったのだ。

　ベティが「さようでございます」と答える。

　そうなると、今日のレオンの態度はやはりどこか調子が悪かったせいなのかもしれない。マリアンヌは、自分の考察をさらに深めた。

（レオン様はいつもはきっとお優しいんだわ。花を愛する人が冷たいはずがないもの。明日、また改めてご挨拶しよう）

　そんなことを思いながら、ベティが淹れてくれた紅茶に口をつける。

「おいしい」

「お気に召していただけたようでよかったです」

　ベティは嬉しそうに笑った。

　バラ特有のかぐわしい香りが鼻から抜けていく。まだどんな人物なのか掴めないというのに、レオンが丹精込めて育てたバラだと思うと、マリアンヌは余計に心が温かくなるのだった。




　翌朝、朝食の席にレオンの姿はなかった。

　アンニバーレとヴァネッサはフィアーコの国王夫妻と四人で、貴族たちと謁見をしながら食事をとっているため、レオンとふたりきりかと思っていたマリアンヌは肩透かしを食わされたような気分だった。

　両親は食事のあと、自国ピエトーネへ戻ることになっている。次に会うのは二ヶ月後の婚礼の儀が行われるときだ。

　テーブルにはマリアンヌの料理だけが用意されていて、レオンは最初からこの場へ来る予定はなかったとみえる。

（残念だわ。バラ園のことを聞いてみたかったのに……）

　マリアンヌは寂しげにテーブルへ着いた。

「レオン様はいつもどちらでお食事を召し上がっていらっしゃるの？」

　給仕の者にマリアンヌが尋ねると、「レオン殿下の自室でございます」との答えが返る。

「いつもおひとりで？」

「さようでございます」

　自国のピエトーネでは家族で食事をすることが常だった。父や兄が公務で外すことはもちろんあったが、〝家族は食事を共にすべき〟という父の教えに従い、特別な用事のないときは全員が顔を揃えていたものだ。

　自身と比べ、家族との関係が希薄に思えるレオンをマリアンヌは不ふ憫びんに思ってしまった。

（これからは一緒にお食事をしたいと、あとでレオン様に伝えてみようかしら）

　マリアンヌは今後のことをあれこれと考えながら、黙々と朝食を食べ終えた。




「マリアンヌ、くれぐれも身体には気をつけるのですよ」

　宮殿の前に停められた銀色の馬車の前で、マリアンヌは両親としばしの別れを惜しんでいた。

「お父様もお母様も、どうかお身体を大切に」

「マリアンヌ……」

　名前を呼んだまま、ヴァネッサがそこで言葉を止める。なにか言いたいが躊躇ためらっているようにも見えた。

「……お母様？」

　不審に思いつつマリアンヌが首を傾げる。

「……いえ、頑張るのですよ。私たちの心はいつもマリアンヌの側にありますからね」

　ヴァネッサは気を取り直したように笑顔を浮かべ、マリアンヌの手をギュッと握る。その顔が泣き笑いになっていることに、ヴァネッサ自身は気づいていなかった。

　それぞれと長く抱ほう擁ようをし、マリアンヌは馬車が見えなくなるまでその場から離れなかった。その姿がいよいよ視界から消えると、急に心細さが忍び寄る。それを悟ったベティは「私がマリアンヌ様のお側におりますから。どうか悲しいお顔はなさらないでください」と、心強い言葉をくれた。

　マリアンヌはそれが嬉しく、ベティの手を握り「よろしくね」と笑顔を繕つくろう。

「マリアンヌ様、お庭をお散歩しませんか？」

　ベティの誘いにマリアンヌがパッと顔を輝かせる。実は昨日、馬車でやってくる途中に見えた素晴らしい庭園がとても気になっていたのだ。レオンのバラ園も覗いてみたい。

「そうね、ぜひ行きたいわ」

　マリアンヌはふたつ返事だった。

「実は今朝早くに、レオン殿下の侍従のマートという者にお会いしまして、バラ園のことを尋ねましたところ、ぜひマリアンヌ様をご案内したいという申し出があったのでございます」

　それはとても心強い。レオンの話を聞くことができるかもしれないと、マリアンヌは心が弾んだ。

「すぐに呼んで参ります」と身を翻したベティは、ほどなくしてマートを伴って戻ってきた。それは昨夜、レオンとふたりきりになったときに側に仕えていた者だった。

「マート・コレットと申します。昨夜はご挨拶もせずに失礼いたしました。今朝方、ベティ殿とお話をする機会がございまして、マリアンヌ様がバラ園をご覧になりたいと伺い、私がご案内したく馳せ参じました」

「マリアンヌです。お忙しいところ私のワガママにお付き合いくださるとのこと、ありがとうございます」

　ドレスをつまむと、かわいらしくちょこんと膝を折り曲げる。

　マートはマリアンヌを見て、ボーッと呆けたように突っ立っていた。

「あの……？」

　いつまでも恍こう惚こつとしているマートに、マリアンヌが小首を傾げる。

「これは申し訳ありません！」

　マートが背筋をピンと伸ばし、両手を脇に揃える。

「マリアンヌ様が、噂以上のお方だったものですから」

「……噂、ですか？」

　いったいどんな噂だったのだろうかとマリアンヌは不安になった。

　小国のピエトーネから来たのでは、大国フィアーコに相応しくないというものか。それとも、華麗なる王太子レオンに釣り合わない容姿ということか。

「いえ、そのですね……」

　マートはどうしたものかと、自分の頬を掻く。

「あの、なにかよくない噂でしょうか？」

　あまりにもマートが言いにくそうにしていることが、マリアンヌの不安を余計に煽った。現段階でレオンに受け入れてもらえていない現実も、マリアンヌから自信を失わせる。

　ところがマートは必死に首を横に振った。

「とんでもないことにございます！　その逆でございます」

「逆？」

「とても愛くるしく、お美しいお方だと」

　突然の褒め言葉にマリアンヌはポカンとしてしまった。

　両親や兄から『かわいい』と言われたことはある。だがそれは身内の欲目だろう。それを証拠に王宮に仕えている者からは、そのような言葉を掛けられたことはないし、ベティだって同じだ。『王女は王女らしく』と厳しく言われることはあっても、容姿に関して褒められた記憶はなかった。

　昨夜の晩餐会でもそうだったが、みなお世辞がすぎる。

「お気遣い、ありがとうございます」

　そう言ってマリアンヌが目線を下げると、マートは「あ、いえ、気遣いとかではなく……」と困ったように狼ろう狽ばいした。

「では、マート殿、そろそろ参りましょうか」

　ふたりのやり取りを側で見ていたベティが促すと、マートは「マリアンヌ様、こちらでございます」と、おずおずと足を踏み出した。

　馬車から見たときにも感じていたが、これだけ広大な敷地なのに塵ちりひとつ葉っぱひとつ落ちていない。風が吹けば葉っぱの一枚や二枚舞って当然だというのに。マリアンヌは、そこかしこに庭掃除の達人がひそんでいるのではないかと半ば本気で思ってしまった。

　まず案内されたのが、王宮の中で一番大きいとされる噴水だった。全体的に白い噴水は宮殿と色合いが同じで、調和の美を感じさせる。透き通った水に手を入れると冷たさが心地良い。

「それにしても、ここは本当に美しい王宮ですね」

「ありがとうございます。ですが、ピエトーネも緑豊かなとても美しい国だと伺っております」

　マートの言うとおり、ピエトーネは自然に溢れたとても美しい国だ。しかし、王宮の立派さはフィアーコには到底敵かなわない。王宮の大きさから施されている装飾の数々、手入れの行き届いたみごとな庭園と、なにからなにまで規模が違う。

　ベティもマリアンヌ同様にさっきからため息の連続だった。

　マリアンヌは、生まれてこのかたピエトーネから一歩も出たことがなく、ピエトーネが彼女の世界のすべてだった。両親からの愛情を一身に受け、とても大事に育てられてきた。

　とはいえ、なにもできない温室育ちの姫ではない。

　領民と良好な関係を築いているピエトーネでは、頻繁に馬車に乗って街に出掛け、自発的に民との交流をはかってきた。ときにパンを一緒に焼いたり、田畑で農作物の収穫を手伝ったり。それは、国王であるアンニバーレと王妃ヴァネッサがそうしているのを見てきたからこそだった。

　壁を作ることなく接する王族に領民たちも親近感を持っており、マリアンヌがフィアーコへ嫁ぐことが決まったときには、喪にでも服してしまったかのように街がひっそりとしてしまったほど。それでもいざ国を出発するときには、領民総出で華やかに送り出してくれたが、それだけ愛されている王女だった。

　そのときのことを思い出し、マリアンヌは目頭が熱くなる。

「国のことを思い出されてしまいましたか？」

「マリアンヌ様？　どうかされましたか？」

　うつむいたマリアンヌにベティとマートが心配そうに尋ねる。

「いいえ、大丈夫です」

　レオンの側に仕えているマートに、弱虫の王女だと思われたくはないと、マリアンヌは笑顔を浮かべて首を横に振った。

「レオン様のバラ園はどちらですか？」

　こぼれ落ちそうになった涙はすんでのところで引っ込める。

（心細くなっている場合じゃないわ。私は、ここフィアーコへ嫁ぐのよ。レオン様と幸せになるために）

　マートも笑みを浮かべながら「こちらでございます」とマリアンヌを先導した。

　歩みを進めるごとにバラの香りが強まっていく。バラ園はもうすぐのようだ。マリアンヌは、心を躍らせながら足を進めた。

　しばらくすると、マートが「着きました」と手を掲げる。

　入口と思われる鉄製のアーチには薄紅色のノアゼットが巻きつき、美しいアーケードを作っている。そこをくぐるとセンティフォーリア、ダマスク、ブルボンローズ、チャイナと、色とりどりのバラが咲いていた。

「わぁ、すごい」

　マリアンヌは思わず幼い少女のように声を上げた。

　ピエトーネでもバラは今が咲き頃だった。それはここフィアーコも同様らしい。息を吸うと、甘い香りで胸が満たされる。それだけで幸せな気分だ。

　そうして何度となく深呼吸を繰り返していると、ふと足音が近づいてくる気配がした。そちらへ振り返ったマリアンヌは、姿を現した人物に鼓動が弾む。レオンだったのだ。

「レオン様！　こ、こんにちは」

　ドレスをつまみ、膝を折る。

　レオンは昨夜同様にマリアンヌをどこか冷めた目で見つめ、「どうしてここに？」と冷ややかな口調で言葉を放った。『愛することはない』と宣言されたことを思い出し、マリアンヌはそこでぐっと言葉に詰まってしまった。

「申し訳ございません。私がこちらへご案内いたしました」

　マートがすかさずレオンの前に跪ひざまずき、頭こうべを垂れる。

　彼が代わりに口を開くと、レオンは訝いぶかるような目をしてマートを見た。

「おぬしが？　なぜだ」

「案内してほしいとお願いしたのは私なのです！　お気に障ったのでしたら申し訳ございません！」

　マートが叱責されてはかわいそう。マリアンヌは動転する気持ちを立て直し、レオンにそう申し出た。

　レオンはもう一度マリアンヌへ視線を戻し、じっと彼女を見つめる。コバルトブルーの瞳が冷ややかに揺れていた。

「……あの、もしよろしかったら、こちらを案内していただけないでしょうか？　ピエトーネでも母がたくさんの花を育てておりまして、とても懐かしく思いました」

　怯んでしまいそうになりながら、マリアンヌはこらえて踏ん張る。人見知りのためにこういう態度を取るのならば、何度となく接していくしかないのだ。

　ところがレオンの口からは、慈悲のない言葉が投げられる。

「見たければ、好きにするがいい」

　レオンは冷たく言い置くと、マリアンヌに背中を向けた。

（……え？　好きに……？　ご一緒してくださらないの？）

　寂しさで胸がいっぱいになる。

「あ、あの！」

　思わず彼を呼び止めると、レオンはその場で足を止めた。

「レオン様は私のことがお嫌いなのでしょうか……？」

　単なる人見知りでは済まされない拒絶反応をレオンから感じたのだ。

　そもそも人見知りなのかもしれないというのは、マリアンヌの希望的観測でしかない。レオンとの結婚を夢に見て、会えるのを楽しみにしていたから、その相手であるレオンに拒絶されているとは考えたくなかった。

　レオンがゆっくりと振り返る。なにを思っているのか、その瞳が揺れた。

「結婚は国の利益を守るためのもの。好きも嫌いもない」

　どうでもいいと言われたようだった。

　マリアンヌの心が沈み込む。やはり歓迎されていないのかもしれない。そう思うと、ひどく心細かった。

　レオンの姿が視界から消えると、マリアンヌは大きく息を放った。いつの間にか全身に力が入っていたようだ。

　マートがマリアンヌに一礼し、レオンのあとを追っていくと、ベティが呆けたように言った。

「マリアンヌ様、今のお方がレオン殿下なのでございますよね……？」

　信じたくないといったニュアンスを言葉の端々から感じる。ベティはレオンの態度に衝撃を受けたようだった。

「そうよ。とても凛り々りしくて美しいでしょ？」

　恐れおののいているベティを元気づけようと、マリアンヌは悲しさを隠して明るく笑う。

「……ええ、お姿はとても。ですが――」

「少し人見知りをされる方みたいね」

　ベティの言葉を遮る。

　彼女の言いたいことはわかっていた。多分、冷たすぎやしないかと言いたいのだろう。しかし、ベティの口からそれを聞きたくなかった。ほかの人からも冷たく見えるのだという決定打は欲しくなかったから。

「さようでございますか。そういったお方がいてもおかしくはないですからね。人見知りということならば、徐々に打ち解けてくださいますよ」

　ベティの言葉にマリアンヌは少なからず元気づけられた。少しずつ近づいていこう。

「そうよね」

　マリアンヌは心密かに誓うのだった。




「殿下！　お待ちくださいませ！」

　バラ園から足早に立ち去ろうとしていたレオンの背中にマートの声が掛かる。

　それに構わずレオンが歩を進めていると、マートはその前へ回り込んで腰を九十度に折り曲げた。仕方なしにレオンが足を止める。

「勝手な真似をして申し訳ございませんでした！」

「……構わぬ」

　そう言ったレオンの目は戸惑いに揺れていた。

　マリアンヌのあの瞳に見つめられると、どういうわけか胸が騒ぐのだ。真っすぐ注がれる視線は、こちらの意思に関係なく心の奥深くを刺激する。クレアではない女性に心を動かされることなど、あるはずがないのに。

　出会ったばかりのマリアンヌの顔を思い出すたびに、なぜか心が惑った。

（……いったいどうしたというのだ。どことなくクレアに似ているというだけで、なにがこんなにも私を当惑させるというのか）

　自身の心が理解できない苛立ちのようなものを抱えながら、レオンは政務室へと向かった。

　その政務室は西館の四階にあり、白塗りの壁や天井には蔦のモチーフの金色の装飾が施され、天使が描かれたタペストリーが飾られている。床から天井までの大きな書棚には、フィアーコの歩みやさまざまな資料が収められていた。その前に置かれたやや深みのあるチーク材の執務机は、とても上品で落ち着きがある。

　レオンは机に置かれた木箱から書類を取っては次々に目を通していく。それはまるで、心の迷いを振り払っているようにも見えた。




　マリアンヌの心とは裏腹に、それからもレオンのマリアンヌに対する態度は代わり映えのないものだった。宮廷内で偶然顔を合わせてマリアンヌが愛くるしい笑顔を向けても、感情の感じられない眼差しが向けられるだけ。勇気を振り絞って声を掛けてみるが、レオンは足早に去ってしまう。

　レオンの目にはマリアンヌの姿が映っていないのではないかと思えるほどだった。

　そのたびに『マリアンヌを愛するつもりはない』と言っていたレオンの言葉がよぎる。つまりマリアンヌと一切心を通わせるつもりはないということ。それをまざまざと見せつけられ、マリアンヌは立ち去るレオンの後ろ姿を悲しい目で見つめるばかり。

　こうした中でレオンは、ピエトーネの鉱山への視察や、諸国への来訪のために数日に亘って不在にすることも多く、マリアンヌはよりいっそう寂しさを覚えるのだった。




　そんなある夜のこと。

　ベティが自室へ去り、マリアンヌはなんとはなしに窓の外へ目を向けた。見上げた空には満ちるまであともう少しの月が、静かな光をたたえている。すると一瞬、マリアンヌの視界の隅でなにかがきらりと光った。

（なにかしら……？）

　それを追って目線を下げていくと、「ヒュン！」と空を切る音も聞こえてくる。柔らかい月光の中、マリアンヌが目を凝らすと、視線の先には三人の人影があった。

（……レオン様だわ。お戻りになったのね）

　そのうちのひとりがレオンだったのだ。

　剣術の訓練なのか、剣先が激しくぶつかり合う音が空高く響く。しかもなんと、レオンひとりでふたりを同時に相手しているのだ。

　相手のふたりが右と左から一度に攻め入ったものだから、マリアンヌは思わず「危ない！」と小さく声を漏らした。ところが、レオンは眉ひとつ動かすことなく、極めて冷静にふたりの剣を弾く。

　そしていったん相手から離れ、隙を突いて再び間合いを詰める。あまりにも俊敏な動きに、剣術に詳しくないマリアンヌでも目を見張ってしまう。

　ピエトーネでもこういった訓練を見学することは多々あったが、レオンの剣さばきほど華麗なものは見たことがない。

　月明かりだけが頼りなのに、マリアンヌが怯むほどにレオンが真剣な顔をしているのが見えた。それはおそらく、近くにある噴水のせいだろう。月光が噴水の白い台座に反射し、視界を良好にしていた。

　レオンの涼しげな目元は、鋭い剣にも負けない凛りんとした色をにじませている。

　マリアンヌはまばたきも忘れて、その光景を見つめていた。

　しばらくそうしていると自然と部屋の外へと足が向く。もっと近くで見たいと思ったのだ。

　冷たい回廊を足早に進み、宮殿の外へと出る。するとマリアンヌに気づいた相手のふたりは、恐縮したようにレオンとマリアンヌを見るとそれぞれに一礼し、その場を去ってしまった。

「レオン様……申し訳ありません。お邪魔するつもりはなかったのですが……」

　マリアンヌはただ側で見たかっただけなのだ。

　レオンは剣を鞘さやに収め、「なにをしにきた」と平坦な声で言った。

　マリアンヌは、もう一度『すみませんでした』と謝って逃げ出したい気持ちになったが、そこはめげなかった。いつもは言葉も掛けてくれないレオンが、内容はどうであれ声を掛けてくれたのだから。背を向けたい思いよりも嬉しさが勝る。

「窓の外を見ておりましたら、レオン様のお姿があったので参りました」

　マリアンヌは精一杯の笑顔を浮かべるが、レオンはその笑顔からサッと視線を外す。まるで興味がないといった様子が見て取れ、マリアンヌの胸はキュッと痛んだ。

「もう遅いから、部屋へ戻るがいい」

　レオンが足を踏み出し、マリアンヌの横を通りすぎる。

（……レオン様、待って！）

　心の中で叫ぶものの、声にならない。

　だが、ここでレオンを行かせてしまったら、ふたりの関係に発展は望めない。マリアンヌは小さく息を吸い、意を決した。

「レ、レオン様、明日の夜、お食事をご一緒していただけないでしょうか？」

　いつまでもビクビクしているわけにはいかない。マリアンヌが努めて明るく伺いを立てる。

　ところがそれに感化されることなく、レオンは淡々と言い放った。

「食事はひとりで済ませる主義だ」

　それは、マリアンヌの放った明るい空気をすべて払ふっ拭しょくしてしまうかのようだった。

「ですが、食事はひとりで食べるよりふたり、ふたりより三人だと思います。私の父もそのように申しておりました」

　諦めの悪い女だと思ったか、レオンは片方の眉をピクリと動かした。

　冷ややかに注がれる視線に萎い縮しゅくしながらも、マリアンヌは懸命にこらえる。息をひそめ、レオンの出方をひたすら待った。

　長い長い時間だった。しばらくマリアンヌを刺すように見つめたあと、レオンが小さく息を吐く。

「……好きにするがいい」

　マリアンヌに背を向け、肩越しに言った。さすがのレオンもマリアンヌの粘り強さに観念したようだ。

「それは、ご一緒してもいいということでございますか？」

　つい嬉しくなり、マリアンヌが声を弾ませる。

「好きにするがいいと言ったはずだ」

　レオンはもう一度同じ言葉を繰り返した。

　言い方にも表情にも優しさは感じられなかったが、晩餐を共にしてくれるという約束だけで十分。フィアーコへ来てからの食卓はマリアンヌひとりが常だっただけに、嬉しさが溢れる。

　侍女たちが壁際に控える中での静かな食卓は、いつも賑やかだったピエトーネのそれとは大違い。やはり食事の時間は厳かな雰囲気よりも和やかで楽しいほうがいい。

「ありがとうございます！」

　マリアンヌは喜びいっぱいの声を上げた。

「部屋まで送ろう」

　それはレオンの唐突な申し出だった。そんなことを言ってもらえると露ほども思っていなかったマリアンヌは、すぐに言葉を返せない。

「送ると言っているのだ」

「あっ……ありがとうございます！」

　あくまで事務的なレオンだったが、この場で別れるものだとばかり思っていたマリアンヌは嬉しさを隠しきれない。思わずステップを踏むように足を数歩後退させる。ところがその拍子に足がもつれ、身体が大きく傾いた。

（キャッ！）

　もがくように出したマリアンヌの手が宙を掻いたそのとき――。

　引き上げられるように手が掴まれ、その次の瞬間にはレオンに腰を強く抱き寄せられた。細身だとばかり思っていたレオンの胸板の厚さに、マリアンヌは頬がカッと熱くなる。

　彼のとっさの機転により転がりそうになったことは免れ、体勢も整ったというのに、レオンの腕はなぜかそのまま離れない。おかげで動き始めた彼女の鼓動は速まるいっぽう。

　初めて間近で絡み合った視線に、マリアンヌの息は止まりそうだ。

　レオンはコバルトブルーの瞳を月の淡い光の下に揺らしながら、「クレア……」と不意につぶやいた。

「……え？」

　マリアンヌが聞き返すと、レオンはハッとしたように彼女を引き離し、「……いや、気をつけたほうがいい」と低く囁く。

（今、〝クレア〟って言ったのではないかしら……？　誰かの名前？）

　不可解に思う一方で、マリアンヌは「はい」と答えるだけで精一杯だった。レオンに抱き締められた感覚の残った身体が、火照って熱い。

「行くぞ」

　足早に先を歩くレオンをマリアンヌが追いかける。ふたりの予期せぬ時間は、マリアンヌの心をあたたかくしながらもざわつかせていた。










近づく距離




「どれがいいかしら」

　湯浴みを済ませたマリアンヌがドレスを胸に当て、ベティに首を傾げる。衣裳部屋から持ち出してきたドレスは、これで十着目だ。どのドレスも美しいがゆえに迷ってしまう。

「マリアンヌ様は色白ですから、そのお色はお肌がよく映えるかと存じます」

　そう言うベティの隣で大きくうなずくのは、手伝いにきてくれた侍女のパトリシアだ。美しい黒髪が印象的な彼女は、マリアンヌよりひとつ年下の十八歳。うっすらと赤く染まった頬は、色白で可憐な顔立ちをより愛らしく見せていた。

　オフショルダーの薄いブルーのドレスは派手なデザインではないが、繊細なレースがとても美しい。デコルテを出すことで華奢な印象を与えられそうだ。バッスルを着ければメリハリも出せるだろう。

　ふたりの勧めもあり、マリアンヌはそのドレスに決定した。

（レオン様も喜んでくれるかしら……）

　冷たい表情に笑みが浮かぶことを願いつつも、ベティが締め上げるコルセットの苦しさに声を漏らしそうになる。

「このくらいでいかがでしょうか？」

「……ええ、大丈夫よ」

　いつもより少しきつい感じは否めないが、それもレオンに美しいと思ってもらうためだ。ベティもつい熱が入る。

「マリアンヌ様、私は晩餐の準備の確認に行ってまいります。なにか粗相があっては大変ですので」

　パトリシアがそう言いながらドアへ向かう。レオンとマリアンヌが初めてふたりで食事をとるということで、パトリシアも気合いが入っていた。それはこれまで、レオンにつれない素振りをされているマリアンヌを彼女もたびたび目にしてきたからにほかならない。レオンに健気に接するマリアンヌを応援したい気持ちが大きいのだ。

「ありがとう。お願いね」

　パトリシアが部屋を出ていったのを見計らい、ベティが「マリアンヌ様」と声をひそめる。

「大変申し上げにくいことですが、レオン殿下のことでご報告があるのです」

「……レオン様のこと？」

　いったいどんな報告だというのか。ベティが困ったように唇を噛むものだから、マリアンヌも身構えてしまう。

「レオン殿下は……、お笑いにならないそうでございます」

「笑わない？」

　マリアンヌが驚いたように聞き返す。

　冷たい表情を向けるのは自分に対してだけだとマリアンヌは思っていた。それに笑わない人がいるのかと意外でもあった。

　するとベティは顎を軽く引いて目を泳がせる。

「これはマリアンヌ様に言ってもよろしいのかどうか……」

　ベティはどう説明しようか悩んでいるようだった。

「なあに？　私は大丈夫。なにを聞いても驚かないから教えてちょうだい」

　マリアンヌは不安もあったが、レオンのことを知りたいという気持ちが大きかった。真剣な表情で請われ、ベティは遠慮がちに目を合わせる。

「……レオン殿下は、フィアーコで〝氷の王太子〟と呼ばれておいでだそうです」

「氷の王太子？」

　マリアンヌはオウム返しをして顔をしかめた。

（氷だなんて……。少し言いすぎじゃないかしら）

「ええ。話を聞いた侍女、みなが口を揃えてそう申しておりました。類まれなる容姿だからこそ、余計に冷たい印象を与えているとも」

　確かに、あの美しさには人を怯ませる凄みがある。冷ややかな眼差しを思い出しただけで、マリアンヌは背筋がピンと伸びてしまう。現に今も、頭のてっぺんを糸で引っ張られたように姿勢が良くなってしまった。

「でもレオン様は、いったいどうして笑わないのかしら……」

　マリアンヌは顎に人差し指を添え、ひとり言のようにつぶやいた。

　生まれてから一度も笑ったことのない人は、この世にきっといないだろう。それならば、笑わなくなったきっかけがあるに違いない。

「ねぇ、ベティ、レオン様がいつから笑わなくなったのか知ってる？」

　ベティの目に躊躇いの色がにじむ。言うべきか言わざるべきか、迷っているようだ。

「知っているのなら教えて」

　マリアンヌは食い下がった。笑わないということだけで、もう十分驚いた。それ以上の話はないだろう。

　そう言われたベティは、覚悟を決めたように顎を引いて目線を上げる。

「レオン様には幼い頃、国王陛下のお決めになった許嫁のお方がいらっしゃったそうです」

「……許嫁の方が？」

　ベティが言い淀んだのは、マリアンヌ以外にそういった相手がいたからだ。

「その方はどうされたの？」

「お亡くなりになられたそうです」

「亡くなった……？」

　マリアンヌは口元を手で押さえた。

　まさかそうくるとは思わなかった。国の事情が絡み、結婚がなくなったのだろうと想像したからだ。

　ベティが言うことには、その許嫁は隣国のタカマッサの王女だったそうだ。タカマッサはフィアーコによって統一され、現在、その領土はフィアーコの一部となっている。

　七年前の当時、友好関係にあったタカマッサとフィアーコは王家同士の関係も密で、レオンは五歳年下の幼い王女のことを妹のようにかわいがっていた。その王女もレオンを慕い、レオンが二十歳を迎える年に婚礼の儀を執り行うことになっていたらしい。

　ところが、国王一家が馬車を走らせている最中に盗賊に襲われ、不幸にも三人とも命を落としてしまった。

　レオンが笑わなくなったのはそれが原因なのかもしれないと、ベティはここに古くからいる侍女から聞いたという。

　マリアンヌは胸が痛かった。そんなに悲しい過去があるとは思いもしなかったのだ。大切な人を亡くした経験はマリアンヌにはないが、その心中は察するにあまりある。

「それで、レオン様はお心を閉ざされてしまったのね……」

　独り言のようにつぶやくと、ベティも沈痛そうな面持ちになった。

　レオンには今も忘れられないほど大切な人がいるのだ。そして、その女性はすでにこの世にはいない。もはやマリアンヌには、永遠に太刀打ちできない相手だ。

　レオンがマリアンヌだけを見てくれることは永遠にないのかもしれない。

　マリアンヌの胸に締めつけられるような痛みが走る。

「過去に何度も縁談があったそうですが、そのせいでどの姫も国に戻ってしまったとのことです」

　それでは、二度の婚約破棄という噂話は本当のことだったのだ。おそらくマリアンヌと同じように『愛することはない』と言われたのかもしれない。

　ベティの話を聞いて、マリアンヌはふと思い出したことがあった。レオンの剣術を見にいった夜のことだ。転びそうになったマリアンヌを抱きかかえ、レオンは『クレア』とつぶやいたのだ。

（……もしかしたら、〝クレア〟とはその女性の名前ではないかしら。私とどこか似たところがある女性だったのかもしれない……）

　予想を超えたレオンの身の上話は、マリアンヌを動揺させていた。そこまで大切に想ってもらえるクレアへの羨望と、レオンに対する同情、そして何年経っても色いろ褪あせない想いへの共感。

　どうにも説明のつかない感情が胸の奥からせり上がり、マリアンヌの頬を濡らす。

　マリアンヌに彼女の面影を見て、レオンが胸を痛めているかもしれないと考えると、辛い。

「マリアンヌ様!?　大丈夫でございますか!?」

　マリアンヌの涙を見たベティが取り乱して彼女にすがりつく。ベティは懐からハンカチを取り出し、それをマリアンヌの頬へと当てた。

「……ええ、ええ。大丈夫よ、ごめんなさい」

「マリアンヌ様はこれからどうされますか？　ピエトーネのアンニバーレ国王陛下にこのことをお話しされれば、お戻りになることも可能かと存じますが……」

　ベティが先回りして算段する。

「戻るって、ピエトーネへ？」

「さようでございます」

　涙を拭ったマリアンヌは即座に首を横に振った。

「レオン様のお話を聞いた以上、このままおひとりにすることはできないわ」

　そんなに辛い事情があるのなら、なおさら。

　フィアーコとの縁談を聞かされた当初は国のための結婚だと考えていたが、今のマリアンヌはそうではない。自分がレオンの支えになりたいと考え始めている。

「ですが、レオン殿下のお心には、その、別の方が……」

　ベティが口を濁す。

「わかってる。そうだとしても、私がレオン様を側で支えたいの」

　レオンに対する確固たる覚悟が、マリアンヌの中で大きくなる。

　自分ではない女性を想い続けたままでもいい。そのレオンごと包み込むことはできないだろうか。

　こちらへ来てからというもの、レオンからは冷たい態度をされてばかりだが、マリアンヌには彼に対するどうにも抗えない想いが芽生えていた。

「フィアーコにきた私の第一の仕事は、レオン様のお心を開くことよ」

　マリアンヌは暗い表情から百八十度転換。パッと華やぐような表情で言うと、ベティもそれにつられるようにして柔らかく笑う。

「……承知いたしました。マリアンヌ様がそこまで言うのであれば、私も応援いたします。マリアンヌ様なら、きっとお出来になれると存じますわ」

「ありがとう、ベティ」

　小首を傾げて微笑むマリアンヌの顔は、とても慈愛に満ちていた。




　ベティとパトリシアを伴い、マリアンヌは食堂へとやってきた。十人が座れる大きなテーブルの真ん中に、向かい合う形で食器が置かれている。

　レオンはまだ到着していなかった。

（レオン様、いらしてくれるかしら……）

　約束はしたもののあまり乗り気ではなかったレオンの様子を思い返して、マリアンヌが不安に包まれる。心を開いてもらえるよう努力はするつもりだが、顔を見せてくれないことには難しい。

　なんとなく落ち着かない気持ちで待つこと数分、侍従たちを従えてレオンが現れた。その途端、ピリッとしたムードが漂う。給仕をする者たちも表情を引き締めた。

「お越しくださいまして、ありがとうございます」

　笑顔いっぱいにマリアンヌがお礼を言うと、レオンは彼女を一瞥だけして腰を下ろした。そして、ひと言発する。

「約束を破るのは好きではない」

　表情のなかったレオンの顔に陰が差したようにも見えたが、マリアンヌはレオンが約束をきちんと守る誠実な人柄だったことが嬉しく、もう一度元気いっぱいに「ありがとうございます」と満面の笑みを浮かべた。

　牛やうなぎのパテ、れんず豆のシチューなど次々に料理が運ばれてくると、レオンとマリアンヌは早速食べ始める。大きなカゴには白パンやロールパン、そしてマリアンヌの大好きなスコーンが載せられていた。

　マリアンヌは喜々としてスコーンに手を伸ばし、すぐに口にした。

「……おいしい」

　ピエトーネで食べていたものより生地は硬かったが、サクッという食感はこちらのほうが上だ。

　他の料理のことを忘れ、そればかりを口に運ぶ。そうしてひとつをぺろりと平らげ、ふたつ目に手を伸ばしたところで、マリアンヌはレオンの視線に気づいた。

「スコーンがそんなに好きなのか」

　自分に興味のなさそうなレオンにまさか観察されていたとは思わず、マリアンヌはスコーンを手にしたまま固まってしまった。しかも、初めてレオンから話し掛けられたものだから、恥ずかしさよりも嬉しさが勝る。

「はい！　ピエトーネでもこればかり作ってもらっておりました。あちらで食べていたものより、食感がとても良いですね」

　満面の笑みで答えるマリアンヌに、レオンは「そうか」と真顔を崩すことなくひと言だけ返した。やはり笑顔はない。

　その点に関しては残念だったものの、爪の先ほどでも自分のことを見てくれていたことにマリアンヌは心が弾む。

「レオン様は、なにがお好きですか？」

　もっと会話を続けたくてマリアンヌは質問したが、レオンは「とくにない」と答えるだけ。

「……そう、ですか」

　弾んだ気持ちがあっという間に小さくしぼんでいく。だがここで落ち込んではいられない。レオンに笑顔を取り戻させるのは自分の役目だと、マリアンヌは自分を鼓こ舞ぶする。

「レオン様、今度、街を案内していただけませんか？」

　街を訪れるのならレオンと一緒のほうが民たちも喜んでくれるだろう。それに、この国へ入ってから王宮まで、王族より先に領民に顔を見せないようにとの達しがあったため、馬車にはカーテンが掛けられたまま。マリアンヌはまだこの目で街を見ていないのだ。

「早く領民のみなさんと仲良くなりたいです。ピエトーネにいた頃は、ひとりでよく出掛けたものでした」

「街へ？　ひとりで？」

　レオンが驚いたように目を見開く。どうやら王族がひとりで街へ行くことは、フィアーコでは珍しいことのようだ。

　レオンが反応してくれたことに嬉しくなりながら、マリアンヌは「はい」と大きくうなずく。

　ピエトーネでは、王族は民あってのものだとして、領民との触れ合いをなによりも大切にしているのだ。

「街へ行ってなにをするのだ？」

「みなさんのおうちでパンを一緒に焼いたり、畑仕事を手伝ったり。それから川で魚を釣ったりもいたしました」

「王族が……、民とそのようなことを？」

　マリアンヌの話に興味を持ったのか、レオンがテーブルに軽く身を乗り出す。

「さようでございます。とても楽しかったです。そういえば……」

　マリアンヌが不意に「ふふふ」と肩を揺らして笑う。思い出した出来事があるのだ。

「どうした？」

「あるときとても大きな魚が竿に掛かりましてね、それを懸命に引っ張るのですが、なかなか引き上げられなくて」

「それで？」

　先を急かすようにレオンが促す。

「私に手を貸してくれていた漁師の方もろとも川へ落ちてしまったのです」

　当然ながら頭からずぶ濡れ。そして宮殿に戻ったマリアンヌを見た両親はなにがあったのかとひどく驚いたものだ。

「マリアンヌはお転婆なのだな」

　楽しそうに話すマリアンヌを見て、いつも無表情のレオンの目に笑みがにじむ。それは本当に束の間のことだったが、マリアンヌは見逃さなかった。

（レオン様が笑ったわ……！）

　嬉しさに心が躍り、マリアンヌの顔がほころぶ。初めて見たレオンの笑顔に、マリアンヌは心臓を鷲掴みにされたような感覚がした。

「……どうしたのだ？」

　ボーッと呆けたようにするマリアンヌをレオンが不思議そうに見る。

「あ、いえ……」

　平静を装って首を横に振る。ふいに笑顔を見せたことを指摘して、レオンを刺激したくはなかった。

「民とそのように触れ合うのは普通のことだと思っておりました」

　ピエトーネでは、別段珍しいことでもなかった気はするが、確かにベティには、『王女らしくしてくださいませ』とお小言を言われることが多々あったかもしれない。

　レオンがさらに微笑みを浮かべるものだから、マリアンヌは嬉しくてたまらない。笑った顔の美しさにも見入ってしまった。それに乗じて、お願いごとをしたくなる。

「ですから今度、街を案内してくださいませんか？」

　レオンは一瞬戸惑うように目を泳がせたが、「ああ、いいだろう」とうなずいた。

「ありがとうございます！」

　レオンから快諾をもらえたマリアンヌは天にも昇る思いがした。

　少しずつではあるが、確実にマリアンヌに打ち解け始めていることを実感する。やはり自分の考えは間違っていないのだ。

（諦めずに接していけば、レオン様はお心を開いてくださるはずだわ）

　期待に胸を膨らませるマリアンヌ。一方でレオンは、民を思うマリアンヌの話から、王族と領民の間に垣根は必要ないという、あるべき王族の姿勢に気づかされていた。

　ふたりを取り囲むように控えた侍従たちは、これまで見たことのないレオンの様子に驚きを禁じ得ない。それぞれがこっそり顔を見合わせながら、信じられないといったように目を白黒させていた。




（やっぱりコルセットがきつすぎたみたいだわ）

　いつも以上にきつく締め上げられたウエストライン。マリアンヌは自分の額にいつの間にか脂汗がにじんでいることに気づいた。だんだんと呼吸が浅くなってくる。

（……余計な心配を掛けないようにしなくちゃ。レオン様が退席するまでは、なんとかこらえないと）

　ナイフとフォークを置き、ぶどうジュースで喉を潤す。そうしてもなお額の汗は増えるばかり。

　ハンカチでそれを拭いながら、笑顔が崩れそうになる。

　そうして具合の悪さを懸命に我慢していたマリアンヌは、ふと目を閉じた次の瞬間、椅子から崩れ落ちたのだった――。




　燦さん々さんと注ぐ太陽の光を浴び、色とりどりのバラが輝く。

　バラのアーチを抜け、手を引かれながらゆっくりと歩いていた。

　視線を上げてみるが、眩しい逆光のせいか相手の顔は見えない。背格好から少年のようだ。

　とても心地良く、穏やかな時間が流れていた。

　不意に優しい声で名前を呼ばれた気がした。

　つながれた手の温もりに安心させられる。

　このままずっと歩き続けたい。そう願いながら身を任せる。

『キミが大きくなったら結婚しよう』

　プロポーズの言葉に無邪気に笑った。




　マリアンヌが次に目を開けたのは、自室のベッドのうえだった。天てん蓋がいの白いレースが目に入る。

　久しぶりにあの夢を見た。昔から繰り返しよく見る夢だった。

　目覚めたときの胸のあたたかさが懐かしくて悲しく、いつも泣きたくなる。

「良かった……」

　ベッドに寄り添いマリアンヌの手を握っていたベティが、安あん堵どしたように言葉を漏らす。

「あの、私……？」

「食事の最中にお倒れになったのでございます」

　ベティにそう言われて思い出す。

　そうだった。途中から気分が優れなくなり、なんとかこらえようと必死になっていたことは覚えている。

「ベティがここまで運んでくれたの？」

「いいえ。いくらなんでも私ひとりではマリアンヌ様をお運びすることはできません」

「そうよね」

　あの場にはレオンの侍従たちが控えていた。きっと、そのうちの誰かだろう。そう思いながら、マリアンヌはぼんやりと天蓋のレースに目をやる。

「レオン殿下がマリアンヌ様をここまで運んでくださったのです」

「え!?　レオン様が!?」

　思わぬことに、マリアンヌはベッドの上で飛び起きた。

「マリアンヌ様、大丈夫でございますか!?」

　ベティが目を丸くする。具合の悪かったマリアンヌが突然上体を起こしたのだから驚くのも無理はない。

　ベティはマリアンヌをもう一度寝かそうと肩に手を添えたが、マリアンヌは「もう大丈夫よ」と制した。

「本当にレオン様が私を？」

「はい。椅子から崩れ落ちたマリアンヌ様に、全員がおおわらわでございました。そんな中、表情も崩さず冷静沈着にマリアンヌ様を抱きかかえ、こちらのお部屋まで」

　レオンがみずから手を差し伸べてくれたことを聞いて、マリアンヌは鼓動が大きく弾む。

（レオン様が抱きかかえて運んでくれただなんて……）

　嬉しさに顔がほころぶ。

「ドレスを着て重量も増えているというのに、マリアンヌ様を軽々抱き上げたのでございます。その様子を見て、控えていた侍女たちも黄色い声を抑えることに懸命になっておりましたよ」

　気を失っていたマリアンヌは、当然ながらその場面はまったくわからない。それでも勝手に頭の中で映像を作り上げ、ひとり胸を高鳴らせる。

「王太子でありながら剣術の腕前も相当なものとのことですから、身体を鍛え上げていらっしゃるのでしょうね」

　想像をたくましくさせるような情報をベティが付加するものだから、マリアンヌはそのうち顔が真っ赤になってしまった。昨夜見かけた剣術の訓練を思い返し、鋭くも華麗な姿に胸が高鳴る。

「あら、マリアンヌ様、大変。お顔が真っ赤でございます。お熱でしょうか？」

　ベティが即座にマリアンヌの額に触れる。

「……おかしいですね。お熱はなさそうですが」

　ベティはマリアンヌをからかっているわけではない。本心から心配しているのだ。

「だ、大丈夫よ」

「そうでございますか？　それにしましても、氷の王太子と呼ばれ、バラ園でお会いしたときには背筋が凍ってしまいそうなほど冷たいお方という印象でしたのに、あのようにお笑いになるとは。侍女たちもみな驚いておりましたよ」

　レオンの笑顔が周りにも衝撃を与えていたことを知り、マリアンヌは嬉しくなる。

「マリアンヌ様の強いご覚悟が、レオン様の閉ざしたお心を開くのもそれほど遠くないでしょうね」

「そうだといいわ……」

　マリアンヌはそう遠くない未来に想いを馳せる。いつかそうなるときがきっとくる。

「さぁ、今夜はお疲れのご様子ですから、早くお休みになられたほうがよろしいかと」

「わかってるわ。ありがとう」

　ベティが部屋を下がると、マリアンヌはベッドにゆっくりと横たわった。

　初めて見せてくれたレオンの笑顔を思い返し、マリアンヌの胸は高鳴る。

　街へ一緒に行く約束をしてくれたうえ、倒れた自分を抱き上げてベッドまで運んでくれるとは。

（レオン様……）

　心の中で名前を呼ぶだけで胸が熱い。

　マリアンヌはレオンの笑顔と優しさに触れた夜を何度も思い返しながら、いつの間にか眠りの波にさらわれたのだった。




　遠くからかすかになにかの音が聞こえる。それに導かれるように瞼まぶたを持ち上げる。

　部屋の中はまだ暗闇に包まれていた。窓から差し込む淡い光が、部屋の中に長く伸びている。

（この音は……？）

　それに引き寄せられるように、マリアンヌはベッドから降り立った。部屋のドアを開けると、音は左手の方向から聞こえてくるようだ。

　今いるところは東館。この先には晩餐会が催された大離宮がある。そこから聞こえてくるのかもしれないと、マリアンヌはなんとなく思っていた。しばらく歩いた先にある離宮からの音が聞こえるのは、夜の静寂のせいか。

　マリアンヌはナイトウエアにガウンを羽織り、冷たい回廊を歩いた。音が大きくなるにつれ、それがパイプオルガンのものだとわかる。こんな夜更けにいったい誰が弾いているのだろうと興味が湧いた。

　ギィという小さな音を立てながらホールのドアを開ける。やはり音はこのホールが出所だった。薄明りの中、パイプオルガンの前に人影が見える。

　耳に心地の良い音階。優しい曲調。目を閉じて聞くと、胸にじんわりとしみ込んでくる。

（この曲、なんだか懐かしい感じがするわ……）

　ゆっくり足を進めて近づくと、ふっと音がやんだ。

　マリアンヌもハッとして、その場で歩みを止める。パイプオルガンを弾いていたのはレオンだったのだ。椅子に座らず立ったまま。夜の静けさの中であっても凛とした姿は健在で、マリアンヌはその美しさに見惚れた。

（本当にお美しい……）

　マリアンヌが見つめていると、レオンが振り返る。鋭い目が一瞬だけ見開かれ、「マリアンヌ……」とつぶやいた。

「音が聞こえたので、どこで誰が弾いているのかと思いました」

　まさかレオンだったとは思いもせず、マリアンヌの胸がときめく。

「こんな夜更けに、女がひとりで出歩くものじゃないぞ」

「ご心配してくださり、ありがとうございます」

　ドレスをつまむ仕草をしたところで、自分がナイトウエアだったことを思い出した。羽織っていたものを胸元で慌ててかき合わせる。恥ずかしい姿を見せてしまった。

　ただ、ここで踵きびすを返して帰るわけにはいかない。お礼を言うなら今がチャンスだ。

「レオン様、晩餐のときは大変失礼いたしました。それと、私を部屋まで運んでくださったと伺いました。本当にありがとうございます」

　にこやかに笑いかけると、レオンはサッと目を逸らした。

「王太子の妻となる者に侍従が触れるわけにはいかないだろう」

「はい。ですが、レオン様が運んでくださったと聞き、とても嬉しかったです」

　素直な気持ちをストレートに伝える。

　あまり感情を表さないレオンの目に優しい色がにじんだ。

「もう良いのか？」

「はい！　もうすっかり良くなりました」

　体調の心配までしてくれたことに、マリアンヌの喜びが倍増する。マリアンヌは笑顔いっぱい元気よく答えた。レオンに少しでも美しいと思ってもらえるよう、コルセットをきつく締め上げた甲斐があったと思ってもいいだろう。おかげでこうしてレオンと話す機会を持てるのだから。

「ここは冷えるから、早いところ戻ったほうがいい」

　レオンは再びパイプオルガンへと向かい合った。

　けれど、せっかくレオンと話せる機会。それを逃すマリアンヌではない。

「ありがとうございます。でも、もう少しだけレオン様のお側にいさせてください」

　振り返ったレオンは、面食らったような表情をしている。

「……どうしてそんなに私に構うんだ」

　変なことを聞くものだとマリアンヌは思った。

「レオン様は私の夫となられる方ですから。構うなと言われましても、困ってしまいます」

「……私のことが怖くないのか」

「怖い？　いいえ、ぜんぜん」

　マリアンヌは首を横に振った。つれない素振りに戸惑うことは確かにあったが、恐怖を感じたことは一度もない。

「この王宮で、私がなんと呼ばれているか知らないのか？」

「はい。〝氷の王太子〟だと伺いました」

　躊躇うことなく正直に答える。ただ、レオン本人の耳にまで入っているとは思いもよらず、それに関してマリアンヌは驚いてしまった。

「知っているならなおのこと。私にあまり構わないほうがいい」

　レオンは訝しげに眉をひそめるが、マリアンヌは「いやです」ときっぱり言い放つ。

「先ほども申し上げましたが、私はレオン様の妻となる身。レオン様のことを怖いとは思いません。それに、今はただ笑うことを忘れられているだけですから」

　怒っているのか嘆いているのか、レオンがなにを思っているのかマリアンヌにはわからなかった。

　不意にレオンの真っすぐな視線に捕らえられる。

　ドキッとしたが、逸らそうにも逸らせない。まるで視線が糸で縫い合わされてしまったようだった。

「あの……？」

　先に目を逸らしたのはレオンだった。

　マリアンヌは、どこか陰が差した彼の横顔が気になって仕方がない。

「どうかされましたか？」

　レオンが軽く首を振る。

「ずっと……似ていると思っていた」

「……似ている？」

　マリアンヌはレオンの顔を覗き込むようにして小首を傾げた。

「数年前に亡くなった者と、マリアンヌがどことなく」

　レオンがまつ毛を伏せる。

　マリアンヌは、〝クレア〟のことではないかとすぐにピンときた。それでも「なんというお方ですか？」と聞いてみる。

「……クレア」

　レオンはつぶやくように言いながらマリアンヌを見た。

（やっぱりそうだったんだわ……）

　たった一度、マリアンヌを見てレオンが『クレア』とつぶやいたときのことを思い返す。

「どんな方だったんですか？」

「よく笑う子だった。マリアンヌみたいに」

　レオンの瞳が寂しげに揺れる。

「将来を誓い合った仲だった」

　笑顔が奪われるほどにレオンのクレアを亡くした悲しみは深い。それは、それだけ彼女のことを愛していたということ。――そして今もなお。

　レオンは、マリアンヌを通してクレアを見ているのかもしれない。

　マリアンヌはナイトガウンをギュッと握り締めた。

「レオン様は、今でもクレア様を……？」

「……そうだな、クレアのことは一生忘れることはできない。だが……」

　レオンがそこで言葉を止める。

　マリアンヌはレオンの目の奥を覗き込み、その先を待った。

「マリアンヌと一緒にいると、不思議と過去の辛いことが和らいでしまう」

「え……？」

「マリアンヌの笑顔には不思議な力があるみたいだな」

　思いもしないことをレオンに言われ、マリアンヌは嬉しさと戸惑いに心が揺れた。

　自分が一緒にいることでレオンの気持ちが楽になる。それだけでとてつもない喜びが胸の奥から湧いてくる。たとえ愛されなくとも、レオンに笑顔が戻るのならそれだけでいいとマリアンヌは思った。

　それと同時に、忘れられないほどの大切な過去を持つレオンが羨ましいとも。

「レオン様、私も少しだけ、お話してよろしいですか？」

　レオンは優しく目を細めるようにして、うなずく。

「実は私、幼い頃の記憶がないんです」

　マリアンヌは唐突に自分のことを告白した。

「記憶が、ない？」

「はい。高熱に浮かされたことが原因で、それ以前の記憶がすべて失われてしまったんです」

「……そうだったのか」

　レオンは沈痛そうな面持ちだった。

「ですからレオン様、大切な過去の記憶があるのなら、そのことを無理に忘れる必要はありませんわ」

　楽しいことも辛いことも、すべては大事な記憶。

　けれど、マリアンヌは自身にどんな過去があり、どんなことを思い、なにに笑ったのか、忘れる以前に覚えていない。マリアンヌの記憶と呼べるものは、両親や兄が話して聞かせてくれた出来事だけで、心はどこかに置き去りだ。

　だからこそマリアンヌは、そのままのレオンを受け入れたい。たとえ別の女性に想いを残しているとしても――。

　マリアンヌは、今はっきりと自覚した。レオンを確実に愛し始めていると。

　会って間もないというのに、愛しい感情があとからあとから溢れてくる。冷たくされれば、笑ってほしいと思う。暗い顔をしていれば、少しでも支えになりたいと願う。

　それは突然決壊した川のようだった。

　どうしてなのか、なにがきっかけになったのかはわからない。クレアがレオンの心を独占していたとしても、レオンの妻になれるだけで嬉しいと感じる。もはや国の事情は関係なく、ただ、レオンの側にいたいと願った。

「私マリアンヌは、レオン様のお側にいられて幸せでございます」

　レオンの頬にわずかに赤みが差す。虚を突かれたような表情だった。

「マリアンヌ……」

　不意打ちでレオンに抱き締められ、マリアンヌは心臓が止まる思いがした。

　心を固く閉ざし、自分に冷ややかな視線を浴びせていたレオンの腕が今、マリアンヌを抱き締めている。

　激しく高ぶる鼓動。火照る頬。信じられない展開がマリアンヌの頭を混乱させる反面、心を躍らせる。硬直していた全身から徐々に力が抜けていき、マリアンヌもレオンに身体を預ける。とても幸せな時間だった。

　身体がふと離れ、恥ずかしさにマリアンヌがうつむく。まだ心臓は高鳴ったままだ。小さく呼吸を続けることで、それをなんとかやり過ごした。

「レオン様、さっき弾いていたのはなんていう曲ですか？」

　唐突に質問すると、レオンが表情をふっと緩める。

「曲名はないんだ」

「そう、なんですか？　……なんだかとても昔に聴いたような、ひどく懐かしい気がしたのですが」

「……懐かしい？」

　レオンが目を険しく細める。なにか引っかかったような表情だ。

「はい」

「そんなはずはないだろう。この曲は私が作ったものなのだから」

　レオンはきっぱりと言い切った。

　つまり、ほかの誰も知り得ない。異国に住んでいたマリアンヌではなおさらだとレオンは言いたかったようだ。

「そうですか……」

　マリアンヌは勘違いなのかもしれないと思い直した。レオンの作った曲を彼女が知るはずはない。

「でも、引き込まれてしまいました。とても素敵な曲です。またいつか聴かせてくださいまんせか？」

「マリアンヌが聴きたいと言うのならいいだろう」

「本当ですか？」

　マリアンヌが顔を輝かせる。

　レオンは「ああ」と軽くうなずいた。

「では、そろそろ部屋に戻ろう」

「はい」

　この夜更けに、さすがにこれ以上は身体に障るだろう。レオンには明日も公務が控えている。今度はマリアンヌも素直に従った。










秘密が暴かれるとき




「この頃レオン殿下のご様子が変わったと、王宮内で噂になっているそうです」

　ベティがそんなことを言ったのは、朝食からマリアンヌの自室へ戻ってきたときのことだった。食後の紅茶を淹れる準備をしながら、侍女たちの話をし始める。

「ナイフのように鋭かった面おも差ざしが柔らかくなったと言う者や、口調まで優しくなったと言う者がおります」

　ベティがティーポットにお湯を注ぐと、部屋中にいい香りが広がる。

「マリアンヌ様が来られたおかげだと、みな申しておりましたよ」

「そうかしら。そうだといいのだけど」

　マリアンヌはニコニコしながらベティからカップを受け取る。

　レオンのパイプオルガンを偶然耳にしてから二週間が経っていた。

　あの日以降、食事を一緒にとってくれるようになり、確実にレオンとの距離は縮まっている。笑顔もよく見せてくれるようになった。氷のように冷ややかな印象は、確かになくなったと思う。

　ふと、部屋の一角に置かれた花瓶に目が留まる。

「ベティ、あのバラは？」

　センティフォーリアが、こぼれそうになるほど生けられていたのだ。

「先ほどマート殿がお届けに」

「マートが？」

「レオン様からマリアンヌ様へとのことです」

「え!?」

　カップを無造作にテーブルに置き、マリアンヌは花瓶へと駆け寄る。

（レオン様からだなんて！）

　顔を近づけると、高貴な匂いが胸いっぱいに広がった。

（でも、それなら直接お持ちくださればいいのに……）

　だいぶ打ち解けてくれてはいるものの、未だ一線を引いた感じは否めない。レオンが直に持ってきてくれたら、どれだけ嬉しかったことか。

　ところがそこでふと、いつの間にか自分の欲が深くなっていることに気づいた。

　少し前まではレオンが笑顔を見せてくれただけで嬉しかったのに。今ではもっともっとと、その先を欲しがるようになっていたことをマリアンヌは恥じた。

（いけないわ。レオン様が私にバラをくださっただけでも喜ばしいことなのに）

　それに今日は、いよいよレオンと一緒に街を訪れるのだ。昨夜のうちに今日は公務が休みだと聞き、断られるのを覚悟で申し出たところ、思わぬ快諾をもらうことができた。

　あまりに嬉しくてその場で飛び上がったマリアンヌを見て、レオンは「約束を破るのは好きじゃないから」と顔色を変えもしない。

　マリアンヌにはそれが言い訳のようにも聞こえて、思わずクスッと笑ってしまった。

　本当は一緒に行きたいと思ってくれているはず……。そう都合の良いように解釈したせいでドキドキして、昨夜はよく眠れなかった。

「バラを飾ると、お部屋の中がさらに華やかになりますね」

　ベティがマリアンヌを微笑ましく見つめると、マリアンヌは「ええ、本当に」と嬉しさを隠し切れない様子で、もう一度センティフォーリアの匂いを胸いっぱいに吸い込んだ。




　街へはマートと、ほかに二名の護衛が付くこととなった。ベティは留守番だ。

　馬車にはレオンとマリアンヌが乗り、マートたちは馬で馬車を囲むように走る。

「あそこに遠く見えるのが、フィアーコの金鉱だ」

　マリアンヌ側の窓の向こうをレオンが指差す。身体が密着したものだから、マリアンヌは鼓動を飛び上がらせた。

　胸をドキドキと張り詰めさせながらレオンの指差した方を見ると、木々の間を縫って灰色にそびえる山が見えた。フィアーコの貿易の要になっている鉱山である。

「採掘される金を海の向こうの大陸にも輸出するため、近いうちにメルテス川に新たな港を建設したいと考えている。ピエトーネの鉱山では鉄が採れるから、これから輸出量はどんどん増えていくだろう」

「新たな港を……」

「これまでは自然の地形を生かした天然港湾でやってきたが、今後は大型船の乗り入れが可能なように、人工的に拡張する計画があるんだ」

　マリアンヌは父アンニバーレが以前、フィアーコは海路を開発する能力に長けていると話していたことをふと思い出した。

　ピエトーネにいた頃から政治経済のことはどちらかといえば苦手なマリアンヌだが、レオンの言っていることのスケールの大きさは理解できる。これからは妻として、レオンを支えるためにも勉強に励まなければならないとマリアンヌは強く思った。

「レオン様、あの森は王族の狩猟区と伺っていますが、レオン様も行くことがあるのですか？」

　右手の窓から見えた森を指差す。青々とした木々が果てしなく続いているようだ。

「国王に付き合ってたまに。森の向こうに小さな湖があるんだが、そこはよくひとりで……」

「湖があるんですか!?」

　マリアンヌが思わず身を乗り出す。

　ピエトーネにも美しい湖があり、よくベティを連れていったものだ。

「向こう岸がすぐ側に見えるほど小さいが」

「よろしかったら、今度連れていってくださいませんか？」

　マリアンヌは目を輝かせてレオンを見つめた。

　その勢いに気け圧おされつつ、レオンは笑みを浮かべて「いいだろう」とゆっくりうなずく。

「ありがとうございます！」

　胸の前で手を叩いて喜ぶマリアンヌをレオンは眩しそうに見つめた。

　狭い空間でレオンとふたりきりになるのは初めてのため強張っていたマリアンヌだが、レオンと話しているうちに、いつしか身構える様子はすっかりなくなっていた。




　それからほどなくして、馬車がゆっくりと停車する。馬車の窓からふたつの石の塔が見えた。街の入口に着いたようだ。

　先に降りたレオンが、マリアンヌを抱き上げて馬車から降ろした。レオンの突然の行動に呆然としているマリアンヌを尻目に、レオンは何食わぬ顔で彼女の横に立つ。

　その立ち姿の美しさといったらなかった。ロイヤルブルーのアビは銀糸の刺繍がよく映え、首に巻いたクラヴァットの白さが引き立って見える。

　なによりもマリアンヌの心を揺さぶったのは、威い風ふう堂どう々どうとした様だ。目に見えるはずもないのに、レオンからは神々しいオーラが出ているように感じる。

　胸を高鳴らせてその横顔を見ているマリアンヌを現実に引き戻したのは、街のざわめきだった。

　視線を移してみれば、多くの人がマリアンヌたちの周りに集まり始めている。街へめったに出ることのないレオンを見て、「王太子殿下よね？」「嘘、信じられない」などと口々に囁き合う。

　マリアンヌはその人たちに向かって、軽く膝を折り曲げた。

「みなさま、はじめまして。私はマリアンヌ・アルバーニ・ファロンと申します」

　マリアンヌのよく通る澄んだ声が響く。

　すると、人々が口々に「マリアンヌ様って、あのマリアンヌ様!?」と側にいる人たちと顔を見合わせた。

　その中のひとりの女性がレオンとマリアンヌの元へと近づいてきた。年齢は四十代半ば。柔和な顔立ちをしており、身なりもきちんとしていた。マリアンヌの前に立ち、エプロンドレスを軽くつまんで頭を下げる。

「メイ・ホーリックと申します。失礼かとは存じますが、みなを代表して質問させてください」

「……はい」

　いったいなんだろうかと、レオンとマリアンヌが目をまたたかせる。

「マリアンヌ様とおっしゃいますと、こちらの王太子殿下のお妃となられるお方でございますか？」

「はい、そのとおりでございます」

　マリアンヌがにこやかに答えると、そこにいた人たちから「わー！」という歓声が起こる。

「お妃殿下となられる方が直々に街へ足をお運びくださるなんて。しかも、こんなにお美しいお方だとは……。その上、王太子殿下までご一緒だなんて……！　おふたり揃ったお姿のなんて美しいことでしょう」

　メイがうっとりとしたようにふたりを眺める。それにつられるようにして、集まった人たちも「本当に美しいわぁ」とうなずき合っていた。

「マリアンヌ様、ようこそフィアーコへ！」

　その場にいる人たちが口々に叫ぶ。そのうちにそれが大合唱のようになり、マリアンヌは胸が熱くなった。隣に立つレオンも、そんな街の様子に驚いたようだ。

「レオン殿下、マリアンヌ様、よろしかったら、うちのパンを食べていかれませんか？」

　メイがマリアンヌに手を伸ばすと、とっさにレオンがその間に立ちはだかる。マリアンヌを守ろうとしたのだろう。

　冷ややかな視線で見下ろされ、メイは驚きに目を見開いた。

「レオン様、ここはフィアーコの街です。そんなに肩肘を張らなくても大丈夫でございますよ」

　ちょっとしたくすぐったさを感じながらマリアンヌは優しくそう言い、レオンに「参りましょう」と笑いかける。

　レオンは一瞬戸惑うように目を泳がせたが、すぐにいつもの涼しげな表情を浮かべ小さくうなずいた。その後ろでは、マートが眩しそうにマリアンヌを見つめていた。

　突如強いられた緊張に顔を引きつらせていたメイはそこでやっと笑顔が戻り、「レオン殿下もこちらへ」と店へ先導する。

　メイに連れられてやってきたのは、先ほどの門から入り百メートルほど歩いてたどり着いた広場のようなところだった。周りを取り囲むようにして、いろいろな店が立ち並ぶ。どの店も赤いとんがり屋根で統一された、とてもかわいらしい街並みだ。

　メイに引っ張られ、その中のひとつの店に入る。足を踏み入れた途端、香ばしい匂いが鼻をかすめた。

「わぁ、いい匂い」

　思わずマリアンヌが目を閉じて漏らすと、「ちょうど白パンが焼き上がったところでございます」とメイがトレイに載せて持ってきた。

「ありがとう。いただきます」

　遠慮なくひとつ手に取り、それを半分に割る。

「はい、レオン様、どうぞ」

　急に口元にパンをあてがわれたレオンは、観察するようにじっとパンを見た。

「一緒にいただきましょう」

　周りに集まった人たちの視線が、一斉にふたりへ注がれる。どんな反応をするのか固唾を呑んで見守っていた。

　マリアンヌが口に運んでみると、焼きたてだからなのか、ふわっとした生地がとても柔らかい。

「おいしい」

　マリアンヌが顔をほころばせると、レオンも「うまいな」と唸る。

　それに気を良くしたメイが続いてスコーンを差し出したものだから、マリアンヌの目が煌めく。

「私、パンの中でもスコーンが一番好きなんです」

「まぁ、そうなんですか！　うちはスコーンが看板商品なんです。さあ、お召し上がりくださいませ」

　メイは嬉しそうに勧めた。

　言われるまま、口を開ける。

（……ん？　この風味はなにかしら？　甘いようでいて酸味があるような……）

　初めて食べる味のスコーンだった。

「これはなにが練り込んであるのですか？」

　メイにそう尋ねると、隣のレオンがすかさず「チーズじゃないか？」と代わりに答える。

「さすが王太子殿下。そのとおりでございます」

　メイは感心したように大きくうなずいた。

「お口に合いませんか？」

　心配そうに尋ねるメイに、「いいえ、とっても気に入りました。こんなおいしいスコーン、今まで食べたことはないわ」とマリアンヌが答える。

　するとメイはパッと顔を輝かせた。

「メイといったな。今度、これらのパンを宮殿まで持ってきてくれないか」

「はい!?」

　メイがこれでもかというほど目を丸くする。

「マリアンヌが、そなたの作るパンをとても気に入ったようだから」

　レオンはそう言いながら、マリアンヌを見て目を細めた。

（レオン様が私のために……！）

　レオンの優しい笑みに、マリアンヌが鼓動を高鳴らせる。

　メイは「光栄に存じます！」と興奮気味に声を上げた。

「レオン様、ありがとうございます」

　マリアンヌが静かにお礼を言うと、レオンは照れたように目線を逸らした。

　そのあとも、マリアンヌたちが行くところについて人の群れも一緒に動き、「マリアンヌ様にこれを」と言っては、刺繍の施されたハンカチや絹織物、新鮮な野菜や果実を手渡された。

　マリアンヌの華やいだ笑顔を見ているうちに自然とレオンの顔もほころび、回り終える頃には人々がレオンにも気兼ねなく話し掛けるようになっていた。

（やっぱりレオン様と一緒に来て良かった）

　マリアンヌもそんな様子を見て嬉しく、心が軽やかになる。

　そうしてひととおり街を歩いた頃だった。

「やはり実際にこの目で見ないとわからないことはあるのだな」

　レオンがしみじみとつぶやいた。

「なんのことですか？」

「街を流れる川に架かる橋の欄干は傷んでいたし、農道の整備も必要だろう。普段、街のことは臣下に任せきりだが、こうして自分の目で見て初めて、万全でないことに気づかされた」

　王太子というだけあり、ただ呑気に街を散策しているだけではなかったようだ。レオンは歩きながら王族として、領民になにが必要であるか見極めていたのだ。

　そのことを知り、マリアンヌはとても誇らしい気持ちになった。




「マリアンヌ、そろそろ宮殿に戻ろう」

「はい」

　再び塔のある入口まで戻ってきた一行が、馬車に乗り込もうとしたときだった。

「レオン様!!」

　叫ぶようなマリアンヌの声がした次の瞬間、レオンは背中から強く突き飛ばされた。突然のことにレオンはその場で二、三歩ステップを踏まされ膝を突く。

　ほぼ同時にガシャーンというガラスの割れる音が鳴り響き、マリアンヌはその場に倒れ込んだ。

「キャーッ！」

　人々から悲鳴が上がり、レオンが弾かれたように振り返る。

「マリアンヌ！」

　レオンがマリアンヌに駆け寄ると、側には粉々になった鉢植えが無残な姿で散らばっていた。上から落ちてきたそれが、レオンをかばったマリアンヌを打ちつけたのだろう。

「マリアンヌ様！　大丈夫でございますか!?」

　マートも真っ青になって駆け寄り、ふたりの側に跪く。

「マリアンヌ！　しっかりしろ！」

　抱き起こしたレオンの目に映ったのは、美しい顔を痛みに歪ませたマリアンヌだった。顔面蒼白だ。

「マリアンヌ！　大丈夫か！」

　レオンの問いかけにマリアンヌがうっすらと目を開ける。

「……はい」

　力のないか細い声だった。

「レオン様……お怪我は……？」

「私は大丈夫だ」

　マリアンヌが痛みをこらえながらもホッとした表情を浮かべる。

　レオンはマリアンヌを抱き留めたまま塔を仰ぎ見た。おそらく何者かがあのてっぺんから鉢植えを落としたのだろう。そうだとしたら、まだそう遠くへは行っていないはずだ。

　目配せをすると、マートはレオンに軽くうなずき、その場を静かに離れた。

　レオンはマリアンヌを抱き上げ馬車へと運び、椅子へ横たわらせる。

「すぐに宮殿へ」

　馬車は宮殿を目指して走った。




　幸いにもマリアンヌは背中への直撃を免れたようで、軽傷で済んだ。医者の診立てでは、一日安静にしていれば大丈夫だろうとのこと。

　それでもマリアンヌが倒れたときのことを思い出すだけで、レオンは生きた心地がしない。

　もしもあのとき打ちどころが悪く、マリアンヌの命が失われることにでもなっていたら――。そう考えると激しく動揺し、気持ちを制御することができない。マリアンヌを失いたくないと強く思った。

（この感情はなんなのだ？）

　自分にそう問いかけたとき、レオンはひとつの答えに行き着いた。

（私はマリアンヌのことを……）

　一生クレアだけを愛する。そう思っていた自分の心にマリアンヌの存在が確実に大きくなっていることにレオンは戸惑う。

　ベッドに横たわるマリアンヌの手をギュッと握ると、彼女は穏やかに微笑んだ。

「レオン様、そんなに心配なさらなくても、このくらいの怪我はなんてことはありませんから」

「マリアンヌ……。すまなかった」

　彼女を守れなかった悔しさにレオンは唇を噛む。

「……どうしてレオン様が謝るのですか？」

　優しく微笑むマリアンヌを見たレオンは自分の気持ちを抑え切れなくなり、その感情に抗うことなく横たわったままの彼女をそっと抱き締めた。

　誰かを愛しいと思うのは、本当に久しぶりだ。

「無事で良かった……」

「私のほうこそ、レオン様にお怪我がなくて本当に良かったです」

　レオンは、いつも自分のことを優先して考えてくれるマリアンヌが無性にいじらしかった。こんなにも真っすぐで純粋な女性がほかにいるだろうか。

「レオン様、ひとつ、お伝えしたいことがあります」

　腕に抱いたマリアンヌがポツリと言うので、髪を優しくすきながら「どうした？」と返す。

「……レオン様は今のままクレア様を想い続けてくださいませ。それでも私は構いません。……私はそんなレオン様を愛しております」

　そっと引き離したマリアンヌは、小さな蕾つぼみがゆっくりと開くように笑った。

　はにかんだような愛らしい笑顔にレオンは気持ちの昇りを抑えられなくなる。

「マリアンヌ……私もマリアンヌを愛している」

　それは心からの言葉だった。クレアの存在が心の中から消えたわけではない。だが、マリアンヌのことが強烈に恋しくて、愛しくて、この命を懸けてでも守りたいと強く思った。

　ゆっくりと顔を近づけていく。マリアンヌの翡翠色の瞳がレオンの熱を映すと、静かに瞼が閉じられた。

　初めて触れ合ったマリアンヌの唇は柔らかく、レオンはゆっくりと愛おしむようにキスを続ける。心が情愛で打ち震えた。マリアンヌに触れたことで、想いはさらに大きくなっていく。こんなにも愛しい感情があることをずっと忘れていた。

　マリアンヌを大切にしたい。もっとマリアンヌを愛したい。レオンは、それが自身の本能のようにも思えた。

　そうしてレオンは、最後に軽く唇に触れてマリアンヌから離れたのだった。




「……アンヌ様？　マリアンヌ様」

　マリアンヌが名前を呼ばれていることに気づいたのは、ベティに軽く肩を揺すられてからだった。自室のソファに座り、まんじりともしないまま。どこを見ているわけでもない目はうつろ。心ここにあらずといった様子だった。

　そんなマリアンヌの様子をベティが心配そうな顔で見つめる。

「どうかなさったんですか？　先ほどから何度もお呼びしておりますのに」

「あ、ご、ごめんなさい」

　初めてのキスをして、『愛している』という言葉をレオンからもらってからというもの、マリアンヌはときにそのことを思い出しては呆けたようになってしまうのだ。たった今も現実世界から遠いところへ飛んでいたが、ベティによってようやく夢見心地から覚めた。マリアンヌが慌てて取り繕ったような笑顔を浮かべる。

「レオン様となにかございましたか？」

「えっ!?」

　必要以上に大きな声を上げる。

〝なにか〟が、すぐに〝キス〟と直結し、マリアンヌは気が動転してしまった。

「やはりなにかございましたんですね……」

　ベティは眉尻を下げて憐れむような表情をした。両手を胃の辺りでギュッと握り、なにかを悟ったようにうなずく。

「や、やだ。なにもないってば！」

　マリアンヌが必死に否定する。キスをしたことは恥ずかしくて、とてもじゃないがベティに言えたものではない。

「なにかあったのなら、正直にお話しくださいませ。ケンカをなさったのでしたら、お早めに仲直りをしたほうがよろしいですよ」

「……え？　ケンカ……？」

　マリアンヌはポカンと口を開けた。

「違うのですか？」

　ベティが目をまたたかせる。

「ち、違うわよ。レオン様とケンカなんかしないわ。それどころか、キ――」

　マリアンヌはそこでハッとして口元を押さえた。うっかり口を滑らせたことに気づいたのだ。

　ベティのまつ毛がパチパチとさらに激しく動く。

「それどころか？」

　ベティは顔をぐっとマリアンヌへ近づけ、大きな目をこれでもかというほど見開いた。呑み込まれてしまいそうなほど大きな目だ。

　マリアンヌはソファに座ったまま、ベティから逃れるように顔を遠ざける。そこで体勢を崩し、ソファの背もたれに倒れ込んだ。

　ベティの真っすぐな目を前にすると、マリアンヌはどうしてもタジタジになってしまう。詮索されると黙っていられなくなるのだ。

　言うものかと厳重に鍵をかけたはずの口が緩み、喉の奥のほうから〝隠しワード〟がじりじりとせり上がってきた。

「マリアンヌ様？」

　言えとばかりに催促され、マリアンヌは観念するしかなかった。

「……キ、キ……」

「キキ？」

　ベティが間合いを詰める。

　マリアンヌは息を大きく吸い込み、それを吐き出すとともに、「キス！」と叫ぶように言った。

　ベティの目が点になり、その後左右に揺れる。マリアンヌの放った単語を頭の中でゆっくり咀そ嚼しゃくでもしているようだった。そしてその意味を理解すると同時に、ベティの頬が赤く染まる。

　それを見たマリアンヌも、一気に恥ずかしさが込み上げてきた。

「レオン殿下と〝キス〟をされたのでございますか」

　ベティが、キスの部分をやけに強調するものだから、マリアンヌは輪をかけて赤くなる。

「……うん」

「まぁ！　それはようございました、ようございました！　このところの殿下のマリアンヌ様へのご寵ちょう愛あいぶりは尋常じゃございませんものね」

　ベティの言うとおりだった。

　マリアンヌと心を通わせ合ってからというもの、レオンは人目を気にせずマリアンヌに優しく甘く接し、〝氷の王太子〟と呼ばれていたことが嘘のように情熱的になっていたのだ。その溺愛ぶりは宮殿内でも、またたく間に有名になってしまった。

「良かったですね。マリアンヌ様」

　穏やかにベティが微笑む。

「……え？　怒らないの？　結婚もしていないのに、ふしだらだって」

　ぴしゃりと叱られるとばかり思っていただけに、ベティの反応はマリアンヌにとって予想外のものだった。

「こちらへ来た当初のレオン殿下の態度があまりにも冷たかったものですから、どうなることかと心配しておりましたが、もうなんの心配も必要ございませんね……」

　ベティは涙を浮かべながら、感慨深げにうなずく。

「まじめなベティのことだから、私はてっきり大目玉をくらうかと思ったわ」

「仲良くおなりになることは、とても喜ばしいことにございます」

「ありがとう……、ベティ」

「ですが、マリアンヌ様、結婚するまで一線を越えることは推奨いたしませんよ？　婚前交渉は〝バツ〟でございます！」

　ベティはそう言いながら、カッと目を開いて胸の前で手を交差させた。

「そ、それはないから心配しないで！」

　マリアンヌ自身もそこまではさすがに無理だ。どんなふうにしたらいいのかも、まったくわからない。未知の世界のなにものでもないのだから……。

　そうしてベティと楽しく話していると、部屋のドアがノックされた。

「きっと噂のレオン殿下でございますね」

　ベティがふふふと笑いながらドアへと向かい、レオンを迎え入れた。

「マリアンヌ、午ご餐さんの時間だ」

　レオンは忙しい公務の合間を縫い、食事どきにはこうしてマリアンヌを迎えに必ずやってくる。人目をはばからずマリアンヌの肩を抱き、ときには髪に顔を寄せ、食事の間へと向かうのだ。

　王宮の者たちはレオンの変化に驚きつつも、喜ばしい目で見ていた。ふたりの仲睦まじさは王族の発展につながり、さらには国の繁栄へとつながるだろう。

　これまで二度の婚約破棄があったことが嘘のように、レオンはマリアンヌを溺愛していた。




　その一方。

　――平和で豊かなはずのフィアーコに、王族を狙う輩やからがいるのではないか。

　レオンにはそんな疑念があれからずっと湧いていた。

　マリアンヌに聞いたところによると、あの日、塔のてっぺんに人影が見えた次の瞬間には、鉢植えが落ちてきたそうだ。

　街に残したマートは結局、不審な痕跡を見つけることができずに王宮へと戻ってきている。つまりレオンたちの命を脅かした輩は捕まっていないのだ。今もどこかにその身をひそめ、機会を窺っているのだろう。

　フィアーコの情勢は動乱以降安定している。税率も諸外国に比べたら低く、民にとってはおおよそ暮らしやすいはず。街の様子からも、王族への強い反発は感じられなかった。

　――となると、他国による襲撃の可能性が高いのではないか。

（いったいどこの国だ……？）

　レオンは眉間に深い皺しわを寄せながら腕を組んだ。

　現在のフィアーコは全土とはいかないが、ほぼ大陸を掌しょう握あくしている。現時点で友好関係に暗あん影えいが差している国はないはず。となると残す可能性は、友好国ではなく先の動乱に参戦しなかった遠方の小国。そして、小国だからこそピエトーネの鉱山を渇望し、マリアンヌを迎え入れようと動いた国ではないだろうかとレオンは考えていた。

　国王ジャンピエトロにもそのように進言したところ、その線が濃厚との同意を得ている。

　その国の洗い出しを急ぐとともに、王宮の警護を強化することが当面の課題だ。

　レオンが指示を与えると、マートは「承知いたしました」と下がった。




「庭を散歩しよう」

　午餐を終えて部屋を出るなり、レオンはそんなことを言って声を弾ませた。

「公務は？　お忙しいのではないのですか？」

　マリアンヌはこのところのレオンの多忙さを知っていた。この前の事件もまだ解決しておらず、夜遅くまで政務室にこもっていることもマートから聞いていた。

　レオンは毎夜マリアンヌの部屋を訪れ、おやすみの挨拶とキスをすると、隣の自室へ戻ると見せかけ、再び西館へ戻っているのだ。

「少しだけだ。本当はもっとマリアンヌの側にいたいのだが」

　そう言われて嬉しくないわけがない。マリアンヌは「はい」とうなずき、レオンに手を引かれる。

　宮殿を出たところでふと感じた視線に目を向けると、そこにマートの姿があったが、マリアンヌと目が合うと、そそくさと逸らして身を隠したようにも見えた。

（……どうしたのかしら）

　不審に思ったものの、先日の事件のこともある。レオンを心配して遠くから見守っているのかもしれない。ふたりの邪魔をしないようにとの配慮だろうと思い直した。

　左方向へ歩いていくと、すぐに噴水が見えてくる。柔らかな日差しが水面に反射してキラキラと輝いている。風もなく穏やかな午後だった。

　噴水の側までくると、マリアンヌはためらいもなくそこに手を伸ばした。水の冷たさが心地良い。

「レオン様、とっても気持ち良いですよ。触ってみてください」

　振り向いた瞬間に体勢を崩したマリアンヌは、ドレスの袖口を噴水の水でしっとりと濡らしてしまった。

　それを見たレオンは笑いながら胸元のポケットから自分のハンカチを取り、マリアンヌへと差し出した。

「ありがとうございます」

「私が拭こう」

　遮さえぎる間もなく、レオンの手がマリアンヌの右腕に伸びる。そしてドレスの袖を少しまくったときだった。五センチ四方に広がるケロイド状の火傷やけど痕あとがレオンの目に飛び込んだ。

「あっ……」

　恥ずかしさからマリアンヌがすぐに左手で覆うが、それだけで隠せるものではない。

「……マリアンヌ、その痕は？」

　レオンは驚いたように顔を硬直させている。

「あ、これはその……火傷の……」

　マリアンヌは言いづらそうに小さい声で答えた。

　それは、幼少期に負った火傷の痕だった。もしかしたら、このような大きな痕の残った者を妃として迎えるわけにはいかないと思われるかもしれない。

　固まっているレオンの表情から、マリアンヌは悪い想像しかできなかった。

「火傷、だと？」

　レオンが眉をひそめて訝る。

「……はい」

「悪いが、ちょっと見せてもらうぞ」

「えっ……」

　レオンがマリアンヌのドレスの袖をまくり上げる。

　その顔があまりにも真剣に見えたため、マリアンヌは拒絶することもできなかった。

　レオンはマリアンヌの火傷の痕をまじまじと見つめ、「ああ」と悩ましそうに首を捻っている。

（どうしよう……。このような傷痕は王妃として相応しくないと言われたら……）

　マリアンヌの手が震える。

「この火傷はいつできたもの？」

「……幼い頃です」

「具体的に何歳？」

　矢継ぎ早に質問をされ、マリアンヌは黙り込む。記憶がないのだから答えられないのだ。

「……わからないんです」

「マリアンヌ、幼い頃の記憶がないと言っていたが、それは何歳以前の話だ」

　レオンはマリアンヌの目の奥を探るように、腰をかがめてじっと見入っている。

「十二歳くらいです」

　レオンの目に閃せん光こうが走った。傷痕とマリアンヌの顔を何度も見比べる。

　焦点が定まらず、あやうい表情で、なにか考えごとをしているように見えた。

　底知れぬ不安がマリアンヌに押し寄せる。

（このままレオン様との結婚が取りやめになってしまうかもしれない）

　そう思うといてもたってもいられなくなり、「レオン様……」と、思い切って声を掛ける。

　不意を突かれて名前を呼ばれたレオンは、形容のしがたい表情をしてマリアンヌを見た。

「傷痕のことを黙っていて申し訳ありませんでした」

　もっと早く打ち明けていれば良かったのだ。だが、決して美しいとはいえない腕のことを話す勇気が、まだマリアンヌにはなかった。

「いや。そのようなことを気に病む必要はない」

　レオンがゆっくりと首を横に振る。

　黙っていたことに関して、レオンはまったく責めてはいないが、マリアンヌの不安が解消されたわけではない。

「レオン様のお心にクレア様がいたままでもいいのです！　心から愛してもらえなくてもいいのです」

　マリアンヌは切迫した目つきで、すがるようにレオンを見つめる。

「……マリアンヌ？」

　何事かと、レオンの瞳が当惑に揺れる。

「どうか私を、このままレオン様のお側に置いてください。レオン様と一緒にいたいのです……」

　切実に訴えた。どうしてここまでレオンを慕うのか、マリアンヌは自分自身でもわからない。ただ側にいたい、離れたくないと心が叫んでいた。

　するとレオンは、その表情をふっと和らげた。

「マリアンヌはなにか誤解をしている」

「……誤解？」

「私がマリアンヌをピエトーネへ帰そうとしていると？」

「……はい」

　記憶がないだけではなく、腕にひどい傷を負っている。そんないわくつきの妃などいらぬと。レオンがそう考えても無理はない。

「そんなことはまったく考えていない」

「……本当ですか？」

　重苦しい雲に覆われていた空に、ひと筋の光が差すようだった。レオンの言葉にマリアンヌの気持ちがにわかに軽くなる。

「マリアンヌにどんな傷痕があろうが、いや、今後マリアンヌがどんな姿になろうとも、私は生涯マリアンヌを愛する」

　レオンの真剣な愛の言葉を聞き、マリアンヌは心の底から喜びが湧き上がってくるのを感じた。先ほどまで覆われていた灰色の雲が一気に蹴散らされる。これまでに経験したことのないほどの幸福感だった。

「レオン様、ありがとうございます。私もレオン様を……一生愛し続けます」

　レオンの唇がマリアンヌに押し当てられる。軽く触れるだけで離れたレオンは、「ただ……」と続けた。

　視線をマリアンヌから前へ戻し、レオンは頭を悩ませるように眉間にぐっと力を込めた。

　いったいなにを言われるのかと、マリアンヌに緊張が走る。

「……ただ？」

「ベティに聞きたいことがある」

「ベティに、ですか？」

　どうしてここでベティが出てくるのだろう。マリアンヌはゆっくりと首を傾げた。

　レオンはうなずくと、マリアンヌの手を取りベティの元へと急いだ。

　レオンの頭の中には、信じられないような奇跡の可能性が渦巻いていた。そんなことがあるはずはないと否定する裏側で、そうであったらどれほど喜ばしいことかと期待に胸が躍る。

　一方、マリアンヌはただならぬレオンの様子に当惑するばかり。ベティになにを確かめるつもりなのかまったく見当もつかず、ただレオンに手を引かれるばかりだった。

「聞きたいことがある」と連れ出したベティを伴い、レオンの政務室へ三人で入る。ほかに人は誰もおらず、大きな書棚と机が存在を大いに放っていた。

　机の側まで行くとレオンが振り返り、その視線をベティへと向ける。

「レオン殿下、私に聞きたいこととはなんでございますか？」

　ベティが恐縮しながら尋ねる。

　レオンはゆっくりとした動作でマリアンヌの右腕を取り、袖をまくり上げた。

　その行動にベティが目を丸くする。

　マリアンヌは、「あっ」と声を漏らしてから、口を手で急いで押さえた。

「これは火傷の痕だとマリアンヌから聞いたが、いったいいつできたものだ？　生まれた時からファロン家に仕えているおぬしなら知っているであろう」

　レオンの表情は真剣そのものだ。

　そんなことをベティに聞いて、いったいどうするつもりなのか。幼少期の火傷だと言ったはずなのに。やはりレオンは、この大きな傷痕のことを気にしているのではないか。マリアンヌは再び不安に襲われる。

「……それは確か……八歳、いえ、十歳だったかと」

　ベティの目が左右へ揺れる。

「なぜ火傷をしたのだ」

　そういえば、マリアンヌ自身も火傷の原因を聞いたことはなかった。

「……なぜ、でございますか……。それはですね……」

　ベティのまばたきが激しくなる。

「ベティ？　どうしたの？」

　マリアンヌが声を掛けると、ベティが今度は唇を震わせる。あきらかに挙動不審だ。

「マリアンヌはなぜ火傷を負ったのだ」

　レオンが同じ質問を繰り返す。

「……えっと、お湯でございました。ええ、そうです、お湯をこぼしたのでございます」

　ベティの鼻が膨らむ。それは、これまでにないほど大きかった。

　嘘を吐いているのでは？とマリアンヌが直感する。

「お湯？　お湯ごときでこのように激しく火傷をするものなのか？」

「え、あぁ、はい、そうですね。熱湯だったかと……」

「ベティはその場に居合わせなかったのか？」

「私は……はい、おりませんでした……」

　不可解な言動を繰り返すベティを見て、マリアンヌはもどかしさを覚える。なぜはっきりと答えられないのか。火傷の理由に、なにか裏があるのではないかと勘繰ってしまう。

「では、質問を変えよう」

　レオンは追求の手を緩める気はなさそうだ。

　マリアンヌの袖を直すと、ベティに一歩近づいた。

「マリアンヌには十二歳以前の記憶がないそうだな」

　ベティはハッとしてマリアンヌを見た。そのことを話してしまったのかと問いたいような表情だ。

　マリアンヌはベティに向かってうなずいた。

「……ございません」

　レオンに答えるベティの唇が震える。不安でたまらないといった様子だ。

　ベティがなにを恐れているのかわからないマリアンヌは、ただ黙ってベティを見つめた。

「病が原因だと聞いたが、本当にそうなのか？」

「……はい、高熱に倒れられて……。目が覚めたときには、すべての記憶を失っていらっしゃいました……」

　レオンの顔を見ず、ベティは目線を下げたまま答えた。その目が泳いでいるのは、マリアンヌからも見える。

「神に誓っても、そのことに嘘はないと言い切れるか？」

「神、でございますか？」

　ベティが大きく目を見開く。

「それは……」

　ベティは言葉に詰まってしまった。

　どうして「嘘はない」と言えないのか。

　マリアンヌの中にも、ベティはなにかを隠しているんじゃないかという疑念が生まれ始める。

「ねぇ、ベティ、本当は違うの？　私は高熱のせいで記憶を失ったんじゃないの？」

　マリアンヌはベティの顔を覗き込んだ。

「熱に浮かされたのは事実でございます。ただ……」

　マリアンヌの腕にすがりつくように答えたベティは、再び言葉が出てこなくなった。眉間には深い皺が刻まれ、唇が真一文字に結ばれる。

「ただ……？」

　マリアンヌが言葉の先を急かすと、ベティは一度合わせた視線を再び外す。

「マリアンヌは、ピエトーネの国王夫妻の本当の娘ではない。違うか？」

　レオンは鋭い視線をベティに突き刺した。彼女の出方を探るようにじっと見据える。ベティはハッと息を呑み、時が止まったかのように顔が固まってしまった。

　レオンの言ったことに衝撃を受けたのは、ベティだけではない。マリアンヌもまた、息を吸い込んだまま動けなくなった。

（……私がお父様とお母様の娘ではない……？　いったいどういうこと……？）

　レオンの発言があまりにも突飛すぎて頭がついていけない。

　ショックのためにマリアンヌがよろけると、レオンは彼女をしっかりと抱き留めた。

「マリアンヌ、大丈夫か？」

「……は、はい」

　マリアンヌはそう答えたものの、足に力が入らない。

「レオン様がなにをおっしゃっているのか、私にはわからないのですが……」

「それをこれから確かめる」

　レオンはマリアンヌを抱きかかえたまま先を続けた。

「ベティ、正直に答えてくれないか。マリアンヌはあるときピエトーネの国王夫妻の元に突然現れたのではないか？　大きな怪我を負って」

　ベティはそれ以上無理だというほど目を大きく見開き、手で顔を押さえると、突然その場にうずくまった。

「ベティ？」

　レオンの腕に支えられていたマリアンヌが反射的に近寄りその肩を抱くと、ベティは声を震わせて泣き始めた。

「……申し訳……ございま……せん……」

　言葉が途切れ途切れになる。レオンの言っていることを肯定しているも同然だった。

「ベティ、ねえ、どういうことなの？」

　その背中をさすりながら、マリアンヌが必死に尋ねる。

「……レオン殿下の……おっしゃるとおりでございます……」

　ベティは鼻をすすった。

（それじゃ、私はいったい何者なの……？　突然現れたって、どういうこと？）

　今まで疑いもしなかった自分の出生の秘密を聞かされ、マリアンヌは激しく動揺してしまった。呼吸が激しくなり、酸素をいくら取り込んでも肺が飢えたように動いている。

（私がお父様とお母様とは血のつながりがないなんて……）

　にわかには信じがたい事実を突きつけられ、目の前が真っ暗になる。ひとりで暗闇の中に放り出された感覚だった。

　ねだるマリアンヌに両親が話して聞かせてくれた幼少期の話は、すべて作り話だったのか……。

　途方もない寂しさに襲われ、気を確かに持つことが困難になる。

「ベティ、もう少し詳しく話してくれないか」

　レオンに促されて、観念したようにベティはゆっくりと話しだした。

　七年前――。

　旅から帰る国王夫妻を迎えるため、ベティは宮殿の入口にほかの侍女や侍従たちと並んで待っていた。本来であれば、ヴァネッサ付きの侍女であるベティも同行すべきであったが、ちょうど出発前に体調を崩したことにより別の侍女がついていくことになったのだ。

　そうして今か今かと待ち構えていると、先導の騎馬が見え、その後ろから国王夫妻の乗る馬車がやってきた。

「おかえりなさいませ」

　出迎えた者たちが頭を下げていると、馬車から慌てた様子で王妃であるヴァネッサが降り立った。

「ベティ！　急いで来てちょうだい！」

　血相を変えたヴァネッサに呼ばれたベティの目には驚くべきものが映った。馬車の座席に毛布を掛けられた少女が横たわっていたのだ。顔にはうっすらと血がにじんでいる。怪我をしているようだ。

「この少女はいったい……？」

「二時間ほど前に、倒れているところを保護したの」

「ペテル山の麓ふもとだ」

　ヴァネッサの説明に国王のアンニバーレが付け加える。

　ペテル山は勾配が激しく木がうっそうと茂った険しい山だが、山頂から四方に伸びた山道のおかげで他国への行き来がしやすい地形だ。商業貿易にはうってつけで、利用する者は多い。

「ひどい怪我を負っているから早く運んでやってほしい」

　指示をされた侍従がふたり掛かりで少女を宮殿の一室へと運び込む。

　怪我は顔だけではなく全身にまで及んでおり、思わず目を背けてしまいたくなるほどだった。意識はなく、あちこちが泥で汚れて破れた下着姿だ。意識もない。当然ながらどこの者かという手がかりになりそうなものは身に着けていなかった。

「どのような状況だったのですか？」

「我々が通りがかったときには、すでに山道に倒れていたんだ。足に草くさ藪やぶで切ったような切り傷があるから、盗賊にでも襲われて命からがら逃げたのかもしれない」

　アンニバーレの説明にヴァネッサが「なんてかわいそうに」と涙ぐむ。

　すぐに医師を呼び、その少女に懸命な治療が施されたが、医師によると、いつ命を落としてもおかしくないほど危険な状態とのことだった。

　そうして生死の境を彷徨さまようような状態が一週間ほど続いたある晩のことだった。アンニバーレたちの祈りが天に通じたのか、永遠に開くことのないだろうと思われた少女の瞼が、ふと開かれた。

「もう大丈夫よ、心配することはないわ」

　ヴァネッサが慈悲深い声を掛けると、その少女は虚ろな目を頼りなく彷徨わせ呆けたようにする。

「どこか痛いところはないか？」

　アンニバーレに尋ねられ、ふるふると首を横に振る。まるで自分の状況がわかっていないようにも見えた。

「あなた、お名前は？　自分が誰だかわかる？」

「……な、まえ？」

　澄んだ鈴の音のような声をした少女の顔が絶望に歪む。か細く白い手が、シーツをギュッと握り締めた。その伸びた左腕には包帯が巻かれていたが、そこから今回の怪我とは違う種類の傷が顔を覗かせている。ケロイド状の痕から察するに、過去に重度の火傷を負ったのだろう。

「わからないの？」

　瞳をゆらゆらと揺らして、少女はわずかにうなずいた。

　なんと記憶がないという。国王夫妻の後ろに控えていたベティは沈ちん鬱うつそうな面持ちで口元を押さえた。

　重傷を負った上、記憶まで失っているとは、なんと不憫だろうか。医師は頭を打った様子はないと言っていたから、盗賊に襲われたことによる精神的なショックかもしれない。

　国王夫妻はその少女をしばらく宮殿に置いて、記憶の回復を待つことにした。

　時が来れば思い出すだろう。誰もがそう信じて疑わなかった。

　しかし一ヶ月が過ぎ、半年が過ぎ、身体が完全に回復しても、少女は自分の祖国はおろか、名前すら思い出せずにいた。ピエトーネの国内にも捜索をかけたが、少女の家族と思われる存在は見つけられない。

　――それならば。

　国王夫妻はその少女を自分たちの娘として育てていこうと、そう決意するに至ったのだった。ふたりには王太子であるひとり息子のほかに子供がおらず、長年娘がほしいと願っていたことも後押しとなった。

　少女を傷つけないためにも、少女は国王夫妻の実子であることとし、馬車が事故に遭ったことによる怪我のショックと高熱で記憶を失ってしまったということにした。

　少女の出生に関してはかん口令が敷かれ、王宮内の誰もが胸にひっそりとしまい込んだのだ。

　領民に対しては、生まれたときから病弱だったことから、王女がいることをずっと隠してきたと説明した。

　マリアンヌと名づけられた少女は、それは美しい娘だった。歳はおそらく十二歳前後。透き通るような白い肌とブロンドの美しい髪、翡翠色の瞳には人を惹き付ける魅力があった。

　そうして一年が過ぎた頃にはよく笑うようになり、元気にはしゃぎ、ごく普通の娘と同じように育っていった。

「ねぇ、ベティ、今度街へ行ったら、お芋を掘らせてもらえることになってるの！」

「まぁ、さようでございますか。それは楽しみでございますね。ですが、くれぐれもご自分が王女であることをお忘れにならないでくださいね」

「もうベティったら、そんなことばっかり」

　愛らしい瞳はくるくると表情を変え、笑ったり怒ったりする。マリアンヌ付きの侍女となったベティは、毎日彼女の話を聞くのが楽しみで仕方がない。

　朗らかな王女が増えたことにより、以前より明るく笑い声の絶えない王宮になったのだった。




　マリアンヌは、ベティの話をどこか他人事のように聞いていた。現実味がなさすぎて、あまりにも信じられないことだったから。マリアンヌを驚かせるために、ベティがひと芝居うったのかもしれない。そう考えてみたものの、きまじめなベティがそんなことをするはずはないと思い直した。

「私がお話しできるのは、ここまでです。あとは国王陛下と妃殿下にお聞きになるのがよろしいかと思います……」

　話し切ったベティは、どこか軽やかな表情にも見えた。今まで隠してきた真実を明るみにして、肩の荷を下ろせたのかもしれない。

　それとは対照的にマリアンヌの顔は暗く落ち込んでいた。

「ベティ、正直に話してくれたことを感謝する。私はマリアンヌと話したい。少し席を外してもらえるか？」

　レオンがベティを労ねぎらうと、彼女は政務室をあとにした。

　自分を大事に育ててくれた国王夫婦が、実の親ではなかったというショッキングな話をマリアンヌはまだ理解しきれずにいる。ピエトーネでのどの場面を思い出しても、実の親同然に接してくれていたため、今さら血のつながりがないと言われてもピンとこないのだ。

　両親はいつでもマリアンヌのことを第一に考え、マリアンヌの思うようにさせてくれていた。国王は嫁に出したくないと適齢期のギリギリまでマリアンヌを手元に置き、いざ結婚となればマリアンヌの人生を保障する、最善の国を選んでくれた。

　それは十二歳離れた兄のブライセンも同様だった。歳の離れたマリアンヌへ向ける愛情は、王太子妃も嫉妬してしまうほど。マリアンヌは、そんな三人の元、大事に大事に育てられたのだ。

「マリアンヌ、不安に思うことはない。私が側についているから」

「レオン様……」

　今この場にひとりじゃないことがなによりの救いだった。それも愛するレオンがすぐ側にいてくれる。それだけで心強い。

「マリアンヌ、明朝、ピエトーネへ行こう」

　レオンが突如、思いがけないことを言う。

「……はい？」

　マリアンヌは虚を突かれたように口を半開きにした。

「ピエトーネの国王夫妻に会って確かめたいことがある」

　レオンの瞳に力が込められる。

　ベティだけではなく、ふたりからどんな話を聞こうというのか。マリアンヌにはレオンの真意が掴めなかった。




　レオンとマリアンヌは翌日の早朝、護衛の者たちを引き連れてピエトーネへ向け出発した。

「心配するな」

　レオンはピエトーネへ到着するまでマリアンヌの手をずっと握り続けた。

　フィアーコの紋章が入った豪奢な馬車が到着すると、ピエトーネの王宮がにわかにざわめく。その中からフィアーコの王太子とマリアンヌが降りてきたものだから、いったい何事かと侍従たちは大わらわだった。

　すぐさま謁見の間に通され、ふたりの前に国王夫妻が現れる。

「これはこれは、レオン殿下、ピエトーネまでようこそいらっしゃいました。マリアンヌ、その後変わりはないか？」

「……はい、おかげさまで。お父様もお母様もお変わりのないご様子で安心いたしました」

　ふたりの前でどんな顔をしたらいいのだろうかと悩んでいたことが嘘のように、笑顔でいられているマリアンヌは自分に驚く。『どうして本当のことを隠していたの！』と責める気持ちにもまったくならなかった。それどころか、ふたりに会えた嬉しさが込み上げてくる。

　それはきっと、瀕死の状態のマリアンヌを救い出し、我が娘のようにここまで育て上げてくれたことに対する感謝の気持ちと、これまでに築き上げた確かな信頼関係があるからこそだろう。

「婚礼の儀まであとわずかであるな。ところでレオン殿下、マリアンヌまで一緒とはどういうことですか……？」

　アンニバーレが不思議そうにすると、レオンは胸に手を当て一礼し、「人払いをしていただけないでしょうか？」と申し出た。

　アンニバーレとヴァネッサが顔を見合わせる。

　わざわざ遠くのピエトーネまでやってきたのだ。ただごとではない。アンニバーレはレオンの言うとおりに謁見の間から側近や侍従たちを出し、神妙な面持ちで王座に座り直した。

「マリアンヌのことで伺いたいことがございます」

　ふたりは再び顔を見合わせた。レオンの言葉になにかピンときたのか、今度は不安に色塗られる。

「……マリアンヌのこと、というと？」

　アンニバーレが顎をぐっと引きながら尋ねる。

「七年前のことです」

　レオンのそのひと言で、ふたりの顔から血の気が引いていく。ふたりとも不意を突かれたような顔だ。

　マリアンヌはレオンがなにを探ろうとしているのかわからず、ただ黙ってレオンの側に控えていた。

「高熱によって記憶を失ってしまったとマリアンヌから聞きましたが、それは事実とは違うのではないですか？」

　鋭い指摘をしながらも、レオンは努めて穏やかな口調だ。

　突然の質問にアンニバーレとヴァネッサは唇を震わせながら、どう答えるべきか考えあぐねている。

「無礼を承知で申し上げます。マリアンヌは、国王夫妻の実の娘ではないのではございませんか？」

　決定的なひと言がふたりから完全に言葉を奪った。泳いでいた目はピタリと止まり、唇は半開き。人形と見まがう様子だった。

「お父様、お母様、どうか本当のことをお聞かせください」

　マリアンヌが必死に訴える。

　ベティから話を聞いたが、直接両親の口から真実を知りたかったのだ。どこかにまだ、そんなのは嘘だと思う気持ちがないとは言い切れない。

「マリアンヌ……」

　アンニバーレとヴァネッサは悲しげな表情でマリアンヌを見つめた。

　どのくらい時が過ぎたか。

「……どうしてそのことを？」

　アンニバーレがようやく言葉を取り戻す。そのセリフは、マリアンヌを実子ではないと認めるものだった。

「実はベティから……といっても、彼女が自ら話したわけではありませんので、どうか責めることはなさらないでください」

　そう断りを入れてから、レオンがベティとのやり取りを細かく話すと、ひと言も口を挟むことなく、ふたりは黙って聞いていた。

「……レオン殿下の言うとおりだ」

　アンニバーレの肩から力が抜ける。

「大事なことを黙っていて申し訳なかった」

　首を小さく横に振りながら、アンニバーレは大きなため息を吐いた。

「マリアンヌ、隠していて申し訳なかった」

「マリアンヌ、本当にごめんなさいね」

　ふたりが続けざまにマリアンヌにも謝罪する。ヴァネッサにいたっては目に涙を浮かべていた。

「いいえ。私、大切に育ててくださったことをとても感謝しています」

　マリアンヌは本当の娘ではないのかもしれないなどと疑うことなく、今日まで生きてきた。今さらふたりの愛情を疑う気はない。

「マリアンヌ、私たちはあなたを心から本当の娘だと思っているんですよ」

　ヴァネッサの言葉にマリアンヌの瞳が揺れる。ヴァネッサの深い愛は、ここで暮らしていたときから痛いほどに伝わっていたから。

「はい、お母様……。大切に育ててくださり感謝の言葉しかありません。お父様とお母様の元で暮らせて本当によかった……ありがとうござ……」

　最後は言葉にすらならなかった。胸の奥から込み上げてくる想いが、涙となって溢れる。

「マリアンヌ！」

　ヴァネッサがマリアンヌの元に走り寄り、彼女を抱き締めた。マリアンヌは変わらぬ温もりをそこに感じて、さらに胸が熱くなる。マリアンヌは母であるヴァネッサの胸に顔を埋め、溢れてくる涙に頬を濡らした。

　ずっとこの温もりの中にいた。この腕に抱かれることで、どれだけ安心できたことか。血のつながりなどというものがなくても、そこには愛が通っていた。それはなにがあっても揺らぐものではない。

「……レオン殿下、もしやマリアンヌとの結婚を取りやめたいと、今日はここへいらしたのか……？」

　アンニバーレの顔が再び曇る。

「いいえ。そのつもりは毛頭ございません。私はなにがあろうとも、マリアンヌを愛することには変わりありません」

　真っすぐな眼差しでレオンがはっきり答えると、国王夫妻は溜飲を下げた。

「それを聞いて安心した。では、マリアンヌが私たちの実子ではないことを確かめるためだけに来られたのだろうか？」

　レオンが首を横に振る。ぐっと顎を引き強い視線でふたりを見た。

「……国王陛下、数年前にタカマッサという国があったのを覚えていらっしゃいますか？」

「もちろん。フィアーコとの友好関係が盤石だった国だ。何年か前にフィアーコに統一されたと記憶しているが……」

　アンニバーレが答える。

　マリアンヌは結婚が決まった際にフィアーコの歴史を学び、そこで初めてタカマッサのことを知った。ただ、どうしてその国の話が今、レオンの口から出てくるのかはわからない。

「タカマッサの国王夫妻が七年前に亡くなっていることはご存じですか？」

「いや、それは知らなかった。ふたり揃って……とは？」

　アンニバーレが興味深そうに身を乗り出す。

　ピエトーネは周りを山に囲まれた小国。地形的なことが原因で、近隣諸国の情報が伝わりにくい一面を持っている。タカマッサの国王夫妻が亡くなっていた話も、アンニバーレは初耳だった。

「ふたりだけではありません。ひとり娘も一緒でした」

「……なんと、そうであったか」

　ふたりは苦しそうに顔を歪めた。

「ですが、その娘だけは遺体が見つからなかったのです」

「遺体が見つからない……？」

　どういうことかと首を傾げる国王夫妻に、レオンはタカマッサの国王一家が盗賊に襲われたときのことを話した。

「では、盗賊がさらったということか」

「いえ、そうではありませんでした」

　レオンが言うには、派遣したフィアーコの部隊が数日後に盗賊を捕らえたが、護衛もろとも殺害したと証言したそうだ。盗賊は姫の身柄を拘束していなかった。

　ところが、彼女の遺体だけ見つからない。

「レオン殿下は、なにを言いたいのか」

　国王はレオンの真意が読めず、その目を真っすぐレオンへ向けた。

　レオンは表情を引き締めて背筋を伸ばす。

「マリアンヌはその王女、クレアなのではないかと申し上げたいのです」

　マリアンヌが「えっ……」と声を漏らす。

（私が、その王女……？　レオン様の許嫁だったというクレア様……？）

　国王夫妻は驚きに目を丸くしたまま、どこかに意識が飛んでしまったよう。

　三人とも時が止まったようにその場で固まってしまった。

「マリアンヌが保護されたのは、七年前の十月三日頃ではございませんか？」

　国王夫妻が揃って息を呑み、目を見開く。口に出さずとも、ふたりの表情がそのとおりだと言っていた。

「クレアは幼い頃、誤って私が倒した燭しょく台だいによって腕に大きな火傷を負いました。それが、マリアンヌの腕にある火傷の痕と非常に似ているのです。クレアもマリアンヌと同様に翡翠色の瞳をしておりました。初めてマリアンヌを見たとき、どこか似ていると思いながらも、まさかクレアだとは思いもしませんでしたが、十二歳当時のクレアの面影が残っている。記憶を失ってしまったのは、おそらく盗賊に襲われたときのショックが原因ではないかと考えます」

　レオンはそこでマリアンヌを見つめた。あたたかい眼差しだったが、マリアンヌはまだ混乱の最中にいた。

　クレアにも同じ火傷の痕。

　遺体が見つかっていない。

　面影が似ている。

　マリアンヌがピエトーネに保護された時期と、事件が起きた時期がほぼ一緒。

　それらのことがマリアンヌの頭でぐるぐると回る中、ハッと、あることが彼女の迷いを寸断する。

　会う前からレオンにどうしようもなく惹かれていたのは、意識下にクレアの記憶があったからではないか？

　そんな考えがマリアンヌの中に芽生えた。

「そういえば……」

　ヴァネッサが不意に立ち上がる。

「マリアンヌが倒れていた場所に残されていたものが……」

　侍女を呼び、ヴァネッサがなにかを持ってくるように指示をした。

「マリアンヌをペテル山で保護したとき、不思議に思ったのだ。どうしてこんな険しい山に年端もいかない少女がいるのか、と」

　アンニバーレが記憶を紐ひも解とくように話しだす。

「あの山は商業貿易の道として使われていたために、それを狙った盗賊が出ることでも知られていた。つまり、一般の民があえて通るような道ではないということだ。今思えば、近隣諸国の王族や貴族の線をあたればよかったのかもしれない」

　アンニバーレは悔やむように唇を噛み締めた。

「……盗賊征伐にはレオン殿下も行かれたのか？」

「タカマッサの国王一家が襲われたときには遠くの国へ赴いておりまして、事件を知ったのは何日もあとだったのです」

　レオンはそれが心残りでもあった。自身が征伐に動いていれば、クレアに関する手がかりをなにか手に入れられていたかもしれないと。生きている可能性を信じ、各国に通達を出すべきだったとも。

　夫妻とレオンの話を茫ぼう然ぜん自じ失しつで聞いていたマリアンヌをヴァネッサが抱き締める。

　新事実を突きつけられて動揺していたマリアンヌは、彼女に抱かれることでなんとか気持ちを踏ん張っていられるような状態だった。

（私がクレア様だなんて……そんなことが本当にあるの……？）

　信じられない一方で、記憶の奥底に眠るレオンへの想いがそれを裏づけているとも感じていた。

　しばらくして侍女に手渡されたものをヴァネッサがレオンへと差し出す。

「これがマリアンヌの側に落ちていました」

　それは白いハンカチのようだった。血痕なのか、ところどころがうっすらと茶褐色になっている。

　レオンはそれを広げ、カッと目を見開いた。

「……間違いない」

　そうポツリとつぶやき、マリアンヌを見る。

「マリアンヌはクレアだ」

　レオンの眼差しは、マリアンヌが胸を痛めるくらいに切なかった。

「これは、クレアの十二歳の誕生日に私があげたハンカチなのだ」

　そう言ってそれをマリアンヌに興奮気味に見せる。バラの刺繍が施されていたそのハンカチを手に取り、マリアンヌは凝視する。

（……これはレオン様がクレア様に差し上げたもの。そしてそれは、私が倒れていたところに落ちていた……）

　マリアンヌはハンカチをギュッと握り締めた。

　憶測だけの話ではない。マリアンヌがクレアだという物的証拠も出てきた。疑う余地がどこにもなくなったのだ。

　ただその事実を突きつけられても、マリアンヌはそう簡単に頭も心も切り替えられずに複雑な表情を浮かべていた。突然、自分が本当は別の国の王女だったのだと言われて、すぐさま納得できるものではないのだろう。〝クレア〟だったときの記憶がないのだから。ピエトーネで〝マリアンヌ〟として暮らしてきた七年しか、マリアンヌは自分の人生を知らない。

「レオン殿下、今一度確認したいのだが」

　アンニバーレがレオンを一心に見る。

「複雑な事情を抱えたマリアンヌを、それでも妃として迎え入れる気持ちに、変わりはないだろうか」

　ひと言ずつ確かめるようにゆっくりと問う。

　レオンは姿勢を正し、「はい」と力強く答えた。

「これは運命の導きだとしか思えません。この奇跡に心から感謝いたします」

「……と言うと？」

「実はクレアは私の許嫁だったのです。幼い頃から何度となく国を行き来し、妹のようにかわいがっておりました。当時から愛くるしい少女でしたが、大人の女性に成長した美しいマリアンヌ……いえ、クレアの明るさにずいぶんと助けられました」

　レオンは、彼女がフィアーコに来てからのことを回顧していた。

　その隣で愕然としているマリアンヌは、中身が変わったわけではないのに、突然クレアという見知らぬ人になってしまったことが受け入れられず、レオンの言っていることも耳を素通りしていく。

（私はどうしたらいいの……？）

　考えるほどに迷路に陥る。

　不意に急激な目め眩まいに襲われ、マリアンヌはその場にうずくまった。

「マリアンヌ！」

　レオンが瞬時に彼女を抱き留める。

　マリアンヌはそれにうなずきながらも、遠ざかる意識を留めることはできなかった。




　眩しい光が降り注いでいた。その光を浴びながら白いアーチを抜けると、青々とした芝生が広がり、カラフルなパラソルの下には白亜のテーブルセットが置かれている。

　そこは見覚えのない庭園だった。

　それなのにどこか懐かしさを覚えるという矛盾。

「クレア、こっちにいらっしゃい。走り回るから髪の毛がぐちゃぐちゃよ。直してあげるわ」

「はーい、お母様」

　無邪気に笑う少女が母親へと駆け寄り、木製の椅子に腰を下ろす。

「これからレオンが来るんだから、かわいらしくしておかなくちゃ。お転婆だと嫌われちゃうわよ」

「えー？　だけどレオンは、私と結婚したいと言っているから平気よ」

　髪を直してくれている母親を振り返り、少女が軽く唇を尖らせる。その唇はさくらんぼのように赤くて可憐だった。

「まぁ、そうなの？」

「そうよ。会うたびにいつも私を『かわいい、かわいい』って言ってるし」

「まぁ！」

　母親はコロコロと転がるような笑い声を立てた。

「ほら、動かないで」

「はーい。レオンにもっとかわいいって言ってもらえるようにお願いね」

「はいはい」

　ふたりの幸せな笑い声がどんどん遠ざかっていく。降り注いでいた眩まばゆい光も次第に弱まり、いつの間にか消えてなくなった――。




　マリアンヌが目を開けると、そこはほんの一ヶ月前まで暮らしていた場所だった。

　ここはピエトーネ。マリアンヌの自室だ。

　天蓋付きのベッドには、マリアンヌの大好きなバラの刺繍が精せい緻ちに施され、美しいドレープを見せている。天井の四隅にはファロン家の紋章が金箔で描かれ、金箔青銅の飾り付きの大理石でできた暖炉には火が焚かれていた。

　そしてマリアンヌの傍らにはレオンがいる。

「やっと目を覚ましてくれたか」

　レオンにそう言われ、マリアンヌは自分が倒れたことを思い出した。

　さっき見た夢はなんだったのか。クレアと母親を遠くから見ているようだった。とても懐かしくて、とても穏やかな夢。

　レオンが安堵したようにマリアンヌの頬に手を触れる。とてもあたたかい手だった。

「……ごめんなさい」

「いや、マリアンヌが謝ることではない。むしろ、突然あんな話をして悪かった。驚くのも無理はない」

　マリアンヌは力なく首を横に振った。

　ゆっくりと身体を起こすと、レオンは「大丈夫か？」と心配そうに手を貸してくれた。そして、そのままマリアンヌを抱きすくめる。

「とにかく生きていてくれてよかった」

　もう二度と会えないはずのクレアが、再びレオンの前に現れたのだ。レオン自身も戸惑い、そしてなにより嬉しかった。

「……レオン様。私は本当にクレアなのでしょうか」

　身に覚えのない話は、マリアンヌを当惑の波間へと連れ去っていた。

　亡くなってもなお、レオンに愛され続けているクレアが羨ましかった。クレアを想い続けたレオンのままでもいい。そう覚悟してレオンの側にいた自分が、突然そのクレア本人だと言われたのだから、うろたえないほうがおかしいだろう。

　レオンは彼女を引きはがし、優しい笑みを浮かべた。

「戸惑う気持ちもわからなくはない。だが、おそらく間違いない。このハンカチを持っていたことが、なによりの証拠だ」

　レオンは先ほどヴァネッサからもらい受けたハンカチを彼女に見せた。

　真っ赤なバラの刺繍。それは、フィアーコのバラ園に咲いている花のように可憐で気高い。

「以前も話したことはあるが、翡翠色の瞳はクレアそのもの。優しい眼差しにも、この柔らかな唇にも面影が残っている」

　レオンの指先が頬から唇へと伝う。

「それに……」

「……それに？」

「あのオルガンのメロディを懐かしいと感じることもクレアであることの証だ」

　レオンが離宮で奏でていたパイプオルガンだ。初めて聴いた曲のはずが、なぜか懐かしく感じた。不思議なことに、今でもメロディを口ずさむことができる。

「私が作った曲をマリアンヌが知るはずはないのだから」

　レオンは首をわずかに横に振りながら、マリアンヌを愛おしそうに見つめた。

「これでよくわかったよ。マリアンヌにどうしようもなく惹かれた理由が」

　レオン自身も不思議だったのだろう。忘れたはずの笑顔を自然と取り戻しつつあったことも、マリアンヌを拒めなかったことも。顔を合わせる度にマリアンヌを愛しく感じていたことも、ようやく理由を掴めたようだった。

「マリアンヌ……」

　レオンの声がマリアンヌの心に切なく響く。

　胸が苦しいのは、マリアンヌにクレアの頃の記憶がないせいだろう。自分が本当は何者なのか、自分自身で答えを見つけられずにいる。マリアンヌは急に真っ暗闇の中に突き落とされたような感覚だった。

　右も左もわからない。これからどうしたらいいのかも。

　ほんの少しでも当時の記憶が残っていれば、これほど不安にならずに済んだはずなのに。

「レオン様、ごめんなさい。私、クレアのことがわからないんです。どうしたらいいのでしょうか……」

「無理しないで少しずつ思い出せばいい。私はマリアンヌがクレアであろうがなかろうが、愛していることに変わりはないから」

「……本当ですか？」

　マリアンヌはそれが一番不安だったのだ。

　もしも自分が本当はクレアじゃなかったら？　クレアだと名乗る別の人物がほかに現れたら？　そう考えるととてつもなく恐ろしい。

　レオンの愛情が消えてしまうことがなによりも怖かった。

「約束する。本当だ」

「私はマリアンヌのままでいてもよろしいんですか？　レオン様はそれでも愛してくださるんですか？」

「もちろんだ。クレアではなく、これまで通りマリアンヌと呼んだほうがよければそうしよう」

「レオン様……、ありがとうございます」

「愛しているよ、マリアンヌ」

　クレアだという確証を掴んでいるのに、最上級の愛の言葉に〝マリアンヌ〟と呼んでくれたことがマリアンヌには嬉しかった。

　肩の力が抜けたようにマリアンヌが笑みをこぼすと、レオンは表情を引き締めて「だが……」と言葉を続ける。

「私はマリアンヌをクレアだと思って接するから、そのつもりでいてくれ」

「……え？」

　名前は呼ばないが、マリアンヌをクレアとして扱う。その意図がいまひとつわからず、マリアンヌは小首を傾げた。

「こういうことだ」

　レオンはそう言うなり、マリアンヌを引き寄せる。さっきよりもしっかりと抱き留めた。

　そこに力強さを感じ、マリアンヌの鼓動が速まる。

「もう私の側から離れるな」

　レオンの甘く切ない声が耳の奥に響き、マリアンヌの胸が震える。

　どうしようもないほどにレオンを愛しく感じる。〝氷の王太子〟と呼ばれるレオンに会ってすぐに惹かれたのは、やはり心に眠るクレアの記憶のせいだったのだろう。

　マリアンヌも自分の腕をレオンの背中へと回した。

「レオン様……」

　つぶやくように名前を呼ぶ。

「ゆっくりでいい。私に全部預けてくれ」

　レオンはマリアンヌの髪を優しく撫でた。

「……私は、レオン様にお会いしたときからそうしています」

　不意にマリアンヌを引き離したレオンの両手が彼女の肩に置かれ、顔が近づく。

　ひときわ大きく弾む鼓動。その先への期待にマリアンヌの胸が高鳴る。

「もう遠慮はしない」

　言うなり奪われるようにキスされた。顔の角度を変えては口の中でレオンの舌が暴れる。歯列の裏を舌でなぞられた瞬間、マリアンヌの身体に電流が走ったような感覚が突き抜けていく。『遠慮はしない』という言葉どおりの激しく熱いキスだった。

「んっ……」

　自分でも信じられないような甘い吐息がこぼれ、夢中でレオンにしがみつく。荒々しくなる舌使い。マリアンヌはその動きに必死になって応えたのだった。




　ピエトーネで一泊し、マリアンヌたちはフィアーコへと戻っていた。

　着いた自室で、マリアンヌはソファにゆっくりと腰を下ろす。

　レオンと深く愛を確かめ合い、マリアンヌの心は満たされていた。

　自分がクレアだという衝撃的な事実に驚き、激しく戸惑ったことは確かだが、レオンの揺るがない愛情を知り、マリアンヌは幸せに満たされていた。

「ところでマリアンヌ様、ピエトーネではいったいどのようなお話をされてきたのですか？」

「……うん」

　紅茶を淹れてくれたベティが、マリアンヌの返答を興味深そうな眼差しで待つ。

　どこからどう話したらいいのか、マリアンヌはしばらく考え込むようにしてから、ポツリポツリと話し始めた。

　マリアンヌが国王夫妻の実子でないことは知っていたベティだが、まさかタカマッサの王女だったとは思いもよらないことだった。その王女はレオンの許嫁であり、しかも本当の両親は殺されていたなどと。

　しばらく待ってみてもベティの金縛り状態が解けないので、マリアンヌは微笑んで「驚くわよね？」と声を掛けてみた。

　それが動きだすきっかけになったか、ベティは口を即座に閉じ、いつもの冷静な表情を作る。そして、マリアンヌへとゆっくり視線を向けた。

「そんな大変なお話を聞かされて、マリアンヌ様のお心は大丈夫ですか？」

　慈愛に満ちたベティの目を見て、鼻の奥がツンとする。マリアンヌはそこでようやく自分が気を張っていたことに気づかされた。

　レオンと愛を確かめ合って幸せを感じる裏で、実の両親が亡くなっていた事実に心を痛めていたのだ。優しい言葉を掛けられて、その強張りが瞬間和らぐ。

「……うん、ありがとう、ベティ」

　それでもなんとか涙はこらえた。

　マリアンヌのそんな様子に気づいたベティが、マリアンヌの手を強く握る。

「戸惑われて当然なのに、マリアンヌ様はなんとお強い方なのでしょう」

　取り乱すことのないマリアンヌを見て、ベティは感心してしまった。

　だがそれは、ベティの買いかぶりだ。本心では未だに戸惑っているが、マリアンヌは気丈に振る舞っているだけのこと。

「けれど思い起こせば、初めてマリアンヌ様を見たときに高貴なお方なのでは？という印象を受けたのは事実です。傷だらけで意識を失くされているというのに、どこか凛として美しかったので、タカマッサの王女だという話にうなずけます」

　マリアンヌを傷つけないようにしたいというベティの気持ちは、痛いほどに伝わっていた。

「なるほど、それで合点がいきます」

　ベティが首を大きく縦に振る。自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「なにが？」

「レオン殿下のマリアンヌ様へのご寵愛ぶりでございますよ」

　それはマリアンヌも身をもって知っていることだ。ピエトーネから戻ってこのかた、マリアンヌに向けられる視線も言葉も、すべてが砂糖漬け菓子のように甘い。

「マリアンヌ様のことが愛しくて愛しくてたまらないといったご様子です」

　第三者にそう言われると、余計に照れ臭い。自分の頬に触れると、カッと熱を持ったのを感じた。

「だから余計に、クレアの記憶を取り戻したいの」

「レオン殿下のお側にいらっしゃるのですから、少しずつ思い出されるに違いありません」

　ベティが明るい顔ではっきり言う。

「……そうかしら」

「ええ、そうでございますよ」

　力強いベティの言葉にマリアンヌも笑顔を見せた。

「そうよね。きっといつの日か」

　マリアンヌはベティの手を握り返す。

　ふたりで笑い合ったところで、ベティは思い出したように口を開いた。

「ところで、これから私はクレア様とお呼びしたほうがよろしいのでしょうか？」

「ううん。マリアンヌで大丈夫。レオン様が、『自分がクレアだと思える日までは、変わらずマリアンヌと呼ぼう』って。だから王宮の人たちにもまだ内密にしているの」

　マリアンヌがシーッという仕草で、自分の唇に人差し指を立てる。

「レオン殿下は、誠にお優しいお方でございますね」

　ベティはしみじみと言ったのだった。




「バラ園へ行こう」

　レオンから誘われたのは、晩餐を終えて部屋へ戻ろうというときだった。

　バラ園へは、ここへ来たばかりの頃に一度訪れたきり。マリアンヌはふたつ返事でうなずいた。

　満月の庭は、思ったよりも明るい。レオンに腰を抱かれて歩くマリアンヌは、次第に強くなるバラの香りを鼻からいっぱいに息を吸い込んだ。高貴な香りが胸に広がる。月に照らされたバラのアーチが幻想的だ。

　マリアンヌが思わず「綺麗」とつぶやくと、レオンがその横顔を見て微笑む。

「……クレアは、ここのバラが好きだった」

　当時の記憶はないが、マリアンヌもピエトーネにいた頃は母の大切にしている花々が咲き誇る庭園で過ごす時間が好きだった。そこでベティに紅茶を淹れてもらい、ゆったりと流れる時間に身を委ねたものだ。

　アーチを抜けたところでマリアンヌがふと足を止める。

「この色、とっても綺麗」

　ロゼット咲きで紫と赤の中間色のバラがみごとに花開いていた。

「ポートランドだ。濃厚な香りを備えている」

　レオンの説明を聞きながら、マリアンヌは伸ばした手を反射的に引っ込めた。

「痛っ！」

　棘とげに触れてしまったのだ。

「大丈夫か？」

　レオンがマリアンヌの手を掴み、躊躇いもせず彼女の指先を口に含んだ。

「レオン様！」

　すぐさま引き抜こうとしたものの、レオンに阻まれた。

　マリアンヌの全神経が一本の指に集中する。心臓までもがそこに移動してしまったかのように、指先がドクドクと脈打った。

　棘が刺さった痛みが、急激な引き潮のように消えていく。そのかわりに今まで味わったことのないような感覚が訪れた。甘く、それでいて胸が震える。同時に、どこかでこの光景を見たことがあるような気がした。

　指先にレオンの温もりを感じながら、マリアンヌは魂が抜けたように立ち尽くす。

　ちょうどそのとき薄い雲が満月にかかり、辺りが薄暗くなった。記憶を探る、あてのない時間旅行がふと途切れる。

　レオンは唇を離し、「幼い頃と変わらないな」と笑った。

「……では、よくこうしてレオン様に棘を取っていただいたのですか？」

「ああ。このバラ園を駆け回っては、よく棘を刺していた」

　やはりそうだった。頭の片隅に残るレオンの唇の感触を、マリアンヌは知っていた。

　ひとつでもクレアにつながるものを持っていることが嬉しい。自分が本当にクレアなのだとしたら、レオンとの思い出はほかにどんなことがあるのだろう。

「どうかしたのか」

　難しそうな表情をして考え込んでいるマリアンヌの顔を、レオンが心配そうに覗き込む。

「あ、いえ……。この光景を見たことがある気がしたものですから」

　レオンの顔がパッと華やいだ。

「本当か？」

　マリアンヌの肩を掴み、レオンが真剣な表情で聞き返す。

「はい」

　マリアンヌがコクンとうなずくと、レオンは嬉しそうに笑った。

　その笑顔も、きっとマリアンヌの記憶のどこかに眠っている。ならば、それを取り戻したい。

　ひとつの小さな記憶の欠片かけらをきっかけとして、マリアンヌは強く思った。

「レオン様、私、クレアのことをもっと思い出したいです。レオン様と過ごした時間を忘れたままにしたくない」

　切実な願いだった。

　肩に置かれたレオンの手に、マリアンヌが手を重ねる。

　レオンの瞳が切なく揺れた。

「……そうだな。でも無理することはない」

　おそらくレオンは、マリアンヌを気づかっている。本心では思い出してほしいに違いない。亡くなったとばかり思っていた大切なクレアが、七年の時を経てこうして目の前にいるのだから。

「いえ、無理をしたいのです。レオン様との思い出を忘れたままなんて、あまりにも悲しすぎますから」

「思い出はこれからふたりで作っていけばいい」

　レオンの優しい眼差しがマリアンヌを包み込む。レオンは右手を伸ばし、マリアンヌの頬に触れ目を細める。

　マリアンヌはレオンの優しさが嬉しかった。それでもやはり、過去のものも諦めたくはない。覚えていないから余計に知りたくなる。レオンとクレアがどんな会話を交わしていたのか。なにに笑い合ったのか。

　雲に隠れていた満月が再び姿を現し、存在を消し去っていた辺りの光景が、ふっと浮き上がっていく。月の白い光を浴びたレオンは、幻想的なバラ園を背景にしてさらなる美しさを放った。

　マリアンヌはその姿に思わず目を奪われる。

「どうした、マリアンヌ」

「あ、いえ……レオン様があまりにもお美しいものですから……」

　すぐに視線を逸らしてうつむきながら、マリアンヌは恥ずかしそうに言った。

「それを言うならマリアンヌのほうだ。幼い頃から愛らしかったが、今のマリアンヌはその比ではない。おかげで気づくのが遅れてしまったよ」

「……そんなことありません」

　マリアンヌが首を横に振る。

　レオンは熱い眼差しを送りながら、マリアンヌの頬に触れた。

　マリアンヌはゆっくりと目線を上げていき、そこでレオンから目を逸らせなくなる。色香を放つコバルトブルーの瞳に吸い込まれてしまうんじゃないか。そう思ったときだった。

　レオンの指先がマリアンヌの顎を持ち上げ、ゆっくりと唇が重なる。

　夜に冷やされた唇はすぐに熱を帯びていき、感情を高ぶらせていく。静かな夜に、ふたりの息づかいだけが聞こえていた。










蘇る記憶




　レオンからタカマッサへ行くことを提案されたのは、ピエトーネ行きから一週間ほど経った朝のことだった。

　バラ園で棘を刺したときに断片的に戻った記憶は、それきりなんの兆候も見られない。クレアが幼少期を過ごしたタカマッサを訪れることが、なんらかのきっかけになるかもしれないとマリアンヌは期待に胸を膨らませた。

　今回はお忍びのため、マートひとりが護衛につくことになった。

「マリアンヌ様が、タカマッサのクレア様!?」

　マリアンヌの真実を告げると、マートは腰を抜かしそうなほど驚き、しばらく言葉を失くした。

「まだマリアンヌにそのときの記憶は戻らないのだが、ピエトーネの国王夫妻を訪れて確かめてきた。マリアンヌはクレアだ」

　レオンがきっぱりと断言すると、マートは「そうでございましたか……」と感慨深げにマリアンヌを見つめる。マリアンヌがその視線に戸惑っていることに気づくと、「し、失礼いたしました」と腰を深く折った。

　ベティは心配でたまらないといった様子で最後まで一緒に行きたいと粘っていたが、レオンに逆らえるはずもない。『くれぐれもマリアンヌ様をよろしくお願いします』とレオンとマートに何度も頭を下げて無事を祈っていた。

　マートが御ぎょ者しゃ台だいで手綱を握ると、馬車がゆっくりと進み始める。

　レオンはマリアンヌの手を握り、それを自分の膝の上に置いた。

　タカマッサはフィアーコからひたすら森の中を走り抜けた先にある。タカマッサが近づくにつれて、期待に膨らんでいたマリアンヌの胸には、じわりじわりと緊張の波が押し寄せてきた。

「不安か？」

　マリアンヌの様子を察したレオンが優しい目を向ける。

「はい、どんなところなのか覚えていないので……」

　記憶は取り戻したいが、亡くなった両親の面影に触れ、自分の心がどうなってしまうのかという不安もある。楽しい記憶の先には両親の死があるからだ。

「タカマッサは先の動乱よりずっと以前から、フィアーコとは友好関係にあったんだ。前国王の時代からだから、それこそ五十年にも及ぶ」

　レオンはマリアンヌの手をギュッと握り締め、タカマッサのことを話し始めた。

　タカマッサは造船業が盛んな国で、フィアーコの鉱山で採れた金の貿易には欠かせない存在であった。タカマッサが造る船は、海を隔てた遠くの大陸にまで輸出され、そういった面からも、財政的には比較的安定した国だった。

　国王一家の予期せぬ不幸により、国の行く末を決めるにあたって大臣たちは何度となく話し合いの場を設けたが、王族の純粋な血筋は途絶えており、協議は難航。そこに赴いたのが、フィアーコの王太子レオンだった。

　のんびりとしていては、造船業を狙う他国から攻め込まれないとも限らない。それならば、友好関係にある隣国のフィアーコが統一し、軍事的にも最強の後ろ盾を得る道がいいのではないかと打診したのだ。タカマッサの民たちの強い希望があったことも決め手のひとつとなった。

「フィアーコとしても、できる限りのことをしていきたいという強い思いがあったんだ。タカマッサは国王一家が残した大切な国だから」

　レオンがマリアンヌを見つめる。

「……タカマッサを救ってくださり、ありがとうございました」

　自分がクレアだという自覚はまだ持てないが、マリアンヌが微笑みで返す。そう言わずにはいられなかった。

　同時に、十代という若さで、国の統一などという大きな話をまとめてしまうレオンの政治的手腕に驚くとともに、マリアンヌはレオンの妻になれることを誇りに思った。




　馬車が出発してまもなく一時間が経過しようという頃だった。

　窓の外へと視線を投げかけたマリアンヌは、そこで既視感に襲われる。林の向こうに建つ白亜の館に見覚えがあったのだ。一階と二階の表側には等間隔に柱が並び、ステンドグラスが光を放っている。

「レオン様、クレアもこの道を通ったことはありますか？」

「もちろん。あそこに見える立派な館はリーゼン侯爵邸といって、タカマッサの王室とは縁のある方だ。クレアは幼い頃からよく遊びに行っていたし、私も何度か一緒に訪れたことがある」

　やはりそうだったのだ。この道は馬車に揺られて通ったことがある。マリアンヌは今確かにそう感じた。

「……この場所がわかるのか？」

　なにかを期待するようにレオンの目に光が宿る。

「はい、この道を通ったことが……。あの館にも見覚えがあります」

「それは本当か！」

　レオンの顔がパッと華やぐものだから、マリアンヌは申し訳ない気持ちになる。

「いえ、しっかりと思い出したわけではないのですが……」

　レオンは穏やかに微笑み、安心させようとマリアンヌの手を握った。

「これから行くのは、そのリーゼン侯爵邸だ。子供のいない侯爵夫妻はクレアを実の娘のようにかわいがっていたんだ」

　子供の頃に何度となく訪れた場所。そこで夫妻から幼少期の話を聞いたら、なにか変化が訪れるかもしれない。

　マリアンヌは淡い期待を胸に、リーゼン侯爵邸へ降り立った。

「まあ！　レオン殿下ではございませんか！」

　侯爵夫人は王太子の突然の来訪に驚き、慌てて侍女に侯爵を呼ぶように伝える。

「なんだね、騒がしいこと」

　でっぷりとせり出したお腹をさすりながらリーゼン侯爵が現れた。

「リーゼン侯爵、ご無沙汰しております」

　レオンが胸に手をあて目礼をする。

「これはこれはレオン殿下！　この度はご結婚が決まったとのこと、誠におめでとうございます」

「ありがとうございます」

「もしや、そちらのお方が……」

　夫妻の視線がマリアンヌへと移る。

「マリアンヌと申します」

　クレアをよく知っているふたりに『マリアンヌ』と名乗るべきか、『クレア』と名乗るべきか一瞬迷ってしまったが、マリアンヌはドレスをつまんで膝を折り曲げた。

「まあ！　やっぱり！　噂に違わずお美しい方でございますわ！」

　夫妻の顔に明かりが灯ったようになる。

「……それで、おふたりがわざわざこんなところまでいらっしゃるとは、どういった風の吹き回しでしょう？」

　喜びも束の間、侯爵は判然としないようにふたりを見比べる。

　マリアンヌが困ったように隣に立つレオンを見ると、レオンは「侯爵夫妻にお話ししたいことがございます」と神妙な面持ちで告げた。

　案内された侯爵邸の応接の間には真っ赤な絨毯が敷かれ、天井からは豪奢なシャンデリアが吊るされている。ロココ調のテーブルには美しい木彫りが施されていた。

「なんと、ピエトーネのマリアンヌ様が……あのクレア様だったとは……」

　レオンの話を聞き終えた夫妻は放心したようにマリアンヌを見つめたかと思えば、立ち上がりふたり揃ってマリアンヌの元へ歩み寄る。そして侯爵夫人が不意にマリアンヌを抱き締めた。

「生きていてくれて良かった……。ありがとう」

　一緒にいた両親は亡くなっているというのに、自分だけが生き残ってしまったことを心苦しく思っていたマリアンヌは、夫人のあたたかな腕に包まれて胸が熱くなった。

　思えば、この温もりも遠い昔に感じた気がする。お日様のようにあたたかく、抱き締められているだけで安心する感覚をマリアンヌは知っている。それは、記憶を取り戻したいという願望による錯覚なのかもしれない。だが、マリアンヌは心が落ち着いていくのを確かに感じていた。

　夫人はマリアンヌを引き離し、まじまじと凝視する。

「美しい翡翠色の瞳も絹のようなブロンドの髪も、クレア様そのもの。面影が色濃く残っておりますわ」

　マリアンヌは「ですが、まだ記憶が戻らないのです……」と夫妻の期待に応えられないことがもどかしかった。

「それが不安なのね」

「……はい」

　レオンはマリアンヌがクレアではなくとも愛していると言ってくれたが、自分がクレアだと確証が掴めた以上、真の自分を取り戻したい。

「大丈夫よ。レオン殿下のお側にいらっしゃれば、じきに思い出せるわ。だって、当時のレオン殿下のクレア様へのご寵愛ぶりは私たちから見ましても嘆息ものでございましたから」

　夫人が意味深に笑う。マリアンヌがレオンを見てみれば、彼はほんのりと頬を赤くし慌てて目を逸らした。

「そういえば、こんなことがありましたわね」

　ソファへと戻った夫人は、楽しそうに話し始めた。




　およそ八年前。クレアが十一歳の頃だった。

　王宮を抜け出し、馬に乗ってひとりでリーゼン侯爵邸へ遊びにきていたクレアは、庭で夫人と優雅に紅茶を飲んでいた。

「これからここへレオンが来るの!?」

　音を立ててカップをテーブルへ置いたクレアが、思わず立ち上がる。

「ええ、そうなの」

　夫人の返答にクレアは嬉しくて仕方がない。ほんの一ヶ月ほど前に終わった戦の後始末で多忙を極めているレオンと最後に会ったのは、二週間も前のことだ。

　戦から無事に戻ってきて喜んでいた矢先、今度は平定した諸外国へ赴き、協議を重ねるという大役をレオンは担ってしまったのだ。おかげでようやく遊び相手が帰ってきたと思ったら、また留守がち。クレアは寂しい思いをしていた。

（こうしちゃいられないわ。久しぶりに会うレオンを驚かせちゃおう）

　ちょっとしたいたずら心がクレアをそそのかす。紅茶をひと思いに飲み干し、クレアは「行ってくるわ」と夫人に言い残し、席を立った。

「クレア様！　レオン殿下が戻られるのは夜でございますよ！」

　もちろんクレアには、夫人のその言葉は耳に届いていなかった。クレアはどこかに隠れて、探しにくるであろうレオンを驚かそうと考えたのだ。

（どこがいいかしら……。家の中だときっとすぐに見つかっちゃうし。……そうだわ！）

　クレアが思いついたのは、侯爵邸の敷地内にある百メートル四方の大きな厩きゅう舎しゃだった。その奥には、さまざまな道具が保管してある大きな倉庫がある。そこへ隠れよう。

　クレアはスキップをしながら厩舎へ向かい、馬たちに「こんにちは！」と挨拶をしながら奥にある扉を開けた。そこは以前、かくれんぼをしたときにクレアがレオンに見つけられた場所でもある。

（ここならきっと私を探しているうちにレオンが見つけてくれるわ。ドアが開いたら「わっ！」って驚かせちゃおう）

　クレアはワクワクしながらドアを閉め、馬と土の匂いがする中、片隅にある木箱の上にちょこんと座った。

　レオンはいったいどんな顔をして驚くだろう。落ちそうなほど目を見開くだろうか。それとも地面にしりもちをつくだろうか。

　そんなことを考えながら心を躍らせる。

（早く来ないかしら……）

　ところがいくら待ってみても、レオンがリーゼン邸にやって来る気配がしない。立ったり座ったりを繰り返しながら耳を澄ませ、外の様子を窺う。そうしているうちに一時間が経過していた。

（レオンったら、いったいどうしたの？）

　ワクワクしていたのは最初だけ。そのうちクレアは、隠れて待つことに飽きてしまった。

（……ここにいるのはやめようかな）

　ついに諦めたクレアが、外へ出るためにドアを開けようとしたときだった。

「あれっ？　開かない。……どうして？」

　建付けが悪くなったのだろう。なんとドアが開かないのだ。引っ張っても押しても、ガタガタと音を立てるだけ。

「ちょっと、嘘でしょう!?」

　諦めずに細い身体で体当たりをしてみるが、びくともしない。

「誰か！　ねえ！　誰かいらっしゃらない？」

　ドアを叩いてみたものの、誰かが気づく様子はない。それもそのはず。この厩舎はリーゼン邸から離れているうえ、クレアが身をひそめた倉庫は一番奥。声は建物によって遮断されてしまうのだ。

「どうしよう……」

　夫人はすぐにでもレオンがやってくるような口ぶりだったというのに、いったいどうしたというのか。

（このまま誰にも気づかれなかったらどうしよう……）

　クレアは急激な不安に襲われた。

　そうこうしているうちに倉庫内にうっすらと夜の闇が忍び寄ってくる。じきに見つけてくれるだろうという期待が暗転していった。木箱の上に膝を抱えているうちに、今度は瞼が重くなっていく。倉庫の中は、すっかり夜に呑み込まれていた。




　――ドンドンドンドン！

　そんな物音がクレアの目を覚ます。すっかり寝入ってしまっていたクレアは、自分が今どんな状況に置かれているのか一瞬わからなかった。

「クレア！　中にいるのか！　おい！　クレア！」

　レオンの声だった。

「レオン！」

　やっときてくれた。クレアは声の限りに名前を叫んだ。

「ドアが開かないの！」

「今出してやるから待ってろ。後ろへ下がれ」

　ドアの向こうからレオンに指示され、クレアは倉庫の端へと身を寄せた。

　――ガゴッ！　バキッ！

　そんな音がした次の瞬間、破壊されたドアからレオンが飛び込んでくる。

「クレア！」

「レオン！」

　迷わず抱きつくと、レオンもその逞しい腕をクレアへと回した。その傍らには、レオンのロングソードが転がる。それでドアを叩き切ったのだ。

「どうしてこんなところに」

「隠れてレオンを驚かそうと思ったの。そうしたらレオンは来てくれないし、ドアは開かないし……」

　そのときの心細さを思い出し、クレアがレオンにしがみつく。

　それに応えるようにレオンも強く抱き締め返した。

「心配したんだぞ」

「……ごめんなさい」

「頼むから、二度とこんな真似はしないでくれ。生きた心地がしなかった」

　レオンの切実な声がクレアの耳の奥へと響く。

　クレアは申し訳ない気持ちと、レオンにこうしてまた会えて良かったと安堵の気持ちでいっぱいだった。

　遠方から戻ったレオンが到着したのは二時間ほど前。クレアがリーゼン邸にいることを聞きつけたレオンだが、クレアの姿がどこにもない。夫人によると、おそらく馬に乗り、ひとりで王宮に戻ったのだろうということだった。

　ところが、王宮へ行ってもクレアの姿が見つからない。もしや何者かにさらわれたのではないかと、レオンの部隊で付近一帯の捜索が大規模に行われることになった。

　そうしているうちにクレアの乗ってきた馬がリーゼン邸の厩舎につながれている報告を受けたレオンは、そこでピンときた。以前かくれんぼをしたときに、クレアが倉庫に隠れていたことを。

　そうしてクレアは無事に助けられたのだった。




「あのときは本当にどうなることかと思いましたわ。ねぇあなた」

「ああ、本当に」

　当時、夫人とクレアがお茶をしていたときに不在だった侯爵は、帰ってくるなり大騒動になっていることに驚かされ、レオンの部隊とともに捜索にあたったのだ。

　話し終えた夫人が思い出しては微笑み、楽しそうに「ふふふ」と笑い声を立てる。

　そのときの記憶のないマリアンヌだが、なんとも肩身が狭い。ピエトーネにいた頃もおとなしくじっとしているほうではなかったが、それは幼少期も変わらないのかと恥ずかしかった。

「かくれんぼなんて子供っぽいことをいたしまして、お恥ずかしい……。今からでもお詫び申し上げますわ」

　マリアンヌが思わず謝罪すると、「そこがクレア様の愛らしいところでしたから。ね？」と夫妻が笑い合う。

「明るく天真爛漫で、いらっしゃるだけでその場がパッと明るくなるお人柄で、それはこうして七年ぶりにお会いしても変わらぬ印象でございます」

　夫人にそう言われ、隣からはレオンのあたたかい眼差しが注がれ、マリアンヌはなんだかとてもむず痒い。自分のとりえは明るさだと自負していたが、それを改めて言われると照れてしまう。そして、そんな話を聞き、やはり自分はクレアなのだという実感も湧いてくる。

「それにしましても、あのときのレオン殿下の必死の形相は今もよく覚えておりますわ」

　レオンが照れたように頭を下げる。そんな顔を見たことのないマリアンヌがつい見入っていると、レオンはその手を取りギュッと握り締め微笑みを返した。

「本当にクレア様を心から大事にされていて、その仲睦まじさには周囲の者も幸せな気持ちにさせられましたもの。そのおふたりが今こうして再会され、ご結婚されるだなんて……」

「亡くなられた国王夫妻のお導きに違いない」

　侯爵夫人が涙ぐみハンカチで目尻を拭う。リーゼン侯爵は大きくうなずきながら夫人の肩を引き寄せた。

　まさに亡くなった実の両親が起こした奇跡だと、マリアンヌ自身も感じ始めていた。幼い頃に結婚を約束されていたふたりが不幸な事件により引き裂かれ、再び出会って恋に落ちる。寝物語で聞かされるおとぎ話のようなことが自分自身に起ころうとは、誰が考えようか。

　この運命的な出会いを大切にしていこう。マリアンヌはそう誓った。




　リーゼン邸の門扉で待機していたマートとともに、再び馬車は動きだす。そして、レオンに抱き上げられ馬車から降り立ったのは、タカマッサの北西部に位置する『サン・レピ大聖堂』だった。

「ここには国王夫妻の墓があるんだ」

　ゴシック様式で建てられた聖堂の中央部には鎮座した聖母マリアと、その周りを取り囲む天使が描かれている。王族たちの墓は、ここの王室礼拝堂にあるのだ。

（ここに本当のお父様とお母様が……）

　マリアンヌは、なんとも言えない気持ちになる。

　レオンに肩を抱かれて中へ入ると、広い空間にはステンドグラスから柔らかな日差しが降り注いでいた。マリアンヌたちを神聖な空気が包み込む。

　レオンに案内されて二階部へ足を進めていくと、レオンはある場所で足を止めた。

　そこに並んでいるのは大理石によるふたつの大きな石碑と小さな石碑。ふたつは国王夫妻、小さいものはクレアのものだ。それぞれの名前と共に聖母マリアが刻まれ、そこに静かに佇んでいた。

「ここにマリアンヌ、いや、クレアの両親が眠っている」

　マリアンヌはその場に跪き、石碑に手を当てた。なぜかうっすらとあたたかい。

「お父様、お母様、来るのが遅くなってごめんなさい……」

　そんな素直な言葉がマリアンヌの口から漏れると同時に、頬を涙が伝っていく。マリアンヌは不思議と悲しみ一色に塗られた気分にはならなかった。それよりも、尊く慈しみ深い思いが込み上げる。過去を思い出すことに対する恐怖が薄らいでいく気がした。

　クレアの人生に残っているのは最期の辛い記憶ばかりではない。生みの親とのあたたかい思い出も、レオンとの輝かしい思い出も、すべてが今の自分につながっているのだ。それを素直に受け入れられる気持ちが湧いてくる。

　マリアンヌの肩に優しく置かれたレオンの手から温もりが伝わり、マリアンヌを勇気づけた。

　どこから迷い込んだのか、ふたりの前にふと二匹の白い蝶が現れ、マリアンヌの周りをひらひらと舞い始める。それは少し離れたかと思ったら、再びふたりのほうへ近づき、まるでなにかを訴えているかのようにも見えた。

「もしかして……お父様とお母様……？」

　マリアンヌはなぜかそう思った。

　返事をするように、マリアンヌの前で円を描いて蝶が舞う。

　マリアンヌ――クレアがここへ来ることをずっと待ち望んでいたのかもしれない。離れ離れになったクレアをふたりでここに待ち続け……。

『幸せになりなさい』

　そう言われた気がした。




　聖堂を出ると、馬車で待っていたマートがマリアンヌの顔を見て、目を見張った。おそらくそれは、フィアーコを出たときに不安一色だったマリアンヌの表情が、晴れ晴れとしているからだろう。まるで憑き物が落ちたようだ。

「マート、お待たせしてごめんなさい」

　声にも張りがある。

　礼拝堂で両親と〝対話〟したことで気持ちを昇華させたマリアンヌを見たレオンもまた、明るい表情だった。

　ふたりは顔を見合わせて微笑み合う。

「次はどちらへ参りましょうか」

「今来た道を引き返し、途中二手に分かれたもう一方へ行こうと思う」

「承知いたしました」

　走りだした馬車は快調に来た道を戻っていく。

「レオン様、私を両親の眠る元へ連れていってくださり、ありがとうございました」

　正直、最初は怖かった。実の両親がすでにこの世を去っているというのに、その記憶すらない自分がそこへ行って、ふたりは歓迎してくれるのだろうかという不安があったのだ。

　けれど、それは杞き憂ゆうに終わった。石碑に触れたときのあたたかさが、両親のマリアンヌ――クレアに対する奥深い愛情のように感じられたから。今思い出しても、マリアンヌの胸に底知れぬ愛情が溢れてくる。

「マリアンヌ、私は、キミがクレアの記憶を取り戻せなくても構わないと思っている。ただ、クレアがどういう幼少期を過ごしたのかは知っていてほしい」

　レオンの眼差しがマリアンヌに注がれる。

　そこにレオンの願いが込められていることをマリアンヌは理解していた。レオンがどれほどクレアを大切に思っていたのかを伝えたいのだろう。

「はい。私ももっと知りたいです」

　レオンの想いを。

　レオンと過ごした時間を。

　レオンの手がマリアンヌの頬に触れる。マリアンヌが目を閉じると同時に、唇が重なった。触れ合うごとに愛しさが増していく。それは尽きることのない水をたたえた泉のように、あとから際限なく湧く。

　すぐに唇を離したレオンは、そのままマリアンヌを引き寄せた。




　続いて一行が到着したのは、旧タカマッサの離宮だった。

　七年前の統一のあとから王宮には誰も住まわなくなったが、離宮は王族の姻戚関係にある者が住んでおり、建物も当時のまま現存している。

　噴水が設置された庭園から仰ぐ離宮は、風ふう光こう明めい媚びなタカマッサの自然と一体となり、壮観な姿を見せていた。

　あいにく夫妻は不在だったが、せっかくだからと、侍女がお茶をもてなしてくれることとなった。

　離宮の中庭はとにかく広く、白いアーチが青い芝生によく映える。

（この光景は確か……）

　マリアンヌの頭によぎったものがあった。そう、あれは確かレオンと一緒にピエトーネへ赴き、自分がクレアではないかというショッキングな話を聞いて倒れたときに見た夢。そのときの光景が今、マリアンヌの前に広がっていた。

　青い芝生。白いアーチ。その近くには木製のテーブルセット。

（私、この場所を知っているわ）

　そう確信した。

　侍女が淹れてくれた紅茶にバラの花びらが浮かんでいる。

「まぁ、バラだわ」

　思わずそう口にすると、侍女が「この離宮にはレオン殿下がお持ちになったバラが、少しばかりですが花をつけております」と説明してくれた。

　なんと、ここにもレオンのバラがあるという。

　マリアンヌが驚いてレオンを見ると、ニッコリと笑みを返された。

　侍女が下がり、マートも含めた三人だけとなる。護衛のためについてきたマートも、最初は恐縮していたが同じテーブルに着いていた。

　淹れてもらった紅茶に口をつけたとき、ふとあるワンシーンがマリアンヌに思い出される。

『おいしい』と笑うレオンを見て、無邪気に笑う幼いクレア。レオンは、バラの花びらを浮かべたティーカップを手にしていた。

　ずっと以前にも、自分たちはこうして花びらを浮かべ紅茶を飲んでいたのだろうか。

　時が止まったかのように動きの止まったマリアンヌを見て、レオンが「マリアンヌ？」と声を掛ける。

「どうしたのだ」

「あ、はい……。実は今、少し思い出したことがあったのです」

「マリアンヌ様、なにか思い出されたのですか!?」

　マートがガタンと椅子を鳴らすほど驚いたものだから、すぐにレオンに『黙れ』とばかりに目で制止された。マートもまた、純粋にマリアンヌの記憶回復を願っているがための小さな失態だ。

　マリアンヌが夢に見た光景のことを話し、昔も紅茶にバラを浮かべて飲んでいたことを思い出したと告げると、レオンは顔をほころばせながら「確かにそんなこともあった」と静かにうなずいた。

　一緒に話を聞いていたマートがタイミングを見計らって立ち上がり、「先ほどは失礼いたしました」と頭を下げたときだった。

「あっ！」

　マートの手がカップをかすめたことで、紅茶がこぼれてしまったのだ。二度目の失態。慌てたマートは自身の胸元からハンカチを取り出す。

「マート！　ハンカチが汚れちゃうわ！」

　マリアンヌが思わず手を伸ばしたところで、そのハンカチに施された刺繍に、一瞬目が留まる。赤い目をした青い獅子の紋様が描かれているように見えた。

　マリアンヌの視線に気づいたマートが、ハンカチを即座に胸元に戻す。

「ありがとう、マート」

「あ、いえ……。そ、それにしましてもレオン殿下は本当にお幸せ者ですね」

　マートはレオンとマリアンヌの意識を不自然に逸らした。

「こんなにお美しくお優しい方を妻として迎え入れるのですから。氷のようだった殿下が笑顔を取り戻されるのも当然です」

　紅茶で潤い、喉の調子が良かったのかもしれない。マートは滑らかな口調でそこまで言ってから、ハッとして口をつぐんだ。顔は正面を向いたまま、おそるおそるといった様子で目だけレオンへと動かす。その目が捕えたのは、ムッとした表情のレオンだった。

「〝氷〟で悪かったな」

「も、申し訳ございません！」

　レオンが嫌味っぽく言うと、マートは平身低頭して謝罪を口にした。

　マリアンヌは口に手を当ててオロオロとしてふたりを眺める。

　しかし、そんなに心配するような事態にはならないようだ。レオンはすぐに表情を解いたのだ。怒るようにしたのは見せかけだったのだろう。

「冗談だ」

　レオンが鼻を鳴らす。

「……はい？」

　恐々と顔を上げたマートはそこで笑顔のレオンと目が合い、どうしたらいいのかわからない様子で頭を激しく掻いた。

　そんなふたりを見ながら、マリアンヌがクスクスとかわいらしい笑い声を立てる。

　マートは、さらに動揺したように目を白黒させた。

「マリアンヌ、マートからのプレゼントがあるぞ」

　急に話を振られ、マートはなんのことかと目を点にする。そしてしばらく目を宙に彷徨わせてから、パチンと手の平を叩いた。ごそごそとカゴを漁り、紙袋を取り出す。

「こちらでございます、マリアンヌ様」

　マリアンヌはポカンとしながらレオンを見た。

「メイのスコーン」

「え!?」

　あまりの嬉しさに、マリアンヌが座ったまま飛び上がる。

「今朝早く、メイに頼んで焼いてもらったそうだ」

　マートは照れ臭そうに鼻の下をこすった。

「まぁ……嬉しい……」

　わざわざ自分のために早起きして用意してくれたのかと思うと、マートにもメイにも感謝しかない。

「心からお礼を言うわ。ありがとう、マート」

「いえ！　マリアンヌ様に喜んでいただければ、もうそれだけで十分です」

　誠心誠意お礼を言うマリアンヌに、マートは顔をデレデレにした。

「マートもおひとつどうぞ」

　紙袋からひとつ取り出し、最初にマートへ差し出す。

「いえ！　私は大丈夫でございます！　これはマリアンヌ様へ差し上げたものですから！」

　マートは定規でも入っているかのように真っすぐに伸ばした。

「いいから召し上がってちょうだい」

　袋の中には四つも入っている。レオンがひとつ食べるとしても、さすがにマリアンヌひとりで三つは無理だ。

「おいしいものは大勢で食べたら、よりおいしくなるのよ」

「マリアンヌがそう言っているんだ。手を出せ」

　ふたりからそう言われれば、マートも断る理由はない。

「はい！」

　喜び勇んで両手をマリアンヌへ差し出した。

　マリアンヌは続けてレオンにも手渡し、自分もすぐに頬張る。

（……何度食べても本当においしい。フィアーコ随一、いえ、大陸一だわ）

　満足そうに食べるマリアンヌを、レオンもマートも微笑ましく見ていた。

「マリアンヌは本当にメイのスコーンが好きなんだな」

「大好きです」

　そう言ってから、大きく口を開けて大胆にかぶりつく。レオンが見ていることを忘れ、夢中でひとつを平らげてしまった。




「そろそろフィアーコへ戻ろう」

　マリアンヌたちは離宮をあとにし、フィアーコへに向けて出発した。

「やはりタカマッサへ連れてきて正解だったな」

　レオンは満足そうに窓の外へ視線を投げかける。マリアンヌもレオンと同じ方へ視線を向け、その記憶をたぐり寄せるように思いを馳せた。

　少しずつ集まっていく記憶の欠片。ピエトーネにいた頃にはその一片すら思い出せなかったが、レオンの側にいることで不思議と次々に蘇ってくる。マリアンヌ――クレアにとって、レオンの存在が大きかったことの証だろう。

　時間をかければ、きっとすべてを思い出せるに違いない。

　マリアンヌがそう確信したそのとき、不意に馬車が停車した。

　どうしたのかと、マリアンヌとレオンは顔を見合わせた。その直後、マートが勢いよく降りたのか馬車がぐらりと揺れ、争うような声が聞こえてくる。

「マリアンヌはここで待っているんだ。いいか、絶対に出るんじゃないぞ」

　レオンの眉は吊り上がり、目には異様なまでの力が込められる。今まで見たことのない、殺気に満ちたような顔だった。

「レオン様……？」

　マリアンヌが不安に声を震わせる。

　レオンは側に置いてあった剣を握り締め、馬車から飛び降りた。直後にぶつかり合う金属音。

　マリアンヌの心臓が嫌なリズムを刻み始めた。

（もしかして、盗賊……！）

　怒号と剣の交わる音を聞いているうちに、マリアンヌの身体がガタガタと震えだす。頭が割れるように痛い。こめかみにドリルのような鋭いものを押し付けられている感覚だった。鼓動は暴れ、頭が破裂しそうになる中、なんとか意識を保つ。

（……レオン様が……危ない……！）

　マリアンヌの身体が反射的に動いた。馬車の中にあったもう一本の剣を握り、おぼつかない足で馬車を降りる。無我夢中だった。

　盗賊らしき者たちは三人いた。マートにはひとりが襲いかかり、レオンはふたりを相手にしていた。マリアンヌが馬車から降りたことに気づいたそのうちのひとりが、不気味な顔で近づいてくる。

　マリアンヌはその瞬間、身体が硬直してしまった。

「マリアンヌ！」

　レオンもマリアンヌに気づき、ひとりを相手にしながら目を大きく見開く。

　レオンを助けなければ！と思うのに、マリアンヌの足は動かない。両手で剣を握り締めたまま、震える膝でなんとか立っているような状態だった。

「マリアンヌに指一本でも触れたら、ただではおかぬぞ！」

　レオンの声が静かな森の中に響き渡る。

　目を血走らせた盗賊が、マリアンヌに向かってこようとしたそのとき――。

　マリアンヌの脳裏に、あるシーンが再生される。




　バタバタと倒れていく護衛の者たち。盗賊の前に立ちふさがったのはクレアの父、タカマッサの国王だった。

『クレア！　早く逃げろ！』

『でも！』

『いいから早く！』

　叫ぶ父の声にクレアが駆けだす。必死でその場から逃げ、後ろを振り返ったそのとき、父の胸に盗賊の剣が突き立てられた。そして続けざまに、母にもその剣が向けられる。

『お父様ぁっ！　お母様ぁっ！』

　悲鳴に近い叫び声を上げた拍子に、盗賊の目がクレアを促える。

『クレア、お願い！　逃げて！』

　母の叫び声で我に返ったクレアは、そこから逃れようと再び足を前へ出した。山道を逸れ、藪の中を突き進む。暗闇の中、どこまで来たのかわからない。ただ必死に走っていると、不意に木の根に足をとられ、クレアはすぐ脇の崖の下へと転がり落ちていく――。

　それはまさしく、マリアンヌが失ったクレアの記憶だった。




「いやぁぁぁっ！」

　マリアンヌの手から滑り落ちた剣が、彼女の足元に転がる。マリアンヌは頭を抱えてその場にうずくまった。

「マリアンヌ！」

　レオンの声を聞くのを最後に、マリアンヌは意識を手離した。




　ひとりで立っていた。いろいろな光景が四方をものすごい速さで流れていく。

（……あれはお父様だわ。……あ、お母様もいる……）

　それは、タカマッサ国王夫妻の姿だった。

　離れたくないと言って駄々をこね、公務をする父親の膝に乗るクレア。宮殿の庭で母とお茶を飲むクレア。

　泉のごとく次々と溢れてくるどのシーンも、幸せな色で満ちている。

　そして、バラ園にはレオンがいた。美しく咲き誇るたくさんのバラに囲まれ、優しい眼差しがクレアに注がれる。

『クレア、キミが大きくなったら結婚しよう』

『うん！　レオンのお嫁さんになる！』

　プロポーズの言葉にクレアは無邪気に笑った。




　繰り返し流れていく光景の中、ふと自分を呼ぶ声が聞こえてきた。

　でもその名前は、〝クレア〟ではない。〝マリアンヌ〟だった。

（……違う。私、思い出したの……！）

　瞼を開けると、そこには不安に染められたレオンの顔があった。

「マリアンヌ！」

　目を開けた彼女に顔を近づけたレオンは、ホッと安堵した表情だった。

「マリアンヌ、大丈夫か？」

　レオンに尋ねられ、首を横に振る。

「どこか痛いところがあるのか？」

　レオンの顔が再び曇り、眉間に深い皺が刻まれた。その隣にはベティの顔も並ぶ。

「マリアンヌ様、どこが痛むのですか？」

「レオン……」

　遠い記憶の中で、確かにそう呼んでいた。

〝レオン様〟ではない。

　レオンの眼差しに力が宿る。

「……思い出したのか？」

　レオンがゆっくりと問いかける。

　その横では、状況を悟ったベティがハッとして口を両手で覆っていた。

「……はい。盗賊に襲われたときのことも、レオン様と一緒にバラ園にいたときのことも」

　そう答えると、レオンはベッドに横になるクレアに覆いかぶさるようにして抱き締めた。

「クレア、クレア……」

　レオンから何度も名前を呼ばれ、胸の奥がキュッと縮まるように苦しくなる。

　目の前で両親の命が奪われた悲しい記憶と、レオンとの輝かしい記憶がないまぜになり、心が激しく揺れ、涙が溢れる。それでも取り乱さずに済んでいるのは、両親が亡くなっていることを事前に聞かされていたからだろう。

　悲しみに暮れるすぐ側で、自分ひとりが生かされ、こうしてまたレオンと出会えた奇跡を噛み締める。

「よく戻ってきてくれた」

「……ありがとうございます、レオン様」

　クレアは掛けられていた毛布から手を出し、レオンの背に回した。遠い昔に感じたことのある、レオンの温もりだった。

　しばらくその懐かしさに浸っていたクレアは、大事なことを思い出す。上体を起こそうとすると、レオンが手を貸してくれた。

「レオン様、どこかにお怪我は？」

　レオンの身体を確かめるようにまさぐる。

　ひとりでふたりの男と対たい峙じしていたのだ。負傷していてもおかしくはない。ところが、傷を負っているような様子はどこにも見当たらない。

「私は大丈夫だ」

　その言葉を聞いてひと安心する。

「良かった……」

　レオンは巧みな剣さばきで、自分とクレアに襲い掛かった盗賊を瞬時に制圧したそうだ。

「レオン殿下の剣の腕前は、フィアーコの騎士団にも劣らないそうですから」

　ベティに言われ、そういえばそんなことを聞かされたことがあるとクレアは思い出した。フィアーコへ来てすぐに見かけた剣術の訓練もみごとなものだった。

「マートは……？」

　クレアが意識を失う直前、マートもひとりを相手に剣を振っていたはず。彼はいったいどうなったのか。

「……マートも無事だ。腕を多少負傷しているが、命に別状はない」

　クレアが細く長く息を吐き出す。今は部屋で休んでいると聞き、ようやく安心することができた。

　捕えられた盗賊たちは、王宮の地下深くにある牢獄に収監されているという。

「レオン様、あとでマートのところへ連れていってください」

　クレアを守ろうとして怪我を負ったのなら、お見舞いをしたい。

　クレアが言うと、レオンはなぜか顔を曇らせた。

「……レオン様？」

「マートのところへ行く必要はない」

「どうしてですか？」

　クレアが食い下がると、レオンは「いや、大した怪我ではないから大丈夫だ」と言い含めた。

「……そう、ですか」

　なんとなく腑に落ちないものはあったが、レオンは今はまだ安静にするように、と言いたいのだろう。クレアはそう考えて自分を納得させた。

「ベティ、頼みがある」

　おもむろに立ち上がったレオンがベティに身体を向ける。とても真剣な表情だ。

「なんでございましょうか」

　両手を重ね、ベティはかしこまった。

「今夜ひと晩、私がここにいることを許可してもらいたい。記憶を取り戻したからこそ不安だろうから、クレアの側にいてやりたい」

　ベティは目と口を開き、ポカンとしてしまった。

　突然のお願いごとに驚くのも無理はない。結婚前にひと晩を共に過ごしたいと言っているのだから。

　ただベティも、レオンに下心があるとは思っていないようだ。すぐに穏やかな表情へと戻り、「レオン殿下がご一緒なら、マリアンヌ様――いえ、クレア様も心強いでしょう」と鷹揚にうなずいた。

　ベティの言うとおりだ。自分はクレアだとはっきり自覚したものの、頭の中の整理がまだつかない。この部屋でひとり夜を越すのは心許く、おそらく七年前に盗賊に襲われたシーンを何度も夢に見て、うなされてしまうだろう。

　レオンが側にいてくれれば、これほど心強いものはない。

「ベティ、ありがとう」

　クレアがお礼を言うと、ベティは優しく微笑んだ。

　ベティが退室してふたりきりになると、レオンはクレアのベッドに腰を下ろした。

「クレア、よくぞ生きていてくれた」

　レオンがクレアの手を取り握り締める。

「レオン様、ありがと――」

「〝様〟はよせ。さっきは〝レオン〟と呼んでくれたじゃないか」

「ですが――」

「敬語もなしだ」

　レオンがことごとくクレアを遮る。

　確かに記憶の中のクレアは、レオンのことを呼び捨てにし、言葉づかいもフランクだった。だが、いくら思い出したとはいえ、将来はフィアーコを背負って立つ王太子を相手にして、あまりにもくだけすぎではないか。幼い頃はそれで許されても、今はいい大人だ。

　クレアを育ててくれた母ヴァネッサも、国王アンニバーレには敬語で接している。

「やはり、〝様〟はお付けしたいですし、言葉遣いもこのままで」

　クレアが迷った末にそう言うと、レオンは小さく息を吐いた。

（もしかして怒らせてしまったかしら？）

　クレアが不安げにレオンの顔色を窺う。

　するとレオンは、もう一方の手でクレアの頬を撫でた。怒っているというより、諦めにも似たような表情だ。その目が〝仕方がない〟と言っているように見える。

「まぁ無理強いも良くないだろう」

「ありがとうございます」

　パッと顔を輝かせたクレアを見て、レオンは笑みを浮かべた。

「……ところで、大丈夫なのか？」

　レオンが心配そうに尋ねる。クレアの目の奥を覗き込むようにした。

　レオンは突然戻った記憶のことを言っているのだろう。

「……大丈夫、です」

　本音を言えば、大丈夫と言い切れない部分もある。両親が殺あやめられるところを思い出したのだ。七年前のこととはいえ、処理しきれることではない。

　無意識に沈んだ表情をしていたクレアに気づきレオンがそっと彼女を抱き寄せる。

「なにも怖がることはない。私がついているから」

　レオンに優しく背中を撫でられ、さざ波立っていたマリアンヌの心が次第に落ち着いていく。簡単に割り切れないことに変わりはないが、幼い頃から力強く優しい手を差し伸べてくれたレオンが側にいる。そのレオンと数日後には結婚できる。それだけで十分幸福だと思えた。

「レオン様……ありがとうございます」

　クレアは、レオンを抱き締め返すことで気持ちを伝えたかった。

　しばらくそうして抱き合ったあと、クレアが口を開く。

「レオン様、お願いがあります」

　レオンはクレアをそっと引きはがした。

「なんだ」

「昔のことを話して聞かせてくれませんか？」

　レオンが「え？」と不思議そうな顔をする。

「まだ完全には思い出せていないので、レオン様が話してくださったら、きっともっと思い出せると思うんです」

　レオンとの楽しい思い出話をいろいろと聞きたい。両親を目の前で亡くす以上の悲しい話はないだろうから。レオンの話で心が病む心配はない。

「よし、そうしよう」

　レオンは口をニッとさせて笑うと、クレアをベッドに横たわらせた。寝物語として聞かせてくれるつもりらしい。

「クレアがお転婆だったことは思い出した？」

　レオンがいたずらっぽく笑う。

　確かに、蘇った記憶の中のクレアは侍女たちの制止も聞かずに馬を乗り回してひとりで遠出してしまったり、剣術では誰にも負けなかったりして、男の子顔負けのやんちゃぶりだった。

　ピエトーネでの療養直後、すぐに馬に乗ることができたのはその経験からだろう。少女がいともたやすく馬を操るものだから、ベティをはじめとした侍女たちが驚いたのはクレアもよく覚えている。当時、自分自身でも己の運動能力にびっくりしたものだった。

　ただ、話のしょっぱなから〝お転婆〟だと言われ、恥ずかしくてたまらない。

「……思い出しましたけど、レオン様、ひどいです。もっとほかにいいお話はないのですか？」

　頬を若干膨らませながらクレアが苦情を申し立てる。

　レオンはそんなクレアを見てクククと肩を震わせた。

「魚を素手で捕まえるんだと、湖に飛び込んだことは？」

「ですから、そんな話ではなく――」

　そう反発した側から、一気に蘇る光景。

　それは、レオンの手を振り切りドレスを脱ぎ捨てた下着姿で、なんの躊躇いもなく湖に足を踏み入れていく光景だった。魚を捕まえるどころか湖底で足が滑って、頭からずぶ濡れになるという惨状だ。

　クレアの瞳が激しく揺れる。

「思い出したか」

　レオンは笑いをこらえながらニヤリという笑みを浮かべた。

「……はい」

「それから、家畜の牛の乳を無理に搾ろうとして、蹴られそうになったことは？」

「……もうやめてください」

　真っ赤にした顔をクレアが手で覆う。自分のことながら、恥ずかしくて聞いていられない。

「では、パイプオルガンのことはどうだ」

　レオンが、クレアの手を顔から外す。

「パイプオルガン……。はい、思い出しました」

　レオンはよく、フィアーコの大離宮にあるパイプオルガンを好んで弾いていた。それを側で聴いているのが、クレアは大好きだった。

　レオンの作った曲をクレアが口ずさむと、レオンが嬉しそうに目を細める。

「街や野原を自由に駆け回っていたかと思えば、私のパイプオルガンを真剣に聴き入ったり」

「自分を制御できない子供ですね……」

　クレアはさすがに自分が情けなくなった。

　もう一度その頃に戻ってやり直したい。男顔負けじゃなく、女らしさをレオンにアピールできるように……。

　クレアの顔が曇っていく。

「いや、ころころと表情を変えるクレアが、私はかわいくて仕方なかったんだよ」

「本当ですか？」

　曇ったはずのクレアの顔が一瞬でキラキラと輝く。

　レオンはそんな彼女をとても愛しいという目で見つめた。

「本当だ。この世からいなくなったとばかり思っていたクレアと、こうしてまた会えて、遠い昔に交わした約束どおりに結婚できることに奇跡を感じる」

『約束を破るのは好きではない』

　嫁ぐためにフィアーコへやってきた頃、レオンがよく言っていた言葉を思い出した。あの言葉は、クレアとの結婚の約束を叶えられなかったことを悔いていたのかもしれない。

「私も不思議な感じがしてなりません」

　もしも、このタイミングでピエトーネの鉱山が発掘されなければ。もしも、クレアの育ての国王がフィアーコと友好関係を築くことを考えなければ。クレアは未だにマリアンヌのまま。もちろん、レオンと出会うこともなかっただろう。

　この巡り合わせは決して偶然ではないと思える。いくつかの偶然が重なった必然だ。

　そう考えると、胸が打ち震えるほどにレオンへの愛しさが募る。

　不意にレオンはクレアの右手を取った。

　レオンが袖をまくり上げようとしたものだから、クレアが慌ててそれを止める。そこにはひどい火傷の痕がある。レオンには、できればあまり見てもらいたくないのだ。

　必死に隠そうとするクレアの手をレオンは優しく払った。

「改めて謝罪したい」

　そう言われてしまえば、意固地になることもできない。クレアはおとなしくされるがままになった。

　あらわになった傷痕に、レオンが慈しむように口づける。

「八年も経つというのに、これほどの痕になっているとは……。本当に悪かった」

　それはクレアが十一歳の誕生日のことだった。

　タカマッサで開かれた誕生会に招待されたレオンが、クレアを驚かせようと用意したのは、箱を開けると同時に中から人形が飛び出すびっくり箱だった。

　慕っていたレオンからのプレゼントをクレアが喜び勇んで開けると、それがテーブルの上の燭台を倒し、運悪くクレアの右腕に燃え移ったのだ。慌てて消したものの、燃えたドレスがぴったりと張りついたことで、腕に重度の火傷を負ってしまった。

「レオン様が悪いわけではありませんから。もうお気になさらないでください」

「ありがとう、クレア」

　そう言いながらゆっくりと近づいたレオンが、クレアの額にキスを落とす。瞼、鼻先と、その存在をゆっくりと確かめるように口づけ、最後に到達したクレアの唇を優しく啄ついばんだ。

「レオン様……」

　キスの合間を縫ってクレアが名前を呼ぶと、その隙を突いてレオンの舌が差し込まれる。

「……んっ」

　ゆっくりと口内をかき回され、呼吸を乱されたクレアの口から吐息が漏れては消えていく。労わるような優しいキスがクレアの心の傷も修復していくようだった。

　レオンとは何度もキスを交わしているのに、その度にレオンの違う一面を見せられ、クレアの〝もっとレオン様を知りたい〟という欲望が膨れ上がる。

　レオンはキスをしたままベッドに上がり、クレアの隣に横たわった。

「婚礼の儀が待ち遠しいよ。一刻も早くクレアが欲しい……」

　レオンは愛しそうに髪に触れ、クレアを熱く見つめる。

「……私もです」

　レオンと結婚すること。それはクレアの幼い頃からの夢だから。

　その夜、ふたりは東の空が白み始めるまで口づけを交わし続けていたのだった。




　翌朝クレアが目を開けると、すぐ側にはすでに目覚めていたレオンの顔があった。身体に巻かれていたレオンの腕がクレアを抱き締める。

　キス止まりとはいえ、初めてレオンと迎えた朝に、例えようのない幸せな気持ちを覚えた。

「……おはようございます」

「おはよう、クレア」

　レオンはクレアにコツンと額を当て、優しく微笑んだ。

「もう起きていたんですか？」

「ずっとクレアの寝顔を見てた」

「ずっと？」

「そう、ずっと」

　レオンが笑う。差し込む朝の光のせいなのか、とても眩しい。いや、光など関係はないのだ。レオンはクレアにとって、いつだって輝かしいのだから。

「クレアとこうしているのに眠れるわけがないだろう。早く婚儀を終えて、クレアを抱きたい」

　直接的な言葉を言われて、クレアは顔が熱くなる。こんな状況でぐっすりと眠れてしまう自分は、よほど神経が図太いのかと情けなくもなった。

　レオンの腕に抱かれて眠ると、心も身体も優しさに包まれて気持ちが安らかになってしまうのだ。ゆっくりと幕が下りるように眠りにつくときの、幸せな感覚が胸にしっかりと残っている。

「今はこれで我慢しているが、結婚したらそうはいかないぞ。クレアがいくら眠いと言おうが、寝かせるつもりはない」

「えっ……」

　クレアは言葉に詰まってしまった。瞬間的にキスの先を想像してしまい、胸が早鐘を打ち始める。とても恥ずかしい想像だった。

「今、ものすごいことを考えていただろう」

「レ、レオン様ってばひどい！」

　からかうレオンの胸を軽く叩くと、その手を取ったレオンが尖ったクレアの唇に不意打ちで口づける。

　そうされるだけで許してしまう自分は、レオンにはつくづく弱いと思ってしまった。

「さて、もうしばらくクレアと一緒にいたいが、そろそろ行かなくてはならない」

　起き上がったレオンの服をクレアが思わず掴む。

「……あ、ごめんなさい」

　クレアがパッと手を放すと、「続きを、と言いたいところだが、この先はもう少し待て」とレオンは自分も律するつもりで毅き然ぜんと言い、もう一度クレアにキスをした。




　コンコンコンコンと四回、ためらいがちに部屋のドアをノックする音が聞こえたのは、レオンとのキスの余韻に浸っているときだった。きっとベティだろう。

　ベッドからそろりと下りてクレアがドアまで向かうと、ドアノブを掴むすんでのところで、そーっと扉が開く。そして、中を窺うようなベティの片目が、その隙間から見えた。

「ひゃあ！」

　クレアと目の合ったベティが悲鳴を上げる。

　驚かせるつもりのなかったクレアも、その声には驚いて一歩後退した。

「ク、クレア様！　びっくりさせないでください！」

　胸を撫で下ろしながら、ベティが肩で大きく息を吐く。

　クレアは、「それはこっちのセリフよ」とクスクス笑った。

　クレアがドアを開け放つと、視線をあちらこちらに彷徨わせながらベティが中へと入る。

「……レオン殿下は？」

「戻られたわ」

「そうでございましたか」

　ベティはそう言いながら、軽く息を吐いて胸を撫で下ろした。レオンがまだ部屋にいたらどうしたものかと思っていたようだ。

　ベティは笑顔で取り繕い、何事もなかったかのように手を前で組んで立った。

「ところで、これからは〝クレア様〟とお呼びしてもよろしいのですよね……？」

　ベティが遠慮がちに確認する。

「クレアの記憶が戻った以上はそうしてもらったほうがいいと思うの。ただ、ピエトーネのお父様とお母様が付けてくださった〝マリアンヌ〟の名前をそのままなかったことにしてしまうのは、ちょっと……」

　この七年間、大事に育ててくれた両親に対してあまりにも失礼ではないか。マリアンヌだった自分も、確かにクレアの一部なのだ。その名前を完全に手放してしまうのは、クレア自身も寂しいという思いがある。

「さようでございますね……」

　ベティも、もっともだと言いたそうな様子だ。

　クレアと名乗りたい。でもマリアンヌも消したくはない。それならば……。

「ねぇ、ベティ」

　クレアの中にひとつの考えが浮かんだ。

「〝マリアンヌ〟はミドルネームとして残すというのはどうかしら」

「まぁ！　それはとてもいい考えでございますわ！」

　ベティが顔をパッとさせ胸の前で手を組む。

「ベティもそう思う？」

「ええ、それならばどちらの国王夫妻もお喜びになられるかと存じます」

　念を押したクレアにベティは大きくうなずいた。

　クレア・マリアンヌ・アルバーニ・ファロン。

　結婚後は、クレア・マリアンヌ・アルバーニ・ミケランジェリだ。

「それにしましても、盗賊に襲われたことで当時のことを思い出されるなんて、とても辛い思いをされたとお察しいたします」

　眉をハの字にして、ベティが苦しそうに顔を歪める。

「その後、お加減はいかがですか？　頭が痛んだり、どこかに不調はございませんか？」

「今のところは大丈夫よ。ありがとう。心配させてごめんなさい」

　頭が割れるように痛かったのは馬車で盗賊に襲われたときだけだが、あの痛みは思い出すだけでも辛い。振りかざされた剣で頭を突かれるのと同じような痛みなのではないか。だが、堅い殻の中に封じ込めていた記憶を呼び覚ますともなれば、それも当然かもしれない。

「クレア様がお怪我をされなくて本当に良かったです。婚礼の儀まであとわずかでございますから」

　そこでクレアはふと、大事なことを思い出した。

「……マートはどうしているかしら？」

　盗賊との戦いで負った怪我の具合はどうだろうか。

「どうでしょうか。今日くらいまではまだお部屋でお休みのことと思いますが……」

「私、お見舞いに行こうと思うの」

「クレア様ご自身がですか!?」

　するとベティは、声のトーンを落として眉をひそめた。

「それはご遠慮なさったほうがよろしいかと存じますが……。レオン殿下も必要ないとおっしゃっていましたし……」

　クレアが「どうして？」と尋ねる。

「王太子妃になられるお方が、直々に侍従を見舞うのはいきすぎた行為かと」

「なにが、どういきすぎているというの？」

　クレアの頭の中はクエスチョンマークでいっぱいだ。自分を守ろうとしてくれた人を見舞って、なにが悪いのか。

「マートは警護のために同行したのです。クレア様たちを守るのは当然の役目でございますから」

「怪我を負うのも当然だと言うの？　それじゃ、もしも命を落としたとしても『仕方がなかった』で済まされてしまうの？　私はそうは思わないわ」

　クレアが真剣に訴える。警護する者もされる者も命の価値は同じ。守られた側が敬意を表するのは当然だろう。

　ベティはぐっと言葉に窮してしまった。

「ベティは、自分の命を守ってくれた人が怪我をしても知らん顔をできる？」

　力の込められたクレアの目がベティを射抜く。

「……できませんね」

　ベティはため息まじりに答えた。

　それに気をよくしたクレアは「でしょう？」と、顔を輝かせる。

「マートのところへ案内してくれるわよね？」

　ベティは降参だった。クレアが間違ったことを言っていないだけに、これ以上引き留められなかったのだ。

「よかった。ベティが『知らん顔をできる』と言ったらどうしようかと思っちゃった」

　クレアはペロッと舌を出しておどけた。

「クレア様には敵いません。ただし、レオン殿下にはご内密にお願いいたします。私が叱られてしまいますので」

　そこで『どうして？』と聞き返して、ベティの気が変わってしまったら困る。どうやら、王太子妃というのは好き勝手に動けない立場のようだ。ベティのお願いには、クレアも「はい」と素直に従った。

　着替えを済ませ、ベティの案内でマートの部屋へと向かった。

　宮殿の西館の一階。そこにマートの部屋はあった。ドアの前にはどうしたことかふたりの衛兵がいる。彼らはクレアたちを見て、何事かとあたふたした。

　ベティがノックをすると、中からマートの声で「はい」と返ってくる。

　ドアをそっと開けてクレアが顔を覗かせると、ベッドに横になっていたマートは水揚げされた魚のように飛び上がった。怪我をしているというのに大丈夫なのだろうかと心配になる。

「マリアンヌ様!?」

　ベッドに起き上がったマートの左腕には、包帯が巻かれていた。

「マート、気にせず寝ていて。怪我の具合はどうなの？」

　クレアが制するが、マートは「いいえ、そういうわけには参りません」とベッドを降りて立ち上がる。

「マリアンヌ様にこんな不甲斐ないところをお見せするとは恥ずかしいです」

「そんなことはないわ。マートが懸命に戦ってくれたおかげで、盗賊たちを捕えることができたのですから」

　腕が立つことを認められてレオンの側近に採用されたと聞いているが、相手が相当強かったのだろう。

「それとね、クレアの記憶も思い出したの」

「……もしや、強盗に襲われたことがきっかけでございますか？」

　マートに尋ねられ、クレアがうなずく。

「そうですか。それはお辛い思いを……」

　苦しそうに顔を歪ませるマートを見て、クレアは「私は大丈夫よ」と明るく返した。怪我を負っているマートに心配は掛けたくない。

「怪我はどう？　どこか痛いところはありませんか？」

「クレア様のご心配には及びません。このとおり――うっ……」

　腕をもち上げた弾みで、マートが呻き声を上げる。

　クレアは慌ててマートに駆け寄った。

「大丈夫!?」

「あっ……はい……」

　クレアがあまりにも近づいたものだから、マートの顔が赤らむ。

「無理はしちゃダメよ。ね、おとなしく寝ていなくちゃ」

　マートが照れていることに気づかないクレアは、彼の身体をベッドに促し、横たえて毛布を掛けてやった。

「……ありがとうございます」

「ううん、お礼を言うのは私のほうですから。守ってくれてありがとう」

　クレアは身体の前で手を重ね、かわいらしく微笑んだ。

「……いえ……」

　マートが気まずそうにクレアから目を逸らす。どこか後ろめたいようにも見えた。

「どうかした？」

　マートがふと真顔になる。それが思いつめたようにも見えて、クレアは戸惑いを覚えた。

「……クレア様は本当にレオン殿下とご結婚されるのですか？」

「え……？　どうして今さら、そんなことを？」

　顔を覗き込むようにしてクレアが尋ねると、マートは一瞬のうちにいつもの人懐こい表情へと切り替わった。

「あ、いえ、なんでもありません」

　そう言って口角を上げたマートの目は笑っていないようにも見える。

（マートったら、どうしたのかしら……）

「とにかくお大事にして、早く治してちょうだいね。守ってくれてありがとう」

　もう一度お礼を言うクレアの後ろから、ベティが声を掛ける。

「クレア様、そろそろお部屋へ……」

　レオンから控えるように言われた手前、長居は無用だと言いたいのだろう。

「それじゃマート、無理は絶対にしないでね」

　クレアはそう言い残し、マートの部屋をあとにしたのだった。










企みの果てに




　その夜。クレアはレオンに伴われて、国王であるジャンピエトロに謁見していた。七年前に亡くなったと思われていた、タカマッサの姫だと報告するためだ。

「まさかマリアンヌ殿が、あのクレアだったとは」

　ジャンピエトロとマティルダは揃って唖然と口を開き、驚きを隠せない様子だった。

　失っていた記憶を取り戻したので、クレアとしてレオンと結婚したいと申し出ると、ふたりは快く賛成してくれた。

「それにしても、クレアとまたこうして会えるとは思いもしなかったな。亡くなったタカマッサの国王との約束をこれで果たせるというわけだ」

　タカマッサの国王とは、クレアが生まれた当時からお互いの子を結婚させようと約束していたそうだ。

　すっかりついえたとばかり思っていた約束が、今まさに結実する。ジャンピエトロは感慨深そうに目を細め、レオンとクレアを見つめた。




　それから二日と経たないうちに、マリアンヌが実はタカマッサのクレアだったという話は広まり、王宮内のみなの知るところとなった。

　パトリシアは、その話を聞くや否やクレアの部屋へと飛んできた。相当興奮しているようで、頬が上気している。

「マリアンヌ様がクレア様で、そのクレア様が生きていたなんて！」

　パトリシアは両手を胸の前で組み、目をキラキラと輝かせた。

「私のことを覚えていらっしゃいますか？　噴水広場近くにあった花屋の――」

「え!?　あなたは、あのパトリシアだったの!?　いつも私にこっそりと花の種をくれた？　もちろん、覚えているわ！　もらった種は、いつも王宮の庭で立派な花を咲かせてくれたもの」

　母に連れられてたびたび訪れた街の花屋。パトリシアはそこの末娘だ。

「国王ご一家が盗賊に襲われて命を落とされたと聞いたときはショックで、うちの家族はみな寝込んでしまいました。それがこんなにお美しい王女様になって、こうしてフィアーコにいらっしゃるだなんて……」

　ついさっきまで笑顔だったパトリシアは、急に涙ぐんだ。

「パトリシア、お願いだから泣かないで。そんなふうに思ってくれるなんて、私はとっても幸せだわ」

　クレアがパトリシアの涙をハンカチで拭う。

　七年の時を経て突然現れた自分をこうして快く迎え入れてくれるのだ。嬉しさと感謝でクレアは胸いっぱいだった。

「私のほうこそ幸せ者です。クレア様と再会できたうえ、侍女として同じ王宮に仕えていられるのですから。ほかにもこの王宮にはタカマッサ出身の者はたくさんおりまして、みな同様にとても喜んでおります」

「ありがとう……」

　パトリシアの手を強く握るクレアの後ろで、ベティもまた目頭を熱くしていた。

　三人をなんともいえないあたたかい空気が包み込んでいたそのとき。

「クレア！」

　そう呼ぶ声とともにレオンが部屋へ駆け込んできた。眉間に寄せられた皺、真剣な眼差しは、クレアの姿を見て瞬間的に緩む。

「どうかなさったのですか？」

　レオンが「なにか変わったことはないか」とクレアの前に立つ。

「変わったこと、でございますか？」

　ベティ、パトリシアと顔を見合わせ、クレアは「いいえ」と首を横に振った。

「……そうか」

　レオンが小さく息を吐く。

「なにかあったのですか？」

「……いや」

　レオンは否定するが、いつもより声もかなり低かった。

「正直に答えてください。そうでないと、もう一緒に食事をいたしませんから」

　どことなく重苦しい空気を払拭しようと、クレアがわざとおどけて言う。

　ところがそれでもレオンは、表情を引き締めたままだ。それを見て、クレアもただごとではないと悟る。

「……レオン様？　なにがあったのですか？」

　クレアはレオンの顔を見上げた。

　その真っすぐな眼差しに観念したように、レオンが口を開く。

「実は、捕えていた例の盗賊が消えたんだ」

「……消えたって、逃亡したということですか？」

　レオンは腕を組んで重々しくうなずいた。

「ええっ!?」

　恐ろしさのあまり、パトリシアも思わず声を上げる。

　クレアは信じられない思いでいっぱいだった。

　王宮の地下深くにある牢獄。フィアーコのそれは見たことはないが、ピエトーネでは幾重にも鍵が掛けられたうえに見張りが付き、厳重に管理されている。そこから逃げることなどどう考えても不可能だ。

　レオンによると、今朝早くに見張りの交代があった時点で、盗賊の姿がないことが判明したらしい。

「今、騎士団がしらみつぶしに王宮内をあたっているところだ。いいか、クレア。絶対にこの部屋から出てはいけない」

　レオンはクレアの肩に両手を置き、いきなり抱き寄せた。

「レ、レオン様!?」

　ベティとパトリシアが見ているというのに、しっかりと抱き留める。

「あ、あのっ……」

　クレアはどぎまぎしながら、その腕に抱かれた。

「本音を言えば、クレアの側を一時でも離れたくはないが……。今から盗賊を捕えに行ってくる」

　レオンはもうひとたび強く抱き締め、最後にクレアの額にキスをひとつ落とす。

「部屋の前に近衛兵をつかせるから心配はいらない。いいか、絶対にこの部屋を出るんじゃないぞ」

　レオンに念を押され、クレアは黙ってうなずいた。

「お、お気をつけていってらっしゃいませ」

　突然の事態に、クレアはしばらく呆然と立ち尽くす。

　ドアの向こうでは、なにかやり取りをする声が漏れ聞こえてくる。窓の外に目を向けてみれば、庭園にも騎士団が忙しなく走る姿が見えた。これまで穏やかだった宮殿内が、緊迫した様相を呈していく。

　パトリシアも侍女たちの様子を窺いに、部屋をあとにした。

「クレア様、大丈夫でございますよ」

　そう言ってクレアの手を握ったベティの手も、ほんの少し震えているように感じる。

「……そうよね。レオン様がいるし。きっとすぐに見つかるわよね」

「そうでございますよ」

　ふたりはそう言うことでお互いに励まし合う。

「クレア様、紅茶でもいかがですか？」

　気を取り直して、ベティが提案する。

「そうね。いただこうかしら」

「はい、かしこまりました」

　ベティは部屋の隅に置いていたワゴンで早速準備を始めた。

　レオンとの婚礼の儀まで、あと二日に迫っている。それまでにこの事態が終息するようにと、クレアは願うばかりだった。




　それから数時間が経とうという頃。

（レオン様はご無事かしら。早く見つかるといいのだけど……）

　部屋の外で大掛かりな捜索が行われていることを知っているだけに、心穏やかではいられない。レオンの指示に従ってクレアとベティは部屋にこもっているが、なにをするわけでもなく手持無沙汰に過ごしていた。

　間もなく陽が落ち、辺りが暗闇に包まれるというときだった。部屋にノックの音が響く。

（きっとレオン様だわ！）

　そう思ったクレアが喜び勇んでドアを開けると、そこにいたのはレオンではなくマートだった。

「マート！　腕の怪我は大丈夫なの!?　休んでいなくて平気なの!?」

　まだ包帯は巻かれたままだ。

　矢継ぎ早にクレアが尋ねると、マートは「ご心配には及びません」と恐縮した。

「こんなときにおちおち寝てなどいられませんから」

　いつもの人の好い笑顔を見せながら「クレア様はお変わりありませんか？」と気遣いを見せる。

「私は大丈夫よ。マート、まだ治っていないのだからあまり無理はしないでね。ねえ……、ところで、見張りの兵たちは？」

　ここから離れずにいるはずだが、その姿がどこにも見えないのだ。クレアは長い廊下を見回すように、首を伸ばした。

「近衛兵は別の配置についております。代わりに私がレオン殿下の命を受けました。クレア様を安全な場所へ移すようにとのことです」

「え？　ここから移動するの？」

　確かレオンは部屋から出ないようにと言っていたはずだが。

「はい。東館に盗賊がひそんでいる可能性が濃厚となってまいりましたので、ここからお連れするようにとレオン殿下から仰せつかって参りました」

「そうだったのね」

　レオンの指示ならば従わないわけにはいかない。

「一刻を争いますので、すぐにでも出たいのですが……」

「わかったわ。ベティ、行きましょう」

　クレアとベティは、急ぐマートのあとを追いかけた。

　マートが足を向けたのは、普段クレアが使うことのない通用口のようなところだった。薄暗い通路を抜け、細い階段を下りていく。

「ねえ、マート、いったいどこへ行くの？」

「この宮殿内は大変危険な状態となっております」

「え？　それじゃ宮殿から出るの？」

　てっきりどこか別の部屋へ行くものだと思っていたクレアは、つい大きな声になる。

　マートは『シー！』とばかりに、人差し指を自分の唇に当てた。ひそんでいる盗賊に気づかれては困るということだろう。クレアが「ごめんなさいね」と言うように口をパクパクして謝ると、マートはうなずきながら微笑み返した。

「早くここを出て、ふたりで安全な場所へいきましょう」

「ふたりでって？」

　意味のわからない言葉をクレアが聞き返す。

「あ、いえ……。裏に馬車を用意してあります」

　そそくさと目を逸らし、マートが小声で言う。

　まさか馬車まで用意されているとは。宮殿だけでなく、王宮から出てしまうようだ。

　周りを気にしながら、マートの足がさらに速まる。クレアとベティは置いていかれないように、ドレスの裾を引き上げて追いかけた。

　重い鉄製の扉を開けると、馬車が木に隠れるようにして停まっている。暗がりでよくは見えないが、御者台に人影も見える。

「あの馬車です」

　マートはやけに警戒しながら、クレアとベティを馬車へと案内した。ふたりを早く乗せようと焦っているようにも見える。

　近くまでやってくると、御者台にはふたりの人が座っていた。こちらを見もせず、挨拶もしない。なぜか顔を布で覆っていた。

　少しばかり気味の悪さを覚えつつ、クレアとベティは馬車に乗り込んだ。

「いったいどこへ行くの？」

「タカマッサのリーゼン侯爵邸です」

「リーゼン侯爵邸へ？」

　繰り返すクレアにマートは「はい」とうなずいた。

　どうしてわざわざタカマッサへ？との考えがよぎったが、祖国の名前とその昔よくしてくれたリーゼン侯爵の名前が出てきたことで、クレアは安心した。

　ところが、ほどなくして馬車が止められる。

「どうしたのかしら」

「ええ、本当になんでしょうね」

　ベティと顔を見合わせていると、マートが不意に馬車を降り立った。

　カーテンの隙間から窓の外を覗くと、そこは王宮の裏口付近だった。ここにも普段は衛兵がいるはずだが、その姿は見えない。もしかしたら、盗賊の捜索に借り出されているのかもしれないとクレアは思った。

「ベティ殿、ちょっとよろしいでしょうか」

　馬車にマートが顔を覗かせる。

「はい、いかがいたしましたか？」

　不審そうに首を傾げながらも、ベティが馬車から降りる。

「マート！　私はここに残っていていいの？」

　クレアが声を掛けると、マートは「はい、クレア様はその場でお待ちくださいませ」と返事をした。

（なにがあったのかしら……）

　ひとりにされたクレアは、心細さにそわそわし始めた。

「ねぇ、ベティ？　マート？」

　こらえきれなくなったクレアが呼び掛けても、返事すらない。御者台を拳で叩いてみても、そこに乗っているはずの御者は無反応だ。

（いったいなにがあったの……？）

　不安にとりつかれて腰を浮かしかけたときだった。待ち焦がれたマートが馬車に戻ってきた。

「ベティは？」

「リーゼン侯爵への贈り物を忘れてしまいましたので、取りに戻っていただきました。ベティ殿はこのあと別の馬車で来る手はずになっております」

「……そうなのね」

　マートが乗り込むと再び馬車は走りだした。蹄ひづめの音が暗闇の中に吸い込まれていく。

（リーゼン侯爵への贈り物って、いったいなんなのかしら。でも、こんな緊急事態に必要なものなの……？）

　クレアの中でふと疑問が湧き上がる。

　身を隠さねばならない状況下で贈り物をやり取りするとは思えないのだ。

「ねぇ、マート、ベティはあとから本当にリーゼン侯爵邸に来るの？」

　クレアが聞き返すと、マートは口元にだけ笑みを浮かべた。どことなく嫌な感じのする笑みだった。

　そのゾッとする顔に、クレアの胸がざわつく。

「マート……？」

「ベティ殿とはもう会えないでしょう」

「……どういうこと？」

　聞き返しても、マートは不吉な笑顔を浮かべるばかり。クレアはただならぬ状況を察知した。

「お願い、止めて！　ベティをどうしたのよ！」

　クレアが馬車のドアに手を掛ける。動いているのも厭いとわずにドアを開けた。

「クレア様！　おやめください！」

「いやよ！　ベティは!?」

　振り返ったクレアは、マートの左手によって強引に引き寄せられてしまった。包帯の巻かれている腕が、クレアの腰に回されている。

「……マート、腕……？」

「あっ……しまった。ばれてしまいましたね」

　そうは言うものの、マートは別段困ったようには見えなかった。むしろその逆で、楽しんでいるようにすら見える。

　怪我を負っているのは嘘だったのか。クレアは、なにがなんだかわからない。

「……どういうことなの？　もしかして、盗賊を逃がしたのはマートなの？」

　クレアがハッとする。

「察しがいいですね。ただ、盗賊とは違いますが」

　マートは意外とあっさり白状した。

「盗賊とは違う？　それならいったいなんだというの」

　クレアの口調が強くなる。

「侍従です」

「……侍従？　誰の？」

　レオンの侍従のはずがない。

「私のです」

　クレアの頭の中はますますパニックになった。〝私の〟とはどういうことなのか。マート自身が侍従ではないか。

「わけがわからないといった顔ですね」

　マートがクスクスと笑う。今まで見てきたマートとはどこか違って見える。これまでのマートは照れたように笑い、性格も控えめだった。ところが今クレアの目の前にいる彼は、自信に溢れて堂々とすらしている。

「それよりベティはどうしたの!?　まさか――」

　クレアは口元を手で押さえた。頭を恐ろしい想像がよぎったのだ。

　心臓が早鐘のように動きだす。唇を震わせ、マートを見た。

「大丈夫です。手に掛けてなどいませんから。薬でちょっと眠ってもらっているだけです」

　薬で眠らせた……？

　クレアは信じられないという顔でマートを見た。

「どうしてなの!?　マートはどうしてそんなことをしたの!?」

　クレアは気持ちが抑えきれず、マートに詰め寄った。

　捕らえていた者たちの逃亡を手伝い、ベティを薬で眠らせるとは。レオンに忠実だったマートがなにを考えているのか、クレアにはまったくわからなかった。

「クレア様はモンタリスクという国を知っていますか？」

「モンタリスク……」

　クレアが繰り返す。聞いたことのある国名だ。

「ピエトーネの遥か東。大陸の極東にある小国です」

　マートの説明を聞いて、クレアは思い出した。ピエトーネに鉱山が発見されたときに、マリアンヌとの婚姻を望んでいた国のひとつだ。小国であるが故に相手にされず、ピエトーネの国王アンニバーレに謁見することすら許してもらえなかった。

「私はモンタリスクの王太子、ルイードです」

　思いもしないマートの告白だった。

　ピエトーネと同様に農業を糧にしている小国であるがために、軍事力は極小。大陸でも下位の一、二を競う弱小国のため、ピエトーネと姻戚関係を結ぶことにより鉱山の権利を手に入れ、国を大きくするという野望を抱いたのだ。ところがその願いは儚はかなく散り、国は発展する道を閉ざされた。

　そのとき立ち上がったのが、王太子であるルイードだった。

　ただ、その策は決して褒められるようなものではなかった。マリアンヌを誘拐し、フィアーコを脅迫して鉱山をモンタリスクの支配下にできるよう便宜を図ってもらうというものだったのだから。

　フィアーコの軍隊の遠征中に、手引きをした鉄仮面の騎士団の者と入れ替わったルイードは、フィアーコの王宮にみごと潜入することに成功。しかも剣術が達者なことから、あっという間にレオンの信頼を得て、侍従としてめきめきと頭角を現していったという。

「……ですが、途中で計画を変えたくなったのです。鉱山が手に入ればよかったのですが、そちらはどうでも良くなりました」

　マートは妖しげにクレアを見つめた。その目から逃れなくてはならない気がして、クレアは本能的にマートから離れる。

「クレア、キミが欲しくなったんだ」

　突然口調まで変わったマートが、クレアを抱き寄せる。

「や、やめて！」

　クレアは悲鳴に近い声を上げて、その手を払った。

「でも驚いたよ。マリアンヌが、実はタカマッサのクレアだなんてね。これも運命かもしれない。幼い頃に会ってひと目惚れしたクレアが、また目の前に現れたのだから」

　なんと、マートとは幼い頃に会ったことがあるという。

　そんな記憶のないクレアは、首を横に振り続けることしかできない。

「タカマッサへ行った帰りに、本当はレオンを討ち取るつもりだったんだ」

「なんて恐ろしいことを！」

　クレアが声を荒らげる。

「そして、そのままキミを奪ってモンタリスクへ連れ去ろうとね。ところが突然、叫び声を上げてキミが倒れたものだから動揺して手元が狂ったよ」

　左腕の傷は、自分の剣で誤って切りつけたものだったらしい。それも、ごく浅い傷。

　クレアが気を失ってしまったことで延期になった計画を、マートは今夜実行に移したのだ。

「それじゃ、街で塔から鉢植えを落とすように指示したのも、あなたの仕業なの？」

　あのときもレオンが狙われたように見えた。

「そのとおりです」

　マートが恥ずかしげもなくあっさりと白状する。

　次々と明かされる事実に、クレアは頭がついていかない。

「そういうわけで、クレアは今から私の妻になる」

「そんなのおかしいわ！　私はレオン様との結婚が決まっているのに！」

「だからこうしてキミを連れ去ったのさ。婚儀の前にね」

　マートは悪びれる様子もなく、ニヤリと笑った。

「まだ、レオンの物にはなっていないだろう？」

　マートの指先がクレアの頬をなぞり、クレアは「やっ……」と顔を背けた。

「ベティから聞いたよ。クレアはレオンとの婚儀が終わるまでは純潔だとね。その前に私がクレアの身体を奪ってしまえば、レオンはキミを妃として迎え入れるわけにはいかないだろう。なんせフィアーコは大陸一の大国。他国の目もあるだろうから、穢けがれた妃はいらない」

　マートはクククと肩を揺らして笑った。

　クレアの背筋を嫌な汗が伝う。

「で、でも、今にレオン様が助けてくれるはずだわ！」

　クレアは震える心をなんとか押し殺し、強気に言い放った。

　ベティが目を覚ませば、マートがクレアを連れ去ったことがレオンに報告される。そうすればきっとすぐに。

（大丈夫よ……。絶対にレオン様は来る……）

　クレアは自分に言い聞かせた。それでも不安に押しつぶされそうになるのは、馬車がどんどんフィアーコから遠ざかっていくせいだろう。

「レオンが私の仕業だとわかったところで、連れ去った先まではわからないだろう。私の正体を知らない限り、追いかけてくることは困難だ」

　マートが自信たっぷりに言って笑う。

　クレアは唇を噛み締めた。確かにそのとおりだと思ってしまったから。

「だからもう諦めて、潔く私の物になるんだ！」

　マートがクレアの肩を無理やり引き寄せる。ぎらついた目は血走り、髪は総毛立っていた。

「いや！」

　懸命にマートを押し返そうとするが、力で敵うはずもない。クレアはマートの腕の中にすっぽりと包み込まれてしまった。ガッチリと回された腕はビクともしない。

「離して！」

「そうはいかないよ！　やっと手に入れられるんだ！」

　クレアの顔を乱暴に自分へと向けさせる。そのざらついた手はクレアの嫌悪感をいっそう増幅させた。マートが口の端に嫌な笑みを浮かべながら、クレアに顔を近づける。

（いや！　やめて！）

　必死に顔を背けて抵抗していたときだった。ガツンという衝撃が馬車を襲う。次の瞬間、馬車は横滑りをして急停止した。クレアたちの身体も軽くバウンドする。

「何事だ！」

　マートが声を荒らげ、カーテンを開けて外を覗く。

「なに!?」

　マートは慌てたように馬車から降りていった。

　不安に駆られながら、おそるおそるクレアも窓の外を覗く。

「レオン様！」

　クレアは思わず声を上げた。馬に乗ったレオンだったのだ。

　必ず助けに来てくれると思っていた反面、もう会えないかもしれないという恐怖もあったクレアは、我を忘れて馬車から飛び降りた。

　するとそこにいたのはレオンただひとり。フィアーコの騎士団は従えていない。

「レオン様！」

「クレア！」

　迷わず彼の元へ駆け寄ろうとしたそのとき、マートに腕を掴まれ引き寄せられてしまった。

「キャッ！」

　それを見たレオンの顔が、怒りに染まっていく。

「おのれ……マート、自分がなにをしているのかわかっているのか！」

　レオンの激しい叱責が闇夜に響く。馬上からマートを恐ろしい形相で見下ろした。

「もちろんわかっていますとも。クレアをこの手に抱き締めている」

　そう言いながら、マートはクレアの腰に手を移動し強く抱き締める。レオンを挑発するような態度だ。

（やめて……！）

　クレアが身体をよじるものの、その手が外れる気配はない。

　馬から華麗に飛び降りたレオンの顔には、怒りが満ちている。

「クレアから離れろ！」

「そう言われて、『はい、そうですね』と従う者がいるのなら、今すぐこの場に連れてきてほしいものです」

　マートはせせら笑うように顔を歪めた。

「それにしても、ずいぶんと早いじゃありませんか。まさかこんなに早く追いつかれるとは思いもしませんでしたよ。私の計算では、ベティは明日の朝まで宮殿の裏口で伸びているはずだったのですから」

「それは残念だったな。牢獄から盗賊を逃がしたうえ、クレアを連れ去るとは、この私が許さない。早くクレアから離れろ。さもなければ……」

　レオンの声は、聞いたこともないほどに低かった。地を這うような声だ。レオンの手が剣にかかる。

　それを察知したマートの顔が右へと逸れる。そして、「やれ！」と男たちに命じた。御者台に乗っていたふたりの男、そして馬車の後ろからももうひとりが現われ、レオンの前に立ちはだかり剣を構える。じりじりと睨み合う時間がクレアを息苦しくさせる。三対一という不利な状況を見て、クレアは気が気ではなかった。

「レオン様！」

　クレアが思わずそう叫んだ瞬間、三人の男が一斉にレオンへと襲い掛かった。剣が激しくぶつかり合い、レオンの剣が華麗に宙を舞う。

　固唾を呑んで戦況を見守るクレアの身体は、緊迫した状況を前に硬直していた。

（お父様、お母様！　お願い！　レオン様を守って！）

　叫びにも近い祈りを心の中で繰り返す。

　ところが不利な状況にもかかわらず、レオンは次々と男たちを追い詰め、その喉元に剣先を当てた。眉間に刻まれた皺からも怒りが見てとれる。

　深い痛手を負った三人はレオンを前にし、わなわなと震えていた。

「マート！　観念してクレアを放せ！」

　凄まじい形相をしたレオンの怒号が響き渡る。

「くそうっ……！」

　憎々しい口調で吐き捨てたマートがギリッと歯を噛む。

　ようやく解放されるかと思ったクレアだったが、マートはすぐにも気を取り直したようにフンと鼻を鳴らした。

「レオン殿下、剣を下に置いてくださいませんか？」

　丁寧な口調なのに、どこか棘がある。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言い方だった。

「従わないというのならば、こちらにも考えがあります」

　カチャという金属音がクレアの耳の側で聞こえた。

　顔はレオンへ向けたまま、クレアは目線だけでその音源を探る。すると、闇に包まれた景色の中、キラリと銀色に光るものがクレアの目に入った。

「っ！」

　ダガーナイフだ。

　クレアは呼吸を止め、身体をのけ反らせた。

「マート！　どういうつもりだ！」

「レオン殿下が剣を置いてくださらないというのなら、私にも覚悟があります。クレアをこのダガーナイフで刺し、自分もあとを追いましょう！」

　マートが居い丈たけ高だがに言い放つ。

「ふざけるのもたいがいにするんだ、マート！」

　レオンがひと振りした剣が空を切り、ヒュン！という音を立てる。目からにじんだ怒りが、漆黒の闇に赤く燃えるように見えた。

　クレアは身動きひとつできずにいたが、恐怖に震える中であっても冷静さを保とうとゆっくり呼吸を繰り返す。それでもナイフの切っ先を突きつけられているという事実に、どうしても息が浅くなる。

（落ち着くのよ、クレア）

　自分に言い聞かせる。

（今ここで悲鳴を上げて無理にマートに抵抗したりすれば、火に油を注ぐことになってしまうわ）

　かといって、どうしたらこの状況を打破できるのか名案も浮かばない。

「ふざけているつもりはありませんよ、レオン殿下。私は至ってまじめです。それとも、クレアの命はどうなっても構わないと？」

　レオンが剣を握り締める音がかすかに聞こえた。

　もしも今、マートの指示どおりに剣を足元に置いたならば、きっとマートがレオンに切りかかるだろう。そうなれば一巻の終わりだ。

　レオンのいない世界に、クレアの生きていく意味はない。クレアは奥歯をグッと噛み締めた。

「さぁ、剣を早くこちらへ」

　マートの声は不気味なほどに冷静だった。

　レオンがゆっくりと手を下ろしていく。そして、剣をマートに向けて投げ出してしまった。

　マートがそれを足で遠くへ蹴る。ザザッという音を立て、剣が地面を滑っていった。

　そのとき、クレアはとっさに自分に向けられていたダガーナイフのグリップをマートの手の上から掴んだ。

「クレア!?」

　マートが驚きに怯む。

「私を刺すつもりなら、早くそうなさい」

　クレアは、ダガーナイフの切っ先をさらに自分の喉元へと近づけた。

「クレア！　やめろ！」

　叫びに近いレオンの声が耳を裂く。

　だが、レオンを助けるために、クレアはこうするよりほかになかった。

「な、なにをするつもりだ、クレア」

　マートの声が震える。クレアがまさかそう出てくるとは思わなかったのだろう。

「レオン様を殺めるというのなら、私もこの場で命を絶ちます」

　揺らぐことのない強い瞳でマートを見据える。

　マートは怯えたような表情でクレアを見つめていた。

　そして、クレアが両手に力を込め、息を短く吸い込んだときだった。「んぐっ！」という呻き声がしたかと思ったら、マートが突然その場から弾き飛ばされた。

　クレアに気を取られたマートの一瞬の隙を突き、レオンがマートを蹴り倒したのだ。レオンはすかさずクレアを自分の後ろへと匿かくまう。

　倒れたマートは苦しそうに息をしながら、ゆっくりと起き上がり片膝を突いた状態でレオンを苦々しい表情で凝視した。

　そのとき、遠くから聞こえる蹄の音が近づき、何十頭もの馬が鼻を鳴らしてレオンたちの側で止まった。フィアーコの騎士団だ。

　マートは、観念したようにガックリと頭を垂れた。

「調べはついているぞ、モンタリスクのルイード」

　レオンが放ったひと言にハッとして、マートが膝を突いたまま彼を見上げる。

「……どうしてそれを！」

　腑に落ちないといった様子でマートが眉を吊り上げる。

　レオンは汚らわしいものを見るような目でマートを見た。そこには信じていた者から裏切られた悔しさもにじんでいる。

「最初に不審に思ったのは、クレアと三人でタカマッサを訪れたときだ。クレアが紅茶をこぼしたときに貴様が胸元から出したハンカチ。あれには〝獅子の紋章〟が刺繍されていた」

　クレアもその刺繍は記憶に残っている。赤い目の真っ青な獅子が、宙を掻くように前足を突き出した刺繍。レオン同様にクレアも注意を引かれた。

　あれはモンタリスクの紋章だとレオンが言う。

　マートの目がカッと見開かれた。

「盗賊に襲われたとき、剣の達者なお前が、明らかに剣術の劣る盗賊に押されていた。そしてクレアが倒れる直前だ。一瞬だけ盗賊に目配せした自覚はあるか？」

　マートは瞬間的に息を吸い込み、そのまま身体を凍りつかせた。顔から血の気が引いていく。

　レオンは度重なるマートの不審な点に気づき、それからの彼をマークしていた。

　秘密裏にマートを調べると、次々に不審な人物像が浮かび上がっていく。王宮に仕える際に提出する身上書には、マートのものとは思えない身体的特徴や年齢が書かれていた。それも当然だろう。あらかじめ潜入していた手引きの者の身上書だったのだから。

　レオンが、怪我を負ったマートの見舞いにクレアを行かせたくなかった理由は、ここにあった。

　マートの部屋の前に警護のためにふたりの衛兵がいたのは、外からの敵ではなく、内の敵を見張るためのものだったのだ。

　マートはクレアを連れ出すために、そのふたりをベティ同様に眠らせ、クレアの部屋の前に詰めていた近衛兵も同じようにした。レオンに頼まれたと言ったのは罠だった。

　馬に乗っていた騎士団がレオンに新たな剣を手渡す。それを受け取ったレオンは、マートへにじり寄った。

（……なにをするつもり？　まさか……！）

　レオンが剣を振り上げる。

　それと同時に、クレアは迷わずレオンの前へ両手を広げて立ちはだかった。

「クレア!?」

「レオン様！　どうかおやめください！」

　クレアは、マートをかばったのだ。

　クレアの後ろでマートが「どうして……？」と小さな声を漏らす。

「どういうつもりだ、クレア！　その者は私を殺めようとしたばかりか、クレアを連れ去ろうと企んだんだぞ！」

　レオンは剣を振り上げたまま、目を鋭くした。

「わかっています！　ですが、もしもここでモンタリスクの王太子を手にかけてしまえば、モンタリスクと戦争になってしまいます」

「心配しなくとも、フィアーコが敗れることはない」

「それはわかっています！」

　モンタリスクは大陸随一の小国。フィアーコに敵う兵力があるはずもない。

「そうなれば、モンタリスクの領民からも多くの犠牲者が出るのです。穏やかに慎ましく暮らしてきた民から……。そんなことはしたくありません！」

　マートと過ごしたここ二ヶ月がクレアの頭に蘇っていく。

　初めて対面したときに、頬を赤らめて照れ臭そうに挨拶をしたマート。クレアから手渡したスコーンを『おいしい』と言って食べたマート。いつも穏やかな眼差しで、クレアを見てくれていた。

「マートは自国を思えばこそ、卑怯な手を使ってしまったのだと思います。今回のことは確かに許されたものではありません。ですが、マートにもう一度だけやり直すチャンスを与えてあげてください！　お願いします！　そしてなによりも、私はレオン様の美しい手を血に染めたくはないのです」

　クレアは、レオンを一心に見つめ懇願した。

　レオンがゆっくりと剣を下ろしていく。そして完全に剣の切っ先が下を向いたときには、その表情から殺気が消え去っていた。

「レオン様……」

　気が抜けると同時にクレアの足から力が抜けていく。立っていられなくなり、その場に崩れ落ちそうになったクレアをレオンがすぐさま抱き留めた。

「クレア！　大丈夫か!?」

「……はい、私は大丈夫です」

　レオンの腕の中で息を吐き出しながらクレアが答える。

「頼むから、無茶なことはしないでくれ」

　レオンの切実な声がクレアの耳に響く。

「申し訳ありませんでした……」

　クレアは、今さらながら自分のしたことの恐ろしさに身体が震えた。

『私を刺すつもりなら、早くそうなさい』

　あのときは、マートとその侍従の注意を逸らすことに必死だったのだ。ああでもしなければ、剣を置いてしまったレオンを救えなかったかもしれない。

「……マート、クレアに命を助けられたな」

　マートは、地面に両手を突いたままがっくりとうなだれる。そして、握り締めた拳で力なく土を叩いた。

「このままモンタリスクへ帰るくらいならば、今ここで――」

　なにを思ったか、マートはもう一本隠し持っていたナイフを胸元から取り出し、それを自身の喉元に向けた。

　その場の空気が再び凍りつく。

「マート！　なにをするつもり！」

　虚を突かれたクレアの叫び声が辺りにこだまする。突然の事態に、今度ばかりはクレアの身体も硬直。もうダメだと思い、クレアは目をギュッと閉じる。

　ところが次の瞬間、「くっ！」というくぐもった声が聞こえ、金属が転がる乾いた音がした。

　おそるおそる目を開けてみれば、レオンがマートの腕を捻り上げている。

「クレアが救った命をみすみす手放すことは、この私が許さぬ」

　レオンは険しい表情でマートを見下ろした。

「救われた命を今後、モンタリスクの民のために使え。それがマート、お前に与える罰だ。もしもそれが実行に移されない場合は、次こそ容赦なく首を斬る」

　レオンはそう言いながらヒュンと音を立てて剣で空を切った。

　つまり、今回のことに関してマートを罪に問わないということだ。大陸流しや強制労働といった罰を負わせないと。マートへの最大限の恩情だった。

　そしてクレアがなによりも嬉しかったのは、レオンが『民のために使え』とマートに命じたことだ。ふたりで街へ行き、領民と触れ合ったときのことを思い出してクレアは嬉しくなる。

「よいな？　マート。いや、モンタリスク王太子ルイードよ」

　レオンは低い声でマートを厳しく問いただす。しかしその目には、どこか優しさがにじんでいるように思えた。

「……はい、ありがとうございます。生まれ変わったつもりで、おふたりにいただいた命を必ずや領民のために……」

　レオンとクレアの気持ちが伝わったか、マートはレオンを真っすぐ見上げていた。










共にふたりで




「ベティ、ちょっと待って。もう少し緩く……」

　クレアはコルセットを締め上げるベティに懇願した。

　今日はこれからレオンとの婚礼の儀が執り行われることになっている。クレアとレオンの待ちに待った日が、いよいよ訪れるのだ。

「なにをおっしゃいますか、クレア様。このくらいで音を上げていては、純白のドレスを美しく着こなすことなどできません」

　ベティは相変わらず手厳しい。それもすべてクレアのためを思ってのこと。最上級に美しいクレアでレオンに嫁がせたいのだ。それが侍女としての使命だと。

「レオン殿下がクレア様を甘やかすから、コルセットくらいで音を上げるのですわ」

　あきれるようにベティがこぼしながら、クレアにドレスを着せていく。

　しかし大きな鏡の中で目の合ったベティは、あきれ顔どころか困った表情も浮かべていない。優しく穏やかな眼差しでクレアを見つめていた。

「クレア様、この度は本当におめでとうございます」

「ありがとう、ベティ」

「数々の困難があったというのに、こんなに真っすぐ健やかにお育ちになられて……」

　急に込み上げるものがあったのか、ベティは目頭を押さえた。

「やだ、ベティったら泣かないで」

　傍らに置かれたワゴンからハンカチを取り、クレアがベティの涙を拭う。

「……申し訳ありません。つい……」

　そう言って鼻をすすった。

　クレアの胸にも去来するものがある。ピエトーネでの日々は、ベティの存在なくして語れるものではない。クレアの側にいてくれたのは、いつだってベティだった。育ての親である国王夫妻の愛も計り知れないが、ベティもそれに劣らない。

　クレアは、つられて泣きそうになるのを必死でこらえた。せっかく綺麗に仕上げてもらったお白粉化粧が崩れてしまわないように。

「それにしましても、レオン殿下とクレア様との絆の深さを改めて感じてしまいます。奇跡的な再会を果たされ、こうして再び愛し合われて。きっと、どなたであろうとおふたりを裂くことはできないでしょうね」

　ベティは感慨深げにクレアを見つめた。

　幼い頃に取り交わされていた結婚の約束。記憶を断たれ、別の女性として人生を歩んでいたクレアを、何年もの時を経て神は再びレオンに引き合わせた。

「これで私も、安心してピエトーネへ帰ることができます」

「えっ……？　今、なんて……？」

　鏡越しにクレアは目をまたたかせた。

　ベティは確かに今、『ピエトーネへ帰る』と言ったようだが。

「いやよ、ベティ！　そんなことを言わないで」

　振り返り、思わずベティにすがりつく。

　その手にベティは自分の手を優しく重ねた。

「クレア様にはレオン殿下がいらっしゃいます。あのお方がお側にいれば、なにも不安がることはございませんよ」

「でも」

「クレア様は数年後には国王陛下となられるレオン殿下のお妃です。そのようなお方が弱気になってはいけません。レオン殿下と共に、このフィアーコを背負って立つのですから。私ひとりがいないことくらいで心が乱されてはなりませぬ」

　ベティは柔らかな口調の中に強さを込め、クレアを諭すように言った。

「レオン様とふたりでフィアーコを背負って立つ……」

　クレアがベティの言葉を、念仏を唱えるように繰り返す。

「そうです。クレア様にはそれができるはずです。芯の通った素晴らしい女性に成長されたことは、これまで側で仕えてきた私が太鼓判を押します」

　ベティは重ねた手を強く握った。

「……わかったわ」

　クレアは顔を上げて顎を引き、ベティをしっかりと見据える。

「私、レオン様を立派に支えてみせるわ」

　その瞳からは大きな決意が見えた。

「それでこそクレア様です」

　クレアとベティが微笑みながら手を取り合っていると、部屋を忙しなくノックする音が聞こえた。

　ベティが開けるより早く開けられたドアから、レオンが入ってくる。王家の正装である紺こん碧ぺき色の軍服に身を包み、肩には金銀の刺繍が施されたサッシュをかけていた。

　その姿があまりにも美麗だったので、クレアはその姿につい見入ってしまった。レオンが一歩ずつ近づくにつれ、心臓は早鐘を打っていく。

「レオン殿下！　クレア様はまだご準備が……！」

　純白のドレスはかろうじて着ているが、ティアラなどの装飾品はまだ身に着けていなかった。

「どうか、別室でお待ちくださいませ！」

　ベティが慌ててレオンを追いかけるものの、レオンはそれに構うことなくクレアの元へと急ぐ。おそらくベティの声など、耳に入っていないだろう。

　レオンはクレアの前に立つや否や、彼女の手を取った。

「クレア……」

　そう言ったきり、レオンは言葉が出てこない。

「……レオン様？」

　クレアが小首を傾げて見上げると、レオンは瞳を揺らしながら微笑んだ。

「あまり私を翻弄しないでくれ」

　クレアはなんのことかわからず、目を丸くしてさらにレオンを見つめる。

「美しすぎて参る」

　レオンはクレアの頬をそっと撫でた。

　そう言われたクレアは、恥ずかしそうに顔をうつむける。

「……そうなのだとしたら、ベティがきつく締めてくれたコルセットのおかげですわ」

　美しいウエストラインはベティの力の賜物だ。

　顎をいったん上へ引き上げてから大きくうなずいたところを見ると、ベティもまんざらでもなさそうだ。

「レオン様こそ、あまりに素敵すぎて直視できません……」

　クレアは頬を赤く染めた。

　いつにも増して典麗な姿は、おそらく誰が見ても嘆息ものだろう。後光を発しているかのように神々しい。

「クレア、婚儀は早々に切り上げよう」

「えっ……？」

「早くふたりきりになりたい」

　クレアを引き寄せ、レオンが抱き締める。

　それを見ていたベティは、落ち着き払った様子で咳払いをした。

「レオン殿下、誠に恐れ入りますが、婚儀を早く切り上げることはできません。そのあとは領民への挨拶もございますし――」

「わかっている」

　臆することなく進言するベティを遮り、レオンは眉をひそめて言い返した。

　宮殿前の広場には、午後三時の開門を待って、フィアーコの人たちが集まることになっている。昨日のうちにマリアンヌがタカマッサのクレアであることを知らせる公報が街に配られており、今日は改めてクレアとして挨拶をするのだ。

「ならば、婚儀の前に」

　レオンがクレアに口づけようとすると、ベティはさらに大きな声で「お待ちくださいませ！」と、今度は大慌てでふたりの間に割って入った。

「レオン殿下、どうか夜までお待ちくださいませ。そのあとはいくらでもクレア様をお好きにできますから」

　ベティはレオンとクレアを右手と左手でそれぞれ引き止める。これ以上近づけてなるものかという意気込みが見えた。

　クレアは〝好きにできる〟というフレーズに、頭から湯気が出るほどに恥ずかしい。

「……そうだな」

　レオンはため息まじりにベティに同意すると、「クレア、教会で待っているぞ」と言い残して、部屋を出ていったのだった。

　神父の読み上げる経典は、もはやふたりの耳には届いていない。レオンとクレアは手を取り合って見つめ合い、ふたりだけの世界に入り込んでいた。かろうじて聞こえたのは、『誓いのキスを』という言葉だけ。

　待っていたとばかりにレオンが腰をかがめる。唇が重なると、それまで抑えていた気持ちに歯止めが効かなくなり、軽く触れるだけのキスのつもりが思いがけず長く深いものになってしまった。

　参列者から漏れるため息は、口づけを交わすふたりがあまりにも絵になっていたせいだろう。

　神父から「そのへんでおやめください」と声を掛けられ、そこでやっとふたりは我に返った。




　宮殿の前に集まった領民は、ざっと数千人。二階のバルコニーに揃って現れたレオンとクレアを見て、方々から感嘆の声が上がった。王太子夫妻のあまりの美しさにしばらく口をぽかんと開けたままだった民の口々から、「クレア様、おかえりなさいませー！」という声が上がる。今は統一されたタカマッサ出身の者たちだろう。

　方々から祝福の声が合唱のように轟とどろき、その声は宮殿が揺れるのではないかというほどだった。

　美しい笑みを浮かべて手を振るクレアの横顔を、レオンは感慨深く見つめた。




　国民への挨拶を終え、その足でピエトーネから来ていた国王夫妻の元へ向かったクレアは、ふたりから「おめでとう」と祝福の言葉をもらい、晴れやかな笑顔で返した。

「お父様、お母様、マリアンヌからクレアへ改名することをお許しいただき、ありがとうございました」

　ふたりには先に手紙で伝え、了承もしてもらっていたが、クレアは改めてお礼を言いたかった。

「マリアンヌの名前を残してくれるなんて。あなたは本当に優しい娘ね」

　夫妻がうなずき合う。どこの者かもわからないクレアを大切に育て上げたのだ。一緒に暮らしたのはわずか七年間だったが、クレアがそのように優しく、そして強く育ったのは、このふたりの元だったからにほかならない。人は人に優しくされることで、その優しさをまた別の人へと分けられるもの。

「ほら、レオン殿下が待っているわ。早くお行きなさい」

　そう促され、いったんふたりに背を向けたクレアが振り返る。

「ピエトーネにもまた伺います」

「他国の王太子妃があまり頻繁に帰ってくるのは賛成できないぞ。レオン殿下と仲良くやりなさい」

　アンニバーレににこやかに言われ、クレアは「はい、もちろんです」と返した。




　無事に婚礼の儀のすべてを終わらせた頃には、外はすっかり夜の闇に包まれていた。満月のもたらす光が、領民の去った庭園に幾重もの筋を伸ばしている。

　自室へ戻ったクレアは、今度は忙しなく湯浴みの準備だ。苦しいコルセットからようやく解放されたものの、これからレオンと迎える初夜のことを考えるだけで胸の高鳴りが苦しい。

「クレア様の湯浴みをお手伝いするのも、これが最後になるでしょうか」

　甲斐甲斐しく準備をしながら、ベティがポツリとつぶやく。

　ベティは一週間後、フィアーコを発つことになっている。別れの挨拶はまだ早い気がしたが、言わずにはいられない。

「今まで本当にありがとう、ベティ」

　クレアは湯を背中に掛けてもらいながら言った。

「これからはパトリシアがクレア様付きの侍女になりますので、ご心配はいりません」

「クレア様、至らぬ点もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします」

　一緒に湯浴みを手伝ってくれているパトリシアは泡のついた手を慌てて揃え、かわいらしい笑顔を浮かべた。

「こちらこそよろしくね、パトリシア」

　タカマッサにいた頃からの顔見知りということもあり、ベティとまではいかないにしろ、心強い。歳が近いこともあるから、きっとうまくやっていけるだろう。

「ところでベティ、聞きたいことがあるの」

「聞きたいこと、でございますか？」

　小首を傾げるベティが、真剣な顔でクレアを見る。

「あ、聞きたいことというより、教えてほしいことと言ったらいいのかしら……」

　クレアは頬を赤く染めて、ベティから不自然に目を逸らした。

「私にお教えできることならば、なんなりとお聞きくださいませ」

「あのね……」

　言いよどむクレアにベティが腰を折り曲げて顔を近づける。

「どうかなさいましたか？」

「……初夜って、どうしたらいいの？」

　恥ずかしいのを押し殺して聞くと、パトリシアは「キャッ！」と声を上げて頬を両手で覆った。

「私もうっかりしておりました。クレア様にそれとなくお伝えしておこうと思いながら、気がつけば初夜当日。侍女として失格でございます」

「やだ、ベティ。そんなに大げさに考えないでよ」

　なんの知識もないまま、〝こと〟に及ぶ王女だっているだろう。そもそもクレアのように聞くほうが稀まれではないか。

「いいえ。クレア様がレオン殿下にかわいがっていただけるように努めることが、私のなによりの役目でございますから」

　ベティはあくまでも大まじめだ。

　クレアの顔は、〝かわいがっていただく〟というワードでボン！と音を立てて燃えるように赤くなった。

「とにもかくにも、初夜でございますね。まずはおみ足を開いてカエルのような体勢になり……」

「えっ、カ、カエル!?」

　驚いて聞き返すクレアと、「イヤーッ！」とまたもや黄色い声を上げるパトリシア。

「ええ、さようでございます。もしくは四つん這いで犬のような体勢でもよろしいかと思います」

「い、犬!?」

　クレアの驚きようは半端のないものだった。まさか、そのような恥ずかしい格好をレオンの前でするとは思いも寄らなかったのだ。

　ベティの真剣な様子からして、嘘ではないだろう。

「……女の人はみな、そんな格好をするの？」

「さようでございます」

　クレアは信じられなかった。ベティの言動が信じられないのではなく、世の女性たちのことが理解できない。

（裸の上、足を開くだなんて……）

「……レオン様の前でカエルのような格好なんてできないわ」

　クレアはあまりの恥ずかしさに顔を両手で覆い、首を横にふるふると振った。

「本当でございますわね」

　パトリシアもクレアに同意する。

「では、レオン殿下との結婚をおやめになりますか？」

「――それは嫌よ！」

　レオンとの結婚を夢見てこの国までやってきたのだ。クレアの記憶が戻る前も戻ったあとも、レオンはクレアにとって憧れの人。その人との結婚をやめることは、絶対にありえない。

「それならば、潔くカエルにおなり下さいませ。なにも心配することはございませんよ。女性はみな、そうして幸せになっていくのです」

　ベティに諭され、クレアの考えが改まっていく。すべてはレオンと幸せになるために――。

「そうよね……」

「とにかく、レオン殿下にお任せすればよいのです。最初は痛いこともあろうかと思いますが、じきによくなります。クレア様自ら、喜んでカエルや犬になるかもしれません」

「わ、私から喜んでなんて！」

　絶対にありえないと、クレアは心の中で思った。

　そんなクレアを見て、ベティがクスッと笑う。『そのうちわかりますよ』と、その目が言っていた。

　キャーキャーと言いどおしのパトリシアの横で、ベティはいたずらっぽく笑い、「さぁ、そろそろ上がりましょうか」とクレアに手を差し出した。




「ねぇ、ベティ、こんな格好じゃなくちゃダメなの？」

　クレアはあまりの恥ずかしさに、ナイトドレスの上からガウンを羽織り、前をかき合わせた。

　クレアが赤面するのも当然だ。着せられたのは、レース編みの施された薄紫のオーガンジー素材のナイトドレスだったのだ。足首まで丈があるものの、その薄さゆえにほぼ裸体を晒しているのと同じようなもの。鏡に映ったあられもない自分の姿にクレアは驚いてしまった。

「なにをおっしゃいますか、クレア様。新妻はそうして夫をその気にさせなければならないのですよ。なんせお世継ぎを生むという大役も担っているのですから。毎晩のように愛してもらえるよう努力してくださいませ」

「で、でも」

「でも、ではございません」

　ベティが顎を引いてクレアを諫める。いつも以上のまじめ顔に、クレアは言葉を呑み込むしかなかった。男女の夜の営みに関しては、ベティに勝てるはずもないのだ。

「おわかりになられましたか？」

　確認までされ、クレアは「はい」と小さく返事をした。

「それは良かったです。私はピエトーネで、お世継ぎ誕生のお知らせを楽しみに待っておりますね」

　まじめ顔を即座に封印したベティは顔をほころばせ、クレアの手を優しく握った。

　ベティが部屋を出てクレアがひとりになった数分後、ドアが緩やかに四回ノックされる。

（レオン様だわ……！）

　すでに上昇の一途をたどっていた心拍は、ノックの音で一気に頂点を目指していく。大きな太鼓が胸の中で暴れている感覚だ。弾かれたようにドアへ向かい、その勢いのままドアを開けると、そこには驚きに目を丸くしたレオンが立っていた。

　ターコイズ色に金糸の刺繍を施されたガウンをまとったレオンに、クレアは見惚れてしまった。昼間の比ではない、香り立つような色気に圧倒される。

「……こ、こんばんは、レオン様」

　クレアの笑顔は引きつり、瞬きも激しくなる。

　レオンは愛しさを込めて笑みを浮かべたあと、クレアの格好を見てハッと息を呑んだ。ランプの灯りだけが頼りの薄暗い部屋とはいえ、その艶なまめかしい姿ははっきりと捉えることができる。レオンはすっかり大人の女性へと変貌を遂げたクレアを前にして、時を忘れたかのように見入った。その美しさを改めて思い知らされたようだった。

　あまりにじっと見つめられ、クレアは恥ずかしさからレオンに背を向けた。

　レオンの後ろでドアが閉まる。その音にビクッとしたクレアは、その直後にもう一度肩を大きく上下させた。レオンに後ろから抱きすくめられたのだ。

「クレア」

　耳元でレオンが吐息まじりに囁く。

　クレアは、緊張と高揚感で返事もできない。

　丁寧に整えられ、まとめられた長い髪をそっと掻き上げ、あらわになった首筋にレオンが音を立てて口づけると、クレアはそれだけで気が遠のいてしまいそうだった。呼吸が浅くなり、胸は異常なまでに高鳴る。

　身じろぎもできずにじっとしていると、レオンに身体を反転させられた。反射的に両手で身体を隠すようにして、クレアがうつむく。

「クレア、顔を見せて」

　レオンに言われ、おずおずと顔を上げた。

　すぐに捕まえられた視線。レオンのいつになく熱の込められた瞳を見て、クレアはそこから目を離せなくなった。

「とても綺麗だ、クレア」

　ふるふると首を横に振り、「それはレオン様のほうです」とクレアが言う。

　眩しすぎてレオンを直視できないのに、一度捉えたら、目を奪われてしまう不思議。見目麗しいとはこのことだと、クレアはしみじみと思った。

「無自覚は罪だな」

　目元に笑みを浮かべ、レオンがクレアの顎を持ち上げる。ゆっくりと近づけた唇をクレアに触れる寸前で止めた。

「やっとクレアを手に入れられる」

　囁く吐息を唇に感じたクレアは、こらえきれずにレオンの首に手を回した。身体の奥から熱が芽吹く。早くレオンに触れてほしくて、甘い瞳を見つめ返した。

　不意にレオンに抱き上げられ、そのままベッドへと連れていかれる。

　クレアを優しく横たえたレオンは、彼女の両脇に肘を突き、真っすぐに見下ろした。

「レオン様、ひとつお願いがあります」

　クレアが唐突に口を開く。

　先を促すように「ああ」とレオンが短く答えると、クレアは頬を赤らめた。

「……私がカエルや犬のような格好になっても……お嫌いにならないでください」

「カエルや犬？」

　なんのことかわからず、レオンの瞳が揺れる。

「……はい。これからどうしてもそのような格好をしなくてはならないようですので……」

　もじもじと言うクレアを見て初めて、レオンはなんのことだか悟った。クスッと鼻を鳴らし、クレアの額にキスを落とす。

「クレアはクレアだ。どんな格好になろうと嫌いになどならない」

「……本当ですか？」

　疑り深くクレアが念を押す。

「本当だ。それに、もしもクレアが嫌だと言うのなら無理することはない」

「それは……私のことは、そこまで想っていないということですか……？」

　レオンの本能はクレアが『いやだ』と言えば、それで抑えられる程度なのかと不安になる。

「そうじゃない」

　レオンは柔らかく否定した。

「今まで私がどれだけ忍耐を強いられてきたかわかるか？　クレアを今すぐ抱きたい。クレアのすべてを手に入れたい。だが、クレアがそれを怖がるのなら、今夜じゃなくていい。いやがることはしたくないと思ってる」

　クレアは、レオンがそこまで自分のことを考えてくれているとは思いもしなかった。胸に熱いものが込み上げてくる。

「……レオン様に抱いてほしいです」

　クレアは思い切って告げた。

　怖くないと言ったら嘘になる。カエルの格好もそうだが、ベティから『最初は痛い』と聞いていたから。しかしそれ以上に、レオンにもっと愛されたい、レオンをもっと愛したいという気持ちのほうが大きい。

「クレア、愛している。……愛しくてたまらない」

　レオンの指先がクレアの頬をなぞり、そのまま首筋をたどって髪を束ねているリボンへかかった。スルッと音を立てて結び目が解かれた瞬間、髪から甘い香りが立つ。

「レオン様、私も愛しております」

　口に出したそばから、想いが溢れてくる。

　クレアが目を閉じるとレオンの唇が降りてきた。触れたその唇は思いのほか熱く、クレアから吐息が漏れる。

「んっ……」

　思わずこぼれた魅惑的な声に触発されたように、レオンが執拗に舌を絡ませる。

　無我夢中でレオンのキスに応じているうちに、クレアは身体の芯が痺れて火照っていくのを感じた。頭の中も心の中も、レオン以外になかった。

　そうしてキスをしているうちにレオンによってナイトドレスを脱がされてしまった。自分が裸になったことに気づいたクレアが身体をよじると、レオンが「綺麗だ」と耳元で囁く。

　それは賛辞なのだろうが、クレアは恥ずかしくてたまらない。思わず顔を背けて両手で胸と下腹部を隠すと、「クレアのすべてを見せて」とレオンに外されてしまった。再び間近で合った視線が熱い。

「レオン様……」

　名前を呼ぶと、もっとレオンで満たされたいと心と身体が叫んでいるのがわかる。

　レオンはクレアの身体のいたるところに唇を這わせ、指先で触れ、クレアの反応を探っていく。クレアがこらえきれずに少しでも甘い声を漏らしたならば、そこを優しく、かつ執拗に攻め立てる。

　最初の頃こそ必死に抑えていた声だったが、もうそうすることができないほどに、クレアは今まで知ることのなかった快楽の波にさらわれていく。

　初夜に対する恐怖心を和らげたいという思いから、じっくりとクレアの緊張を解きほぐしていったレオンにより、クレアの身体は彼を受け入れる態勢が十分に整っていた。両膝の裏にレオンの手が差し込まれ、ゆっくりと持ち上げられていく。クレアは煽せん情じょう的てきな格好をしている自分が恥ずかしかったが、必死にこらえた。

　そしてついにレオン自身がクレアの中へ入ってくると、想像以上の痛みがクレアに襲いかかる。身体が中心から裂けてしまいそうなほどの痛みだ。

「……んんっ……」

　クレアが唇を噛んでシーツに爪を立てると、レオンはその手に指を絡め、自分の背中へと回させた。ぴったりと抱き合う格好になったそのとき、ふたりが文字どおりひとつにつながったのをクレアは感じた。

「クレア、大丈夫か？」

「……はい、なんとか」

　ヒリヒリと焼けつくような熱い痛みはあるものの、それよりもレオンとひとつになれたことが嬉しい。

「……クレア、悪いが、もう止めることはできない」

　甘く切ない表情を浮かべたレオンが吐息まじりに返す。クレアが無理だというのなら、今夜はやめておくと言ったはずのレオンは、もうそこにはいない。

　静かに、かつ断続的に繰り返される抽送にクレアは呼吸を弾ませ、少しずつ痛みが和らいでいくのを感じていた。そのかわりに押し寄せる甘い陶酔のうねり。クレアは自分が自分でなくなるような感覚に陥っていく。今まで抑えに抑えてきた自分でもわからない熱情が、際限なく噴き上げてくる。

「クレア……愛している。心の底からキミを愛しているんだ……」

　レオンは込み上げる感情をすべてぶつけるように、クレアを強く、強く抱き締める。

「……レオン様……私も、私も愛しています……」

　ふたりは隙間もないほどに抱き合い、お互いに果てるまで身体で愛を囁き合ったのだった。










明日へのシナリオ




　その日のフィアーコは、朝から活気のある空気に包まれていた。先の動乱の終わりを記念したこの日は領民の祝日となっており、今回で九回目となる今日は、舞踏会も催されることになっている。全土を挙げて賑やかなムードに湧き、街には露店が軒を連ね、一時間ごとに祝砲が打ち上がる。

　ふたりの婚礼の儀から三ヶ月が過ぎようとしていた。

　鉱山を狙った一連の事件の解決を知った近隣諸国の王たちは、血で終わらせることをしなかった若き王太子を称えた。愛するクレアを手に入れたことで多大なる自信をつけたレオンは、今後さらに強大になるフィアーコを背負って立つべき人物だとの声も聞かれている。

　レオンにより進められていたメルテス川への大規模な港の工事も始まり、これからの貿易拡大へのシナリオも整いつつあった。

　マート――モンタリスクの王太子ルイードは、自国だけで消費していた農産物の交易へと乗り出した。これにはレオンも一役買い、その人望と顔の広さによりモンタリスクの近隣諸国への橋渡しをしている。ルイードはレオンとクレアに誓ったとおり、一度は失ったも同然の命を民のために捧げようと生まれ変わったのだ。

　レオンとクレアの領民からの人気は留まるところを知らず、ふたりを描いた肖像画は飛ぶように売れ、今や各家庭に必ずある必需品のひとつとなっている。

　レオンは昼夜問わずクレアに甘い眼差しでとろけるような言葉を掛け、公務中の毅然とした姿とのギャップは初めて見る者を驚かせている。それが人目もはばからないものだから、周囲はいつも目のやり場に困っていた。

　ただ、レオンがそうなるのは無理もないこと。レオンの愛情をたっぷりと注がれているクレアは他に類を見ないほどの美しさや品格を備えているからだ。ふたりのそんな仲睦まじい話は、国内だけに留まらず海を越えた大陸の諸国にまで渡り、いつ世継ぎが誕生してもおかしくないだろうと囁かれていた。




　記念すべき祝日の晴れがましい時間がゆったりと流れ、夕暮れ迫る王宮のバラ園にはパチンパチンという鋏はさみの音が響く。そこは幼い頃に結婚を誓い合った、ふたりにとっては特別な場所だ。

「殿下、そろそろ舞踏会の準備が整う頃ではないでしょうか」

　衛兵が恐縮しながらレオンに伝えると、レオンは「わかっている」と答えつつバラを丁寧に摘み取っていた。クレアにプレゼントしようと、彼女の好きな色味ばかりを手に取る。

　大離宮のホールからは楽隊が奏でる軽快な音楽が流れている。

「……あの、クレア様がお待ちになっているかと……」

「しつこいぞ。あともう少しだ」

「殿下は、クレア様のためとなると本当に夢中になってしまわれるんですから。まぁ、この頃のクレア様はさらにお美しさに磨きがかかったようで、お気持ちもわからなくはないのですが……」

　そこまで言った衛兵は、言葉をぐっと呑み込んだ。レオンの刺すような視線に気づいたからだ。

　バラを抱えたまま、レオンが彼にジリッと歩み寄る。

「クレアを妙な目で見たら、どうなるかわかっているだろうな」

「は、はい！」

　鋭く冷ややかな目で凄まれ、衛兵の背筋がピンと伸びる。

　だが、この衛兵の言うとおりだった。レオンと結ばれて三ヶ月。クレアの美しさは留まるところを知らないのだから。

　フィアーコに来たばかりの頃に見え隠れしていた幼さは影をひそめ、匂い立つほどの色香に侍従たちは遠目に彼女を見るだけでうっとりとし、クレアが微笑みかけるだけで、失神してしまう者もいるほど。

　美しい妃を持つ他国の国王たちでさえ、彼女の美貌に時を忘れて見入っていた。

　それらを目にするにつけ、レオンは誇らしさと嫉妬が混じり合ったような複雑な思いに駆られる。クレアを誰の目にも触れさせず、自分だけのものにしておきたいと。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、クレアは慈しみに満ちた笑みでレオンを見つめる。すぐにでも唇を重ねたい欲望を抑え込むことに必死になるのが常だった。

「レオン様ー」愛しい声がバラ園に響き、レオンは手を止めて視線を泳がせた。

「やはりこちらでございましたか。私の勘もなかなかでございます」

　レオンの前に姿を現したクレアが嬉しそうに笑う。

　薄いピンク色のドレスをまとったクレアの美しさは、いつも以上に格別だ。艶やかなブロンドの髪が風に揺れ、大きく開いた胸元は真綿のように白い。

　潤んだ瞳に、見るからに柔らかそうな唇。今日もまた、溢れんばかりの色香を惜しげもなく振りまいている。

　クレアと共にしたベッドから出るときに見たあどけない寝顔とのギャップに、レオンの胸が逸はやる。

「まぁ、とっても綺麗」

「クレアの美しさほどではないが」

　レオンが真顔で言うと、クレアは頬を赤く染めた。

「……やめてください、レオン様」

　はにかむように目を逸らす。

　レオンはクレアのどんな表情も好きだが、はにかんだ顔にはなによりも弱い。とくにベッドの上でクレアが懸命に甘い吐息を我慢しているところは、なにを差し置いてもそそられてしまう。

「みなさまがお待ちしていますから行きましょう」

　うつむいたままレオンの手を取るクレアを引き留めた。

「その前に」

　そう言いつつ、空いている手でクレアを引き寄せる。そしてそのまま艶めいた唇に自分の唇を重ねた。

「んっ」

　唇から声が漏れる。クレアが抵抗を見せたのは、ほんの一瞬だった。すぐにレオンのキスに応え、身体を預けてくる。

　レオンの後ろで衛兵が「さ、さ、先に行っておりますので！」と駆けだす音が聞こえた。目の毒だと思ったのだろう。

　それを意識の遠くで聞きながら片手でクレアの腰をさらに抱き寄せ、舌を絡ませる。抱えているバラの甘い香りがレオンの気分をさらに昂らせた。

　ひとしきりそうしたあと、レオンの唇がクレアの首筋へと移動する。一点を強く吸い上げて離すと、バラの花弁のような赤い痕ができた。

「レオン様、おやめください。これからたくさんの方とお会いしなくてはならないのに……」

　クレアがその痕を手で覆いながら訴える。

「だからこそ付けたんだ」

「……え？」クレアは小首を傾げてレオンを見上げた。

「クレアにはわからなくていい」

　もちろん、〝クレアは私のものだ〟ということを知らしめるために。

　レオンは優しく微笑むと、もう一度軽くクレアの唇に音を立てて触れた。
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輝かしい未来へ




　うららかな日差しが窓から差し込む午後のフィアーコ宮殿。クレアは自室の窓辺から眼下に広がる庭園を物憂げに眺めていた。

　そこでは、この王宮に勤める者たちが忙しなく行き来している。ある者は塵ひとつ見過ごすまいと掃除に励み、またある者はそこかしこにある彫像を丁寧に磨き上げ、その奥には噴水の水量を細かく調整する者がいた。

　その忙しなさは庭だけに限ったことではない。宮殿の中も同様に慌ただしい時間が流れており、この部屋とドアを一枚隔てた通路では、朝から人の足音がひっきりなしに響いている。クレアの侍女であるパトリシアもそこに駆り出されていた。

　それらはすべて、今夜、この宮殿で舞踏会が開かれるための準備だった。二ヶ月に一度王宮で催される舞踏会は近隣諸国の王族や貴族も招かれ毎回盛大だが、今夜はいつにも増して王宮内が浮足立っている。それというのも、その舞踏会が年に一度の仮面舞踏会だからだ。自らの顔や素性を仮面で隠すという秘密めいた趣向が、人の心をさらに浮つかせる。

　お祭り騒ぎとも言える状況の中、クレアが浮かない顔をしているのは、三日前からレオンが公務で留守にしているせいだった。

　ふたりが結婚してから二年の歳月が流れ、フィアーコもピエトーネも、その鉱山の貿易により発展の一途をたどっている。鉄の採掘が他の鉱山に比べて近年まれに見る膨大な量であることから、交易する国は増える一方。おかげで両国の財政は潤沢で、領民に対しても税負担をさらに軽くするなどして還元している。

　愛すべきクレアを手に入れ、ますます精せい悍かんさが増したレオンは、次期国王としての風格も漂わせており、領民からの信頼も厚い。

　フィアーコへ輿入れした当初は幼さの残っていたクレアだが、美しさは日ごとに増していき、その色香は留まるところを知らない。それは可憐なバラにもよく例えられ、〝クレア〟という品種のバラが開発されようとしていた。

　彼女は一ヶ月も前からその舞踏会にレオンと連れ立っていくことを楽しみにしていたが、国王の命による公務とあっては仕方ないと諦めるしかなかった。

　クレアが「はぁ」と大きなため息を吐いたタイミングで、パトリシアが部屋にやってきた。息を弾ませているのは、舞踏会の準備で忙しいせいだろう。さっきクレアが大離宮に続く通路を通りがかったときには、大きな格子窓を熱心に磨いていた。

「クレア様、紅茶でもいかがですか？」

「忙しいのにありがとう」

「いいえ、とんでもないことにございます。私こそ、クレア様のお相手をできずに申し訳ありません」

　午前中は招いた貴族らの謁見で忙しかったが、午後になってからクレアが暇を持て余しているのは確かだ。

　ワゴンをテーブルの脇へ置いてパトリシアがかいがいしくポットにお湯を注ぐと、甘い香りが部屋に漂った。二年前から変わらず、紅茶に浮かべるのはレオンが大事にしているバラだ。

「お元気がないようにお見受けいたしますが……？」

　窓辺からソファへ移動したクレアを見たパトリシアは、心配そうに小首を傾げた。

「そうかしら？　そんなことはないわ」

　パトリシアに余計な心配をかけまいとクレアが笑顔を作る。

「レオン殿下がしばらくお留守にされていますから、無理もないことですけど。おふたりの仲の良さといったら、こちらが赤面してしまうほどなのですから」

　パトリシアが意味深に「ふふふ」と笑う。

「パトリシアってばやめてちょうだい」

　クレアは照れて頬を上気させた。

　レオンとクレアの仲睦まじさは王宮内やフィアーコ国内に留まらず、諸外国でも有名な話だ。結婚直後から変わらず公務の合間を縫って必ず食事を共にし、毎夜同じベッドで眠る。長期に亘って諸外国へ行く際には早馬を使いクレアに手紙を届けさせるなど、レオンのクレアに注ぐ愛情には嘆息ものなのだ。

　ただひとつの懸案は、クレアに懐妊の兆候が見られないことだった。

　ふたりが結婚して二ヶ月を過ぎたあたりから後継者の誕生を望む声はあちらこちらから上がり、クレア自身も期待に胸を膨らませていたが、一向にその気配はない。

　半年を過ぎてからは妊娠しやすくなるという薬草を煎じて飲んでみたり、子宝に恵まれる温泉地があると聞けばレオンと一緒に出掛けることもあった。ピエトーネで有名な祈き祷とう師しをフィアーコに招いたこともある。

　そうしてあらゆる手を尽くしてきたが、現段階でその効果は得られていない。

　最近の王宮内では、ふたりの間に子供は望めないかもしれないという声も囁かれるようになり、挙句の果てにはレオンに公妾を迎え入れるという噂もある。公妾に産ませた子は王位を継承することはできないが、嫡子がいないのはレオンも不憫だろうと好き勝手に騒ぎ立てる者もいる。

　そんな話を侍女たちがしているのを朝早くに偶然耳にしたことも、クレアにため息を吐かせるひとつの要因だった。

「仮面舞踏会には本当にお出にならないのですか？」

　紅茶にクッキーを添えながらパトリシアが尋ねる。

「レオン様から、ひとりでは絶対に出てはならないと言われているの」

　三日前に出掛ける際、『私がいないときの舞踏会は欠席するように』とクレアはレオンから何度も念を押されたのだ。

「お美しいクレア様のことが、きっとご心配なんでしょうね」

　まさにパトリシアの言うとおりなのだ。レオンが一緒にいるときでさえ、クレアには多くの男性たちから熱い視線が注がれ、レオンが少しでも気を抜こうものならば、その隙を突いてふたりを引き裂こうとする他国の王太子もいるほど。レオンがいなければ、どうなるのかは想像に容易たやすい。

　いくら仮面を着けるとはいえ、溢れんばかりのクレアの美貌をその下に隠すことはできないだろう。

「それにしましても、今日お見えになられる方たちもお気の毒でございます。クレア様がいらっしゃらないと知ったらガッカリされるでしょうね」

「そんなことはないわ。女性は私だけじゃないのよ？」

　クレアが大まじめに返す。

　確かにそのとおりではあるが、クレア目当ての男性が大多数を占めていることを彼女は知らないのだ。『クレアは自覚が足りない』と、レオンがやきもきするのも当然だった。

「それはそうでございますが」

　パトリシアは楽しそうにクスクスと笑い声を立てた。




　舞踏会が始まる前に湯浴みを済ませたクレアは、パトリシアに着替えを手伝ってもらっていた。

　さすがにナイトドレスを着てしまうのは早いと思われたため、お気に入りのドレスに袖を通す。舞踏会には出ないが、気分だけでも味わおうというところだ。

「クレア様、少しお太りになられましたか？」

「え!?」

　パトリシアが唐突にそんなことを言うものだから、クレアが弾かれたように返す。

「ドレスが少しきついようです」

　パトリシアが気合を入れてファスナーを上げるところを見ると、決して冗談ではないようだ。

（この頃少しのんびりと過ごしていたせいかしら……）

　暖かな陽気のせいか眠気に襲われることもたまにあり、そうするとついソファでうたた寝をしてしまうこともあったと思い返す。

　自分ではあまり太った感覚はないが、言われてみればウエスト回りだけじゃなく胸も若干きつい。

（レオン様が帰ってきてあきれられたら大変。少し気をつけなくちゃ）

　クレアは、今夜は夕食を少し控えめにしようと密かに決意し、再び舞踏会の準備へ戻るパトリシアを部屋で見送った。




　自室でひとり、本を読んでいると、軽快なリズムの音楽が耳に届いた。いよいよ仮面舞踏会が始まったようだ。窓から覗いてみると、招待客が続々と離宮に吸い込まれていく。みな一様に仮面を着け、妖しく華麗な雰囲気を醸し出していた。

「みんな楽しそうで羨ましいわ」

　ついポツリとつぶやく。ワクワクする場所がすぐ近くにあるのに行けないことがもどかしい。

（……ちょっと覗き見するくらい、いいかしら？）

　まったく訪れる予定のない舞踏会だったが、後継ぎ問題で沈んだ気持ちを少しでも晴らしたいという思いが、唐突にクレアに芽生える。

（大丈夫よね。レオン様はいないし、パトリシアも今夜は忙しいからここへは来ないはず。本当にちょっと覗いてくるだけ）

　そう自分を納得させ、クレアは抽斗ひきだしから仮面を取り出した。それは、少し前に宮殿にやってきた行商から買ったもの。こめかみのあたりにレースがあしらわれ、全体的に白く鼻の下まで隠せる洗練されたデザインだ。

（ここまで顔を隠せば、私がクレアだと気づかれないはずだわ）

　鏡の前でそれを着けて自信をつけたクレアは、人目を避けて自室を出た。

　通路を進むごとに生演奏の音が大きくなっていく。大勢が談笑するざわついた音も聞こえてきた。

　重々しい扉を開けて中へ入ると、薄暗いホールは着飾った仮面の人たちで賑わっていた。仮面舞踏会は今回で二度目の参加だが、立ち込める淫いん靡びな空気がクレアの鼓動を速める。

（なんだか緊張しちゃう……）

　ドキドキと胸を張り詰めさせながら招待客を観察してみると、仮面の効果は絶大で誰が誰なのかまったくわからない。この分ならば、まさか王太子妃がいるとは誰も思わないだろうと、クレアはさらに自信をつけた。

　彼女は壁際にひっそりと立ち、思い思いに相手を見つけてホールの中央でダンスをする人たちを眺めていた。ちょっと覗くだけのつもりが妖艶な雰囲気に気分が高揚して、つい長居になる。

（今ここにレオン様がいたら、ふたりで楽しめたのに）

　そう思うと、余計にレオンが恋しくなる。

「踊りませんか？」と何度となく声を掛けられたが、クレアはその度に首を横に振った。この雰囲気を楽しむだけで、レオン以外の男性と踊るつもりはないからだ。

　そういった誘いを断り続け、あともう少ししたら部屋に戻ろうと決めたときだった。

「おひとりですか？」

　近づいてきた背の高い男性から不意に声を掛けられた。黒いマスクが顔全体を覆っているせいで、声がくぐもって聞こえる。

「……はい」

　警戒しながら答えると、その男性は「ご一緒してもよろしいでしょうか」とその場に跪き、クレアの手に抜き打ちでキスを落とした。驚いて引き抜こうとした手が、彼の大きな手に包まれる。

「あのっ……！」

　突然のことに動揺して、放してくださいという言葉が口から出てこない。

「気分転換に外の空気でも吸いにいきませんか？」

　質問している割に断らせない強さが、その男にはあった。クレアは有無を言わさず手を引かれ、ホールから庭園へと連れ出されてしまった。大きな噴水を通り過ぎ、レオンのバラ園へと続く道を男に引っ張られて歩く。

　招待客らはみなホールの中なのか、庭園には誰の姿もなく、クレアは次第に心細くなっていく。

（どうしよう……。なんとかしてこの方から逃れないと……）

　そう思うのと裏腹に、なぜか強硬な態度に出られない。仮面舞踏会の夜という謎めいた空気がそうさせるのかもしれないが、クレアには拒絶できない自分が不可解で仕方がなかった。

　しばらく歩き続けていた男が不意に足を止める。バラ園はもうすぐそこだ。

「名前は？」

　唐突に尋ねられ、とっさに「リーリエです」と偽名で答える。

「……あなたは？」

「私は……スコット」

　男の名前など聞く必要もないのに、どういうわけか聞かずにはいられなかった。

（私ったら、どうしたのかしら……）

　自分で自分がわからなくなる。

「どちらからいらしたのですか？」

　なぜか質問までしてしまった。

「ここから馬で二日ほど走ったところにある小さな国です」

　そんな遠くからここまでわざわざ来たのかと、クレアが驚く。フィアーコの舞踏会が近隣諸国でも有名なことは知っているが、二日も馬を走らせてまで参加する人がいるとは思いもしなかった。

「ここの王太子妃の噂を耳にして、一度お目にかかりたいと思っていたのですが、どうやら今夜はいらっしゃらないようでね」

「そ、そうなんですか……。それは残念でしたね」

　まさか自分のことがこの場で話題になるとは思いもせず、クレアの心臓が早鐘を打つ。ばれてしまっては大変だと、緊張に身体を硬くした。

「リーリエ、キミは？」

「えっ……わ、私はこの国の侯爵の娘です」

「そうか」

　仮面で隠れていて見えないのにスコットが笑ったように感じ、クレアはなぜか胸の奥に疼うずきを覚える。

（この感覚はなにかしら……）

　そこでクレアはあることに気づいた。スコットはどこかレオンに似た雰囲気の持ち主なのだ。顔どころか声もくぐもっていて判然としないが、背格好はもちろん、口調やトーンが不思議とレオンによく似ている。まとっている凛とした空気も彼にそっくりだ。

　クレアがスコットに対して強気に出られないのは、もしかしたらそのせいなのかもしれない。

（私ったら、どうかしてるわ）

　レオン恋しさに、彼の面影を持つ彼にされるがままになってしまう自分に戸惑う。

「王太子妃に会いにはるばるやってきたが、リーリエ、キミをひと目見て気に入ってしまった」

　スコットはそう言うなりいきなりクレアを引き寄せ、強く抱き締めた。

「お、おやめください！」

　彼の胸を懸命に押すものの、その力に敵うはずもなく、クレアはさらに抱き込まれてしまう。

（レオン様！）

　そう心の中で叫んだそのとき、ふと足元に落ちているものに目が留まった。

　クレアのすぐそばにハンカチが落ちていたのだ。ここへ来たときにはなかったのだから、スコットが落としたものだろう。

　ところが、そのハンカチに見え隠れする刺繍にクレアは心臓が止まる思いがした。

　見覚えのある刺繍は、クレアがレオンのハンカチに縫ってあげた赤いユニコーンだったのだ。

（どういうこと!?　スコットはレオン様なの……？）

　まさかと思う裏側で、こんなにも雰囲気がよく似た人がいるはずはないと考える。それならば、どうしてレオンはこっそりと舞踏会に出ているのだろう。

　その答えを考えあぐねて、クレアはひとつの結論に到達した。

（もしかしたらレオン様は、公妾とするお相手をご自身で探しているのかもしれないわ。私たちの間に子供が望めないから、別の女性と……）

　今朝聞いたばかりの噂話を思い出し、クレアは動揺してしまった。あの話は真実だったのだ。

　レオンは一日早く帰り、クレアには内密で仮面舞踏会に潜入し、その夜のうちに候補の女性を選ぶつもりだったのかもしれない。舞踏会には絶対に出るなと言ったのは、そんな場面を咎とがめられることを避けるためだろう。

　足元からすくわれるような寂しさに襲われ、クレアはその場に立っていることも困難になる。どうにも止められない悲しみが胸の奥から押し上げ、ついには涙となって頬を伝う。

　自分の正体がばれてしまうことも厭いとわず、彼女は自らの仮面を取り払った。

「……クレア！」

　やはりレオンだったのだ。

　黒い仮面を外した彼が、クレアの涙を見て愕然とする。

　クレアは落ちていたハンカチを拾い上げてレオンの胸に押しつけ、彼に背を向けた。そしてそのまま立ち去ろうとしたが、レオンに手を取られ引き止められてしまった。

「待て、クレア」

　レオンがすかさず彼女の前へ回り込み顔を覗き込む。

「どうして泣いているんだ!?」

　そう聞かれても言葉が喉の奥に張りついてしまって出ず、クレアは唇を噛み締めるばかり。

〝リーリエ〟を気に入ったレオンの顔も見られない。

「クレア、黙っていてはわからない。なぜ泣いているのかと聞いているんだ」

　レオンの口調が険しくなる。

「……ご自身のお子を産んでくれる女性を探しているんでしょう？」

　悲しさと苦しさで声が震える。人目を忍んだ公妾選びの場に居合わせてしまったことが、クレアにはショックだった。

「いったいなんの話をしているんだ？」

　レオンは首を捻り、眉根を寄せた。クレアの言っていることがまるで理解できないといった様子だ。

「いつまで経っても私に懐妊の兆候が見られないから、私とは別に、レオン様がご寵愛を授ける女性を探すと……」

「私がクレア以外を？　そんなつもりはまったくない」

　レオンがきっぱりと否定する。彼にしてみたら、クレアがそんなことを言い出すとは思ってもみないことだった。

（え……？　違うの？）

　クレアは自分の耳を疑ってしまった。ゆっくりと顔を上げ、「……本当ですか？」と確かめる。

「いったい、どうしたらそんな話になるというんだ」

「今朝、侍女たちが話しているのを聞いたものですから……。それに、明日帰るご予定だったのに突然帰っていらして、舞踏会でこうして連れ出したりして……」

　クレアがポツリポツリと話すと、レオンは大おお仰ぎょうにため息を吐いた。

「クレアに早く会いたいから大急ぎで帰ったまでのこと。部屋を訪れたら姿が見えないから、もしかして舞踏会に出ているんじゃないかと潜入したんだ。最初からクレアだとわかって外に連れ出した。以上だ」

「……最初から、私だとわかっていたんですか？」

　クレアが目を丸くする。てっきり別の女性だと思い込んで誘い出したのだとばかり思っていたのだ。

　レオンは「当り前だろう」と胸を張る。

「クレアがどんな格好をしようが、どれだけ変装していようが、私の目を欺くことはできない。それよりクレアこそ、どうしてのこのこと男についていったんだ。リーリエなどと偽名まで使って」

　自信たっぷりに言ったあと、レオンは目を細めて鋭くさせた。

　そこを突かれるとクレアも辛い。クレア自身も釈然としなかったのだ。

「それは……レオン様によく似た雰囲気だったから断れなくて……」

　クレアは視線を彷徨わせて、うつむいた。

　それが本人だとは思いもしなかったが、自分はやはりレオンには惹かれてしまう運命で、それは抗えないものなのだと改めて思った。

「なるほど。クレアは、私に似ている男であれば誰彼構わずついていくということか」

「ち、違います！」

　思わず大きな声で否定するクレアをレオンはいたずらっぽい目で見つめた。

「……意地悪なことを言わないでください。レオン様だってスコットだと名乗って、遠い国から来ただなんて」

「すまない、悪かった」

　レオンは大ホールでクレアを見つけ、外へ連れ出してからすぐに種明かしをするつもりだったが、彼女につられてつい偽名を使ってしまったのだ。

　レオンはクレアを引き寄せ、その胸に抱き留めた。

「ただクレア、これだけはわかってくれ。私はクレア以外を愛するつもりはないし、抱きたいとも思わない。子供ができないならそれで構わないじゃないか。そのときは現国王の弟筋を当たれば済むことだ」

　フィアーコの現国王ジャンピエトロにはふたりの弟がおり、それぞれに息子がひとりずついるが、その息子たちは男児を授かっている。そのどちらかが後継者になればいいとレオンは考えているのだ。

　思いがけない言葉をレオンから掛けられ、クレアの胸に幸せな想いが満ちてくる。王太子が後継ぎを望むのは当然のことだというのに、クレアの気持ちを最優先に考えてくれることが嬉しかった。

「レオン様、ありがとうございます……」

　クレアが抱き締め返すと、レオンは不意にその腕を緩めた。

「少し熱っぽくないか？」

「え？　そうですか？」

　クレアを引き離したレオンが彼女の額に触れる。

「風邪でもひいたのかもしれないな。悪化する前に診てもらおう」

「私は大丈夫です、レオン様」

　確かに身体はポカポカしているように感じるが、それは三日ぶりにレオンに会えたことと、嬉しい言葉をもらえて心が温まったせいだろう。具合が悪いわけではないとクレアは首を横に振る。

「いや、念のためにそうしたほうがいい」

　レオンが頑なに譲らないのもクレアを心配してのこと。それ以上拒むわけにはいかず、クレアはレオンに従うこととなった。




　人払いをされた自室でクレアが医師から告げられた診断は、思いもかけないものだった。

　医師と入れ違いで中に入ることを許されたレオンが、クレアの横たわるベッドへと近づく。

「どうだった？　医師はなんと？」

　ベッドに腰を掛けて心配そうに彼女の手を取るレオンに、クレアが首を横に振り黙り込む。

「黙っていてはわからぬ。どんな病気だったのだ」

　クレアが言いにくそうにしていることがレオンの不安を煽る。なにかよからぬ病ではないかと焦るように問いただした。

「病気ではないみたいです」

　レオンのもどかしさとは対称的に、クレアはゆったりとした余裕の表情だ。

「病気ではない？　では、この熱はなんだというのだ」

　レオンが眉根を寄せて気難しそうな表情を浮かべる。理由もなく熱が上がるわけがないと言いたいのだろう。

「……熱は仕方のないことのようで」

「仕方がない？」

　レオンはさらに顔を険しくさせた。

「よし、別の医師に診てもらおう」

　埒らちが明かないとみたレオンがベッドから腰を浮かせかけると、クレアはその手を掴んで引き留めた。

「レオン様、待ってください。病気じゃないんです」

　頬をうっすらと染めたクレアを見て、レオンが訝しげに首を傾げる。まったく見当もつかないような顔だ。

「では、なんなのだ」

「あのですね……」

　クレアはゆっくりと身体を起こしながら、なにか躊躇うように言い淀んだ。レオンを焦らすつもりはないが、自分でもまだ信じられない思いでいっぱいなのだ。

　レオンはクレアの顔を覗き込み、言葉の先を今か今かと待つ。

「実は赤ちゃんが……」

　クレアは目線を落とし、ポツリと打ち明けた。

「……今、なんと言った？」

　ところが、すぐに解せない様子のレオンが聞き返す。

「レオン様の赤ちゃんがここに……」

　クレアは愛おしそうに自身のお腹に手を当てた。

　目を瞬かせてしばらく呆けたようにしていたレオンの顔が、みるみるうちに喜びに満ちていく。その目は、これ以上ないほど大きく見開かれた。

「それは本当か!?」

「はい」

　レオンは大きくうなずいたクレアを思わず抱き締める。矢も楯もたまらずといったところだった。

「お医者様の見立てだと、あと五ヶ月もしないうちに産まれるだろうって」

「そうだったのか……！」

　レオンは喜びを隠し切れない様子だ。その顔を見て、クレアも胸が熱くなる。

　毎月のように医師の診療を受けていたが、吐き気もなければ体調不良になることもなかったため見過ごされたのかもしれない。ここ数ヶ月、月のものがなかったのは子供ができないことへのプレッシャーだろうと考えていたため、身ごもっているとは少しも思いもしなかったのだ。

　このところ眠気にたびたび襲われたのも、それが起因していたらしい。パトリシアに太ったと言われるのも当然だったようだ。

　レオンはクレアを引き離して眩しそうに彼女を見つめ、頬に手を添えたかと思えば、軽く彼女の唇に触れた。

「クレア、ありがとう」

「お礼なんて……」

　首を横に振りクレアが微笑する。改まって言われてしまうと、とてもくすぐったい。

「レオン様、おかえりなさい。ご公務お疲れさまでした」

　照れ隠しのために言いそびれていたことを口にすると、レオンはクスッと笑った。

「ずいぶんと今さらな挨拶だな」

「……はい」

　クレアも笑みを返し、「とても会いたかったです」と続ける。

「私もだ、クレア」

　再び重なる唇。焦がれたせいか、三日ぶりのキスはすぐに深くなっていく。

　ゆっくりとベッドに倒れ込んだクレアの首筋に唇を這わせようとしたところで、レオンはハッとして顔を上げた。

「お腹に障るから今夜はやめたほうがいいだろう」

　身体を起こしかけたレオンをクレアが引き留める。

「……どうした？」

「それなら心配することはないみたいです……。お腹を圧迫するようなことがなければ、その……夫婦の営みは問題ないとお医者様もおっしゃっていたので……」

　クレアは恥ずかしくて顔から火を噴いてしまいそうだった。まるで自分から誘ったみたいだ。

　でもクレアは、そうせずにはいられなかった。明日まで会えないと思っていたレオンに触れられる嬉しさと、子供を身ごもった喜びが身体の奥から湧いてくる。

　ところがレオンの驚きに満ちた顔を見て、すぐに後悔が襲う。

「私ったら、なんてはしたないことを……！　今のは聞かなかったことにしてください！」

　口を手で押さえ、顔を真っ赤にしたクレアがオロオロとする。身を縮ませる思いでクレアが訴えると、柔らかい笑みを漏らしたレオンは、次の瞬間には眼差しを熱くさせた。

　その目を見たクレアは、後悔をよそに胸の高鳴りを覚える。

「クレア、キミはどこまで私を翻弄するつもりなんだ」

　溶けてしまいそうなほどレオンに甘く見つめられ、クレアは身も心も痺れてしまう。

「こんなにかわいいのは反則だ」

　互いの息がかかる距離で囁いたレオンは、こらえきれずクレアに唇を押し当てた。

　そのキスがクレアを甘い陶酔の世界へと導いていく。レオンの唇と指先が、彼女の身体をゆっくりと愛おしそうに這う。壊れ物を扱うような優しいタッチがもどかしくて、それでいてクレアを淫らに煽っていく。

　身体の奥が熱くなり、我慢しきれずに甘い吐息を漏らした。

　彼女のそんな反応に、レオンは突き上げる衝動を抑えることに必死になる。三日ぶりに触れ合うクレアの素肌から色香が立ち上り、それもまたレオンを悩ませた。

「……レオン様、私なら大丈夫ですから」

　切羽詰まったような表情のレオンを見て察したクレアが、彼を潤んだ瞳で見つめる。本音を言えばクレア自身も、レオンにもっと愛してもらいたかったのだ。

　しっとりと濡れた眼差しでクレアの髪を撫でたレオンは、胸の奥から際限なく湧き上がる愛欲にどうにかなってしまいそうだった。

「クレア……どうしてキミはこんなにも愛しいんだ」

「私もレオン様を心から……愛しています……」

　愛を確かめ合ったふたりの吐息が混ざり合い、甘く熱い夜は更けていった。




　五ヶ月後――。

　フィアーコ王国は、これまでにない喜びで満ちていた。ルークと名づけられた王子の誕生に領民は湧き、祝福の嵐がレオンとクレアを包み込む。

　開放された王宮の庭園には途切れることなく領民が祝賀に訪れ、フィアーコ全土が大きな幸せに揺れた。

　フィアーコでは代々、王子や王女は乳母に委ねられることが定められていたが、レオンとクレアの希望で、王子はふたりの手で育てられることが決まっている。王宮内にはルークの元気な泣き声が上がるとともに、幸せな笑い声が響き渡った。

　ルークが生まれたことにより、レオンとクレアの絆はさらに強固なものへとなっていく。

　ふたりを命がけで守り抜くという決意を固くしたレオンの隣では、ルークを抱いたクレアが優しく微笑み、フィアーコの輝かしい未来へと続く新たなる幕が開けたのだった。


ＥＮＤ
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　こんにちは。紅カオルです。このたびは、書籍五作目となる本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　ベリーズカフェの書籍作家さんたちが続々とファンタジーを執筆されているのを拝見し、軽い気持ちで書き始めたのが本作でした。ところが現代物と違い、衣裳や物の名称など知らないことばかり。その上、おおよその時代背景などを考慮せねばならず、悪戦苦闘の執筆でした。資料を集めては読み漁り、なんとか書き上げた次第です。そんな未熟な本作に書籍化のお話をいただいたときは、いや、これはちょっと……と正直躊躇いました。ところが編集の中尾さんから「一緒に作り上げていきましょう」という心強いお言葉をいただき、頑張ろうと決意。試練の改稿をなんとか乗り越えることができました。

　本作のキーワードである【記憶】は、誰にとっても大切なもの。それを失ったマリアンヌ（クレア）と、苦しく悲しい記憶を持つレオン。意識下で強く惹かれ合うふたりは、徐々に心を通わせ、実はお互いに求め合っていた相手だと知り、そこからさら物語は動きだします。

　そんな波乱の人生を送りながらも明るく素直で健気なクレアは、作者の私自身も「がんばれ！」と応援したくなるようなヒロインでした。そのクレアを大きな愛で包み込むレオン。ふたりとも真っすぐなので、書いていて自分が清らかな人間になったような気がし、苦戦を強いられながらも楽しんで書けたように思います。

　初のファンタジー。とにかく壮大に、スケールを大きくするよう心掛けて書きました。ぜひ楽しんで読んでいただけますように。

　最後になりますが、本作を書籍として無事に世に送り出せたのは、たくさんの方々のお力添えがあってこそ。前作同様、私を的確に導いてくださった編集の中尾様、中澤様、素敵なカバーを描いてくださったまち様、皆様のおかげで、素敵な書籍が完成いたしました。本当にありがとうございます。

　また、読んでくださった皆様、いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者様の存在が執筆を続けるなによりの活力。この場をお借りして心からお礼申し上げます。

　次作でまたお目にかかれることを祈りつつ……。本当にありがとうございました。





紅くれないカオル


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。







[image: ]










クールな王太子の新妻への溺愛誓約





発　行　２０１８年３月10日　初版第１刷発行

著　者　紅カオル

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Kaoru Kurenai 2018




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		クールな王太子の新妻への溺愛誓約



		華麗なる氷の王太子



		近づく距離



		秘密が暴かれるとき



		蘇る記憶



		企みの果てに



		共にふたりで



		明日へのシナリオ



		特別書き下ろし番外編



		輝かしい未来へ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






